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修里書の見方 


1修理書の見方 
1-1 準備品 

作業に当たってあらかじめ準備すべき SST 、 工具、計器、油脂類等が必要な場合、各項目の初めに準備品と 
して表にまとめ記載しています。 

ただし、整備工場には常備されていると思われる一般工具、ジャッキ、備品等については通常省略していま 
す0 


1-2 取り外し、取り付け(分解、組み付け)手順 

1. 構成部品図中の番号で取り外し(分解)手順を表わしています。取り付け(組み付け)手順は、基本的に取り外 
し(分解)の逆手順としています。 

〔参考〕.取り外し(分解)の逆手順で取り付け(組み付け)ができない場合にのみ、取り付け(組み付け)手順を 
設けています。 

2. 作業に特別の要領を必要とする場合は、部品名称の前にマーキング(▼、 ▲) を付与し、「取り外し(分解)の 
要点」「取り付け(組み付け）の要点」の項で解説しています。▼は取り外し(分解)の要点が、▲は取り付 
け(組み付け）の要点があることを示しています。 

3. 構成部品図中には、矢印で油脂、シール剤等の塗布を指示しています。また、締め付けトルク、再使用不 
可部品についても記載しています。 


<アミックス MP グリース 

(オイルシール接触面及びセレーシヨン 部） 


※⑤ 



※：再使用不可部品 
単位 : N _ m {kgf ■ cm } 



T :71.1±12.3 {725±125}- 


レ & 


▼▲①ナット 

▼ ②エンド S / A , タイ ロッド 

③ボルト（アーム S / A , サスペンシヨ: 
▼▲④シャフト Ay , フロントドライブ 
⑤リングスナップ 


ロアアームボデー 側） 


T :41.7±12.3 {425±125} 

4 

1 



L11K5136W28 
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単位 


1-3 本書に省略されている内容 

本書には次の要素作業の記載を省略することがありますが実作業においては実施してください。 

1. ジャッキ作業およびリフト作業 

2. 必要に応じて行う取り外し部品の清掃、洗浄 

3. 目視による点検 



1-4 用語の定義 


1 基準 1 

点検、調整時の許容範囲の値を表します。 

1 限度 1 

点検、調整時に超えてはならない最大値、または最小値を表します。 

1 偏差 1 

最大隙間と最小隙間の弟:を表す値をいいます。 


作業要領で人身 故につながるおそれのある办項を記載しています。 

1 注意 1 

作業要領で特に注意を怠ると車両、部品を損傷させるおそれのある办項を記載しています。 

〔参考〕 

作業を容易にするための補足説明を、説明文から分離して掲載しています。 

また、基準値を知るための測定方法が困難なため、実際上イヽ具合発牛のおそれのない場合の簡略測定法におけ 
る基準値を表すこともあります。 


2単位 

単位は SI 単位[国際単位系]で記載しています。（従来単位も併記） 

例： 33.25 土 13.25 N-m{340 土 135kgf.cm} 

1. SI 単位導入による新単位 

SI 単位の導入により、代表的な従来単位は下記のように変わります。 


項目 

新単位 

従来単位 

換算値 

力 

N 

(ニュートン） 

kgf 

1 kgf = 9.80665 N 

トルク 

N*m 

(ニユ ートンメートル） 

kgf.cm 

1 kgf* cm = 0.0980665 N«m 

パネ定数 

N/mm 

kgf/mm 

1 kgf/mm = 9.80665 N/mm 

圧力 

Pa 

(パスカル） 

kgf/cm 2 

1 kgf/cm 2 = 98.0665 kPa 

mmHg 

1 mmHg = 0.133322 kPa 


2. SI 接頭語 

SI 単位につく （10 の n 乗)を表わす接頭語の代表的なものとして、下記のものがあります。 


M (メガ） 

10 6 

k (キロ） 

10 3 

h (ヘクト） 

10 2 

d a (デカ） 

10 1 

d (デシ） 

lO '^ O.l 

c (センチ） 

10 2 =0.01 

m (ミリ） 

10 3 =0.001 

以（マイクロ） 

10 6 =0. 000001 
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糸制寸トルク 


3締付トルク 

3-1一般規格ボルト、ナットの締付トルク把握要領 
3-1-1 ボルトの締付トルク把握要領 

下表よりそのボルトの強度区分を把握し、締付トルク表からその値を知る。 

3-1-2 ナットの締付トルク把握要領 

相手となるボルトから前記の方法で把握する。 


3- 1-3 識別 


現品による強度区分の識別 


種類 

頭部形状（強度 K 分の見方） 

(強度区分） 

つば無しボルト 

つば付きボルト 

A T 

0 

❻ 


0 

0 


0 


5 T 

0 


6 T 

— 

❹ 

❹ 

7 T 

0 


1 1 

0 



品番による f 哉別 


六角ボルト 


品番例 9 1 1 1 1 - 4 0 6 2 0 


1 •首下長さ （ mm ) 
-呼び径 （ mm ) 


I 強度区分! 


111呼び径 


H - H 

首下長さ 


L11S 5003 W20 


3-1-4 一般規格ボルト締付トルク表 


強度区分 

呼び径 

ピッチ 

標準締付トルク ( N * m { kgf * cm }) 

( mm ) 

( mm ) 

つば無しボルト 

つば付きボルト 


6 

1.0 

5.4 {55} 

5.9 {60} 


8 

1.25 

13 {130} 

14 {145} 

4 T 

10 

1.25 

25 {260} 

28 {290} 

12 

1.25 

47 {480} 

53 {540} 


14 

1.5 

74 {760} 

83 {850} 


16 

1.5 

113 {1150} 

一 


6 

1.0 

6.4 {65} 

— 


8 

1.25 

16 {160} 

— 

5 T 

10 

1.25 

32 {330} 

—— 

12 

1.25 

59 {600} 

—— 


14 

1.5 

91 {930} 

一 


16 

1.5 

137 {1400} 

—— 


6 

1.0 

7.8 {80} 

8.8 {90} 


8 

1.25 

19 {195} 

20.5 (210} 

6 T 

10 

1.25 

39 {400} 

43 {440} 


12 

1.25 

72 {730} 

79 {810} 


14 

1.5 

109 {1100} 

123 {1250} 


6 

1.0 

11 {110} 

12 {120} 


8 

1.25 

25 {260} 

28 {290} 

7 T 

10 

1.25 

52 {530} 

58 {590} 

12 

1.25 

95 {970} 

103 {1050} 


14 

1.5 

147 {1500} 

167 {1700} 


16 

1.5 

225 {2300} 

— 
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記号略号の意味 


4使用記号略号の意味 

本書には下記の記号を使用しています。 


記号 

原語 

意味 

A/T 

Automatic Transmission 

(オートマチックトランスミッション） 

自動式 トランスミッション 

ABS 

Antilock Brake System 

(アンチロックブレーキ 

システム） 

急 制動 時の 車輪 ロック 防止 装置 

API 

American Petroleum Institute 

(アメリカンペトローリアム 

インスティチュート） 

エンジンオイルの性能を評«分類するものとして米国石油協会規格(略し 
て API サービス分類)が用いられる。 

ガソリンエンジン用では、 SG 、 SH 、 SJ など、ディーゼルエンジン用で 
は、 CD 、 CE などの分類がある。 

ATDC 

After Top Dead Center 

(アフタートップデッドセンター） 

シリンダーにおけるビストン上死点後 

Ay 

Assembly 

(アッセンブリー） 

2個以上の単一部品またはサブアッセンブリー部 a n 口を組み合わせて集合 
体をなす部品 

BTDC 

Before Top Dead Center 

(ビフォアトップデッドセンター） 

シリンダーにおけるビストン上死点前 

CO 

Carbon Monoxide 

(カーボンモノキサイド） 

一酸化炭素 

CVT 

Continuously Variable Transmission 

(コンティニュアスリーバリアブル 

ト ランスミッション） 

無段自動変速機 

DVS 

Dainatsu Vehicle Stability 

Control System 

(ダイハツビークルスタビリティー 

コントロールシステム） 

車両安定性制御装置 

DVVT 

Dynamic Variable Valve Timing 

(ダイナミックバリアブル 

バルブタイミング） 

連続可変バルブタイミング 

EBD 

Electronic Brake Force Distribution 

(エレクトロニックブレーキ 

フォース 

ディストリビューション） 

電子制動力配分 

EPS 

Electric Power Steering 

(エレクトリック 

パワーステアリング） 

電気式 パワーステアリング 

EX 

Exhaust (エキゾースト） 

排気系を表わす。 

FR 

Front (フロント） 

mi 

IN 

Intake (インテーク） 

吸気系を表わす。 

KCS 

Knock Control System 

(ノックコントロールシステム） 

ノックコントロールシステム 

LH 

Left Hand (レフトハンド） 

左側 

LSD 

Limited Slip Differential 

(リミテッドスリップ 

デフアレンシャル） 

リミテッドスリッブデフ 

M/T 

Manual Transmission 

(マニュアルトランスミッション） 

手動式ト ランスミッション 



A — 4 





























棚記号略号の意味 


記号 

原語 

总味 

0 /S 

Over Size (オーバーサイズ） 

長期の使用で摩耗したり、何回かの脱着によってはめ合いがゆるくなった 
ものには、はめる側(たとえばピストン）を大きな寸法のものと交換するこ 
とにより、扣手側は再使用できることになる。この STD より寸法の大きい 
ものを 0 /S で表示する。 

PR 

Ply Rating (プライレーティング） 

タイヤの強さを表し、番号の大きいものほど強くなる。 

RH 

Right Hand (ライトハンド） 

右側 

RR 

Rear (リャ） 

後 

S/A 

Sub Assembly (サブアッセンブリー） 

2個以上の単一邡 f 口が溶接、カシメ等結合された部品 

SAE 

Society or Automotive Engineers 

(ソサイティオブオートモーティブ 

エンジニア） 

オイルを指示するときに〇〇番というのがこの SAE 番号である。これはア 
メリカの自動車技術協会(略して SAE ) が規定したもので番号が大きいもの 
ほど粘度が高く、小さいほど粘度が低い。 

SST 

Special Service Tool 

(スペシャルサービスツール） 

特殊工具 

STD 

Standard 

(スタンダード） 

標準という总味で、メーカーで組みゝ V :てられたとき使用されている部品サ 
イズが標準であることを表示する。 

T 

Torque (トルク） 

締付トルク 

T/C 

Turbo Charger 

(夕ーボチャージャー ） 

過給機 

U/S 

Under Size 

(アンダーサイズ） 

0 /S の場合と同様、はめられる側（ブッシュ、ベアリング等）を穴の小さいも 
のと交換することにより、扣手側（シャフト）が再使用できることになる。 
この STD より寸法の小さいものを U/S で表示する。 

W / 

With (ウィズ） 

以下のものが付く。（例 W / ワッシャ…ワッシャ付き） 

⑧ 

© 

⑯ 

© 

Bolt (ボルト） 

Screw (スクリユー） 

Nut (ナット） 

Washer (ワツシヤー） 

Clip (クリップ） 

標準ポルト、スクリュー、ナット、ワッシャー等を図中で省略して表現す 
る場合の記号 


A — 5 
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5一般作業上の注意 

1. ジャッキアップおよびリフトアップ 

(1) 車両の前後および後部だけジャッキアップする場合には、必ず輪止めをして安全な作業をする。 

(2) 車両をジャッキアップしたときは、必ず指定個所をリジッドラック(ホイールスタンド)で支える。 

(3) 車両をリフトアップする場合は、必ず指定個所にリフトの受け台をセットしてリフトアップする。 
また、リフトアップ後は、必ず安全装置を掛ける。 

2. 電気系統の修理、ェンジン脱着等の場合は、バッテリーのマイナス端子を切離した後に作業を行う。 

(時計装着車はバッテリーのマイナス端子接続後、時刻合わせを行う） 

3. 燃料系統の修理 

(1) 裸火の近くで作業しない。 

(2) 燃料系統を切り離す場合、事前に適切なオイルパン、ウェス等を下にしいておく。 

(3) 燃料系統を切り離す前に、フューェルタンクキャップを開けてフューェルタンク内の圧力を下げて 
おく。 

(4) ユニオンボルトを取り外す場合、ウェス等で燃料の飛散を防ぎながらユニオンボルトを徐々にゆるめ 
る 。 

(5) 各接続部分は規定トルクで締めつける。 

(6) 各接続部分は規定のクリップを取り付ける。 

4. 作業の能率および精度の向上をを図るため、 SST (特殊工具)を有効に活用する。 

5. 取り外し、分解 

(1) 複雑な個所は、組付け作業が容易になるように、機能上影響のない個所に刻印、合わせマーク等を付け 
る。 

(2) 一つ一つの部品を取り外すごとに、その部分が組付けられていた状態、変形、破損、荒れ状態、傷の有 
無などを点検する。 

(3) 取り外した部品は順序よく整理し、取り替える部品と再使用する部品とを区分する。 

(4) 再使用する各部品は充分な清掃、洗浄作業を行う。 

(5) 部品の点検、測定 

再使用する部品は、必要に応じて詳細な点検、測定を行う。 

6. 取り付け、組み付け 

(1) 良い部品を正しい手順で定められた基準(調整数値、締付トルクなど)を守って組み付ける。 

(2) 部品を交換する場合には、純正部品を使用する。 

(3) 個所によってはシールパッキンやグリースの塗布を忘れないこと。 

(4) パッキン、ガスケット類、コッタピンなどは必ず新品を使用する。 

(5) シールボルトを使用するときは、指定の液状ガスケットおよびシールロック剤を塗布して使用する。 

(6) ボルトおよびナットは、規定のものを用い、特別な注記の無い限りトルク表示の側を、トルクレンチ 
を使用して、規定トルクで締め付け、反対側に回り止めがない場合は、メガネ、スパナ等で確実に回り 
止めを行う。 

7. 調整、作業確認 

ゲージ、テスターを使用して定められた整備基準値に調整する。 

8. ホース類の扱い 

(1) フュ ーェル ホ ー ス、ウォ ー タ ー ホ ー ス類は抜け、漏れのないよう確実に挿入する。 

(2) フューェルホースを取り外す時は、燃料がかからないよう行う。（ェンジンマウントゴム等はガソリ 
ン系の液体に対して材質が劣化する可能性があるので特に注意する） 

9. タッチアップ 

ボデー建て付け等でボルト類を外したとき、ボデーおよびボルトについた塗布面の傷は車体色にて修正を 
行う。 
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ジャッキアップおよびリジッドラック支持箇所 


ジャッキアップおよびリジッドラック支持箇所 


>ガレージジャッキ支持箇所 

フロント側 . フロントサスペンションメンバーの中央下面（トラック） 

フロントサブフレームの中央下面 （カーゴ,アトレー） 


リヤ側 


リヤデファレンシャル中央下部 


フロントサスペンション メンバー 
の中央下面 


勿 ガレージジャッキ 
支持箇所 


フロン トサブ フレームの 中央下面 




フロント側 




リヤ側 
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ジャッキアップおよびリジッドラック支持箇所 


I リジッドラック支持箇所 
フロント側 ■■• 


フロントドア後方下のロッカー部 （トラック） 

フロントクロス メンバーN0.2の下面（カーゴ,アトレー） 

(支持箇所は強度を高めているので当該箇所以外で車両を支えないこと） 


リヤ側 


リヤアクスル部 


0リジッドラック 
支持箇所 



ト ラック, カーゴ,アトレー （後） 



フロント側 


リヤ側 




<カーゴ,アトレー> 



_S16S 5007 W49 
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リフト支持箇所 


リフト支持箇所 


I リフト支持箇所 
スイング アーム 式 

フロント側. ■•■ 


リヤ側 


フロント側 


リヤ側 


前頁のリジットラックフロント側と同箇所（カスタム以外） 

フロントクロスメンバー N 0.2下面のカップ型ブラケット（カスタム） 


リヤスプリング （トラック,カーゴ） 

リヤト レー リング アームの 目玉後（アト レー） 




<トラック,カーゴ〉 
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フルタイム 4 W D 車のサービス上の注意点 


8フルタイム 4 WD 車のサービス上の注意点 

フルタイム 4 WD 車は、機構上前輪又は後輪をフリー状態にすることができません。したがって、車検時の 
ブレーキテストとスピードメーターテストは、1軸をフリーローラー上で行ってください。 

〔参考〕.フリーローラー： 

•(株)バンザイ扱い… BFR -60 型 
•(株)イヤサカ扱い … IFR — 600型 



8-1 スピード メーター テスト 

1. フリーローラーを車両のホイールべースおよびフロン 
卜トレッドに合わせて前輪側の床上に確実にセットする。 

〔参考〕-ホイールベース：1900 mm (トラック） 

: 2420 mm (力ーゴ、アトレー ） 
•リヤトレッド：下表による 

2. 後輪がスピードメーターテスター、前輪がフリーロー 
ラー上になるように車両をセットし、スピードメーター 
テストの作業を行う。 

I 注意1 • フリーローラーの軸は、車両の横方向へのずれや、 
片効き等を防止するため、各テスターのローラー 
と平行になるようにセッティングする。 

• 急激なクラッチ操作および急加減速は行わない。 



8-2 ブレーキテスト 

1. フリーローラーを車両のホイールベースおよび測定す 
る車輪(前輪または後輪)のトレッドに合わせて床上に確実 
にセットする。 

〔参考〕-ホイールベース：1900 mm (トラック） 

: 2420 mm (カーゴ、アトレー） 

• フロントトレッド：下表による 
•リヤトレッド ：下表による 




2. 測定する車輪(前輪または後輪)をブレーキテスター、もう 
一 方の車輪(後輪または前輪)をフリ ーローラー上になる 
ように車両をセットし、ブレーキテストの作業を行う。 
HFml • 車輪ロック付近で車両が後方にずれ、テスターお 
よびフリーローラーから外れることがある。ブレ 
ーキペダルを踏む前に後方に人がいないか安全 
を確認すること。 

また、後方にずれた時は、ブレーキペダルを踏み 
続けること。 

• フリーローラーの軸は、車両の横方向へのずれや、 
片効き等を防止するため、各テスターのローラー 
と平行になるようにセッティングする。 




12’ ホイール 

13’ ホイール 
14’ ホイール 

フロントトレッド ( mm ) 

1295 

1285 

リヤ トレッド （ mm ) 

1300 

1290 
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フルタイム 4 W D 車のサービス上の注意点 


8-3けん引(移動)時の注意事項 
8-3-1 ロープで のけん引 

パーキングブレーキを解除し、 IG スイッチを 「 ACC 」 にし、 
シフト レバーをニュー トラルにする。 

• 走行装置、駆動装置に異常がある場合はローブで 
のけん引をしないこと。 

• エンジンを止めたまま走行すると、ブレーキ倍力 
装置が働かないため、ブレーキの効きが悪くなる。 
通常よリブレーキペダルを強く踏むこと。 

•オートマチックトランスミッション車は、シフト 
レバーを圆レンジにし、速度 30 km / h 以下で走行 
し、けん引距離は 50 km 以内にする。 


ロープで のけん引 



S11S 5016110 


8-3-2 車積での移動 

パーキングブレーキを作動させ、車両を確実に固定して、 
移動すること。 

ura • 走行装置、駆動装置に異常がある場合は、必ず車 
積で移動すること。 



8- 3-3 前輪または後輪を持ち上げてのけん引 

前輪または後輪のみを持ち上げてけん引すると、けん引中に 
駆動装置が過熱し、焼き付きを起こしだり、台車から飛び出す 
おそれがあるので絶対に行わないこと。 
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ダイアグノーシスチェックコネクターについて 


9 ダイア グノーシスチェックコネクターについて 
9-1 チェックコネクター 端子配列 




端子配列 A 


No. 

端子記号 

No. 

端子記号 

対象車 

1. トラック 01 年 10 月中以前 

2 . パネルバン.•同上 

3. カーゴ. • • • EF — SE エンジン搭載車 

5. アトレーワゴン 

(注）数字は解説書総説 1 - 2 の車両型式分類 

による 

① 

IG(DS-21) 

⑨ 

T(ITC) 

② 

一 

⑩ 

SIO(DS-21) 

③ 

一 

⑪ 

T(EFI) 

④ 

T(ECU) 

⑫ 

一 

⑤ 

W (EPS) 

⑬ 

E 

⑥ 

W (キーフリー） 

⑭ 

一 

⑦ 

一 

⑯ 

一 

⑧ 

REV 

⑯ 

VF 


端子配列 B 


No. 

端子記号 

No. 

端子記号 

対象車 

1. トラック • • ’ 01 年 10 月中以後 

2. パネルバン • • 同上 

3. カーゴ • • • • EF — VE エンジン搭載車 

4. アト レー 

(注）数字は解説書総説 1 一 2 の車両型式分類 
による 

① 

BAT(DS - 21) 

⑨ 

T(ITC) 

② 

一 

⑩ 

S10(DS-21) 

③ 

一 

⑪ 

一 

④ 

T(ECU) 

⑫ 

E (信号アース） 

⑤ 

T(EFI) 

⑬ 

E (ボデーアース） 

⑥ 

W (キーフリー） 

⑭ 

RFAN 

⑦ 

一 

⑯ 

一 

⑧ 

REV 

⑱ 

VF 


9-2 チェックコネクター 短絡 方法 

エンジンコントロールシステムインスペクションワイヤー (SST : 09991 -87404 — 000)を接続して行い 
ます。 

各システムのシステムチェックは、短絡用端子 (SST : 09991 — 87403 — 000) および、エンジン回転数検出用 
端子、 VF 出カモニター用端子 (SST : 09991 -87402 — 000)を用いて行います。 
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夕'イアグソーシスチェックコネクターについて 


9-3 SST による短絡方法 

(注）下記の端子の説明は端子配列 A を基本とし、端子配列 B については [] 内に示す。 

1. エンジンコントロールシステムのダイアグノーシスコード出力 
. T ( EFI ) ⑪ [ T ( EFI ) ⑤]〜 E ⑬間短絡 

2. エンジンコントロールシステムの〇 2 センサー作動チェック 
. VF ⑯〜 E ⑬間測定 

3. エンジンコントロールシステムのエンジン回転数チェック 
. REV ⑧〜ボデーアース間測定 

4. 電動パワーステアリングのダイアグノーシスコード出力 
. W ( EPS ) ⑤ [ T ( ECU ) ④]〜 E ⑬間短絡後開放 

5. ABS システムのダイアグノーシスコード出力 
. T ( ECU ) ④〜 E ⑬間短絡 

6. エアバッグシステムのダイアグノーシスコード出力 
. T ( ECU ) ④〜 E ⑬間短絡 

7. キーフリーシステムのダイアグノーシスコード出力 

. T ( ECU ) ④〜 E ⑬間短絡、 IG(DS — 21) ① [ BAT(DS — 21) ①]〜 W (キーフリー）⑥間 SST 

8. ITC コンピューターおよびハザードランプ系の作動チェック 
. T ( ITC ) ⑨〜 E ⑬間短絡 

9-4 DS -21 との接続方法 

エンジンコントロールシステムインスペクションワイヤー (SST : 09991-87404 — 000) を接続して行い 
ます。 

〔参考） • 今回、集中チェックコネクター(車両側)に DS — 21 との通信用端子を設けています。 

9-5 DS -21 との通信方法 

1 .DS — 21 との通信は、専用の通信ケーブル ( DS -21 の付属品)を SST に接続して行います。 

. IG ( DS -21) ① [ BAT ( DS -21) ①]、 SIO(DS —21) ⑩、 E ⑬ 

• 専用の通信ケーブル以外での接続は行わない。 
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システム点検上の注意 


10システム点検上の注意 
10-1 コネクターの取扱い 

1. コネクターや各端子の接続、取り外しは、基本的にバッテ 
リーのマイナス端子を外してから行うこと。 

ただし、バッテリーのマイナス端子を外すとダイアグコ 
ードが消去されることがありますのでダイアグコードを 
確認する必要のある場合は先に確認を済ませておくこと。 

2. コネクターを外すときは、ハーネスを引っ張らずに必ずコ 
ネクターのロックを外した状態で本体を持って引き抜く 
こと。 

接続するときは、パチンと音がしてロックがかかるまで確 
実に押し込むこと。 

3. コネクターにテスター棒を当てるときはコネクター後方 
(ハーネス）よりテスター棒を当てること。 


4. 防水コネクター等、後方より差し込めないものはコネクタ 
一端子を変形させないように注意してテスター棒を当て 
ること。 

5. コネクターの端子には直接手を触れないこと。 

6. 電圧のかかっている端子をテスター棒で触れる場合は、2 
本のテスター棒が接触してショートしないように十分気 
をつけること。 


10-2 ワイヤー ハー ネス、コネクター点検 要領 

系統別点検中におけるワイヤーハーネス、コネクター部の点検は次の要領で行ってください。 

10- 2-1 導通点検 

1. 該当するハーネスの両端のコネクターを外す。 

2. 両端のコネクターの該当端子間の抵抗を測定する。 

[ m ~ W \ iq 以下 

[^^1• ワイヤーハーネスを軽く上下、左右に揺すりなが 
ら測定する。 

〔参考〕 • 断線の場合、車両の配線の中央部ですることはま 
れであり、断線する個所のほとんどがコネクター 
部である。特にセンサー部の コネクターは 充分に 
注意して点検する。 
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システム点検上の注意 


10 - 2-2 短絡点検 

1. 該当するハーネスの両端のコネクターを外す。 

2. コネクターの該当端子とボデー アース 間の抵抗を測定す 
る。なお、点検は両側のコネクターで行う。 

[ sm \ 1 MQ 以上 

[srm • ワイヤーハーネスを軽く上下、左右に揺すりなが 
ら測定する。 



3. コネクター該当端子と同じコネクター内の端子間の抵抗 
を測定する(電源系同士、アース系同士を除く）。なお、点 
検は両側のコネクターで行う。 

lmm \ imq 以上 

• 車内の配線がボデーに嚙み込んだり、クランプの 
不良で短絡することがある。 


センサー側 


コンピューター側 






10- 2- 3目視、接触圧点検 

1. 該当するハーネスの両端のコネクターを外す。 

2. コネクター端子部に鲭の発生や異物の混入等がないこと 
を目視で点検する。 

3. かしめ部でゆるみ、損傷がないか、またコネクターからワ 
イヤーハーネスを軽く引っ張り、抜けないことを点検す 
る。 



4. コネクター端子のオス端子と同じものを用意してメス端 
子に差し込み、引き抜き力を点検する。 

他の端子と比較して引き抜き力の小さい端子は接触不良 
の可能性がある。 

[KM -端子部に錆の発生、異物の混入やオス端子とメス 
端子の接触圧力の低下等があると、接触コネクタ 
一を一度脱着することにより接触状態が変わり、 

“異常なし”となることがある。 

したがって、ワイヤーハーネス、コネクター点検 
の結果が正常であれば、そこで不具合現象の確認 
を行ってみる。この時、不具合現象が再現されな 
ければ、オス端子とメス端子の接触不良が原因で 



あったとも考えられる。 
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システム点検上の注意 


つ 


10-3コンピューター ユニッ ト回路点検 

系統点検中におけるコンピューターユニット回路点検は次の要領で行います。不良ならば該当のコネクタ 
一、 回路を修理し、正常であればコンピューターユニットを交換します。 

1. コンピューターユニットのコネクター部の目視、接触圧点検。 

コンピューターユニットのコネクターについて、前ページの目視、接触圧点検要領に基づき点検する。 

2. コンピューターユニットアース点検 

コンピューターユニットのコネクターを外し、各電源端子と各アース端子とボデーアース間の電圧を測 
定する。 

{ KM 各電源端子電圧 

(1^1• コンピューターユニット回路点検の際、コネクターを脱着することによって端子の接触状態が変 
わり、“異常なし”となる場合もあります。従って、コンピューターユニット回路点検の結果“異 
常なし”の場合は再度コンピューターユニットコネクターを接続して不具合が発生する事を確 
認した後、コンピューターユニット不良の判断をしてください。 



10-4システム取扱上の注意 

1. コンピューターユニット、各センサー類は精密部品です。脱着時などに大きなショックを与えないこと。 
ショックを与えた(床へ落下した場合など)部品は使用しないこと。 

2. 雨天の点検や洗車時には水の進入に注意し、コンピューターユニット、各センサー類に水がかからない 
ようにすること。 

3. コンピューターユニット異常と判断し、交換することによって車両が正常になった場合は、再度交換し 
た(不良と判断した)コンピューターユニットを取り付け、最初の不具合が再現することを確認してから最 
終的にコンピューターユニット異常と判断すること。 

4. 無線機を搭載する場合は以下の事項に注意すること。 

(1) アンテナはコンピューターユニットからできるだけ離すこと。 

(2) アンテナのフィーダーはコンピューターユニットおよびワイヤーハーネスからできるだけ離して(最 
小距離 30 cm ) 配索すること。また、平行して長く引き回すことは避ける。 

(3) アンテナはマッチングを良くすること。 

(4) 大出力の無線機は搭載しないこと。 
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B . 点検整備 


1定期点検整備方式 . 1 B -1 

2定期点検整備基準値 . 

2-1 かじ取り装置 . rB^lO 

2-2 制動装置 . [W-10 

2-3 走行装置 . [ F 1 !! 

2-4 動力伝達装置 .| B -11 

2-5 電気装置 . [^12 

2-6 原動機 . IB -12 


3 メーカー指定項目 . B -13 
































定期点検割蒲方式 


1定期点検整備方式 

1. 「鲁」印および「♦」印は法令で定められた点検時期を示し、そのうち 「令」 印は距離項目を示す。 

2. 「〇」印はダイハツが指定する点検時期示す。 

3. 「◊」印はダイハツが指定するシビアコンディション時の点検時期示す。 

4. シビアコンディション項目とは、自動車の使用が過酷な場合に行うダイハツが定める点検項目を示す。 

5. ①は取扱説明書に、②はメンテナンスノートに記載している項目を示す。 

6. 備考欄の卩※」印は次項「定期点検整備基準値」に記載事項があることを示す。 


点検整備項目 

点検整備時期 

周知方法 

備考 

自家用乘用 
自動車等 

自家用貨物 

自動車等 

点 

検 

判 

定 

基 

準 

整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


点検個所 

点検項0 

日 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

24 

ヶ 

月 

毎 

R 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

の 

方 

法 

か 

じ 

取 

0 

装 

置 

ハド 
ンル 

操作具合 




• 



• 





ク 

ス 

取り付けの緩み 



〇 

♦ 



• 





P 

ツア 

H 1 

及ム 
び類 

緩み、がた 

及び損傷 




♦ 



• 





ボールジョイン 
卜のダストブー 

ツの亀裂及び損 

傷 



〇 

• 



• 





ナ 

ヅ 

ク 

ノレ 

連結部のがた 







# 





か 

じ車 
取“ 

ホイール 

アライメント 




♦ 



• 




※ 

ノ^ 

ワ iJ 

1ン 
スグ 
テ装 
ァ置 

ベルトの緩み 

及び損傷 



• 

• 


• 

• 




電動式は 

点検ィヾ要 

油漏れ及び油量 




• 



# 




取り付けの緩み 




♦ 



• 
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定期点検整(蒲方式 


点検整備項目 


点検個所 


ブ 

レ 

I 

キ 

ぺ 

ダ 

ル 


制 

動 

装 

置 


駐 

車 

ブ機 
レ構 
] 

キ 


ホ 

I パ 
スイ 
及プ 
び 


U 

ザタ 
I ン 

パク 


倍 

力 

装 

置 


点検項 B 


遊び及び踏み込 
んだ時の床板と 
の隙間 


踏みしろ 

及びきき具合 


点検整備時期 


自家用乘用 
自動車等 


ブレーキの 
きき具合 


レバー （ペダル） 
の引きしろ（踏み 
しろ） 


ブレーキの 
きき具合 


漏れ、損傷 
及び取付状態 


液量 


液漏れ 


機能、摩耗 
及び損傷 


エアクリ ーナの 
詰まり 




〇 


12 

ケ 

月 

毎 


24 

ケ 

月 

毎 


自家用貨物 
自動車等 








12 

ケ 

月 

毎 


周知方法 


点 

検 

の 

方 

法 


② 


② 








② 


② 


② 


判 

定 

基 

準 


① 


② 


① 


② 


整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


備考 


※ 


※ 


※ 


※ 


※ 



点検整備 
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定期点検劃蒲方式 


点検整備項 g 

点検整備時期 

周知方法 

備考 

自家用乘用 
自動車等 

自家用貨物 

自動車笼 

点 

検 

判 

定 

基 

準 

整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


点検個所 

点検項0 

日 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

24 

ヶ 

月 

毎 

闩 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

の 

方 

法 

制 

動 

装 

置 

ブ 

レブ 
) レ 
キ丨 
キ 

卜ぐ 

ラシ 
ムュ 

及1 
び 

ドラムとライニ 

ングとの隙間 



♦ 

♦ 


• 

• 




※ 

ディスク 

ブレーキは 

点検+要 

シューの摺動部 
分及びライニン 
グの摩耗 


〇 

♦ 

♦ 


◊ 

• 




ドラムの摩耗及 

び損傷 



0 

• 



• 




ブ 

‘び 
千パ 

一*ツ 

い 

ス 

ク 

ディスクとパッ 
ドとの隙間 



♦ 

♦ 



# 




※ 

ドラム 

ブレーキは 

点検ィ、'要 

パッドの摩耗 


〇 

♦ 

♦ 


〇 

• 




ディスクの摩耗 
及び損傷 



◊ 

• 



• 




走 

行 

装 

置 

ホ 

イ 

I 

ノレ 

タイヤの状態 

(空気圧、亀裂、 
溝の深さ等） 



♦ 

♦ 



♦ 





タイヤの空気圧 

• 




• 



② 



※ 

タイヤの亀裂及 

び 損傷 

• 




• 



② 

② 



タイヤの 

異常な摩耗 

• 




• 



② 

② 



タイヤの 

溝の深さ 

• 




參 



② 

② 


※ 

ホイールナッ 

卜及びホイール 
ボルトの緩み 



♦ 

♦ 


• 

• 




※ 




































定期点検劃蒲方式 


フロントホイ 
ールベアリン 
グのがた 

リャホイール 
ベアリングの 

がた_ 

緩み、がた 
及び損傷 


油漏れ及び損傷 


取付け部及び 
連結部の緩み、 
がた及び損傷 


スプリングの 
_損傷_ 

取付け部及び 
連結部の緩み、 
がた及び損傷 


点検整備項 S 


点検個所 点検項0 


点検整備時期 


自家用乘用 
自動車等 


12 

ケ 

月 

毎 


24 

ケ 

月 

毎 


自家用貨物 
自動車等 


12 

ケ 

月 

毎 


周知方法 


整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


備考 


※ 


♦ 




♦ 




※ 


〇 








リーフ. 

スプリング車 
は点検イヾ要 




コイル. 

スプリング車 
は点検イヾ要 




ホ\ - I ル 


走行装置 


び連結部 

取付部及 


ブソーバー 

シヨツク ア 


サスペンシー 

コイル 


サスペンシ_ 
リ丨フ 


緩衝装置 


点検整備 
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定期点検鋪方式 


点検整備項目 

点検整備時期 

周知方法 

備考 

自家用乘用 
自動車等 

自家用«物 

自動車等 

点 

検 

判 

定 

基 

準 

整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


点検個所 

点検項目 

日 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

24 

ヶ 

月 

毎 

日 

常 

点 

検 

6 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

の 

方 

法 

動 

力 

達 

装 

置 

ク 

ヅ 

チ 

ペダルの遊び及 

び切れた時の床 
板との隙間 



• 

• 


• 

• 




※ 

オー トマチッ 

ク車は 

点検ィヾ要 

作用 






• 

• 




液量 







• 




卜及 
ラび 
ント 
スラ 
ミン 
ッス 
シフ 

3 ァ 
ン1 

油漏れ及び油量 



♦ 

♦ 


♦ 

♦ 





ブラシの摩耗 




〇 







無段_動変速 
機車以外は点 
検ィ、要 

プび 

ロド 
ペラ 
ライ 
ブ 
シ 

ヤシ 
フヤ 
トフ 

及卜 

連結部の緩み 



♦ 

命 


♦ 

命 




継手部一体型 
は点検ィヾ要 

_在継手部のダ 
ストブーツの 

亀裂及び損傷 



〇 

• 



• 





継手部のがた 







• 




スプライン部 
のがたを含む 

センタべアリン 

グのがた 







• 





デン 

フシ 
ァヤ 

レル 

油漏れ及び油量 




♦ 


♦ 

♦ 




※ 
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定期点検割蒲方式 




点検整備項目 

点検整備時期 

周知方法 

備考 

自家用乘用 
自動車等 

自家用貨物 

自動車等 

点 

検 

判 

定 

基 

準 

整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


点検個所 

点検項目 

B 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

24 

ヶ 

月 

毎 

闩 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

の 

方 

法 

電 

気 

装 

置 

点 

火 

装 

置 

点火プラグの 

状態 



♦ 

♦ 


♦ 

♦ 




※ 

白金プラグ車 

及びイリジウ 
ムプラグ車は 
点検不要 

但し CNG 車 

は除く 

点火時期 



• 

• 


• 

• 




% 

無調整式車は 
点検イヾ要 

デイストリビュ 
一夕一のキヤッ 
プの状態 



• 

• 



• 




デイストリビ 

ユータ無し車 
は点検不要 

バリ 

液量 

• 




• 



② 

② 

② 

※ 

密封式は 

点検イヾ要 

ターミナル部の 

接続状態 



• 

• 



• 





電配 
気線 

接続部の緩み及 
び損傷 




• 



• 





原 

動 

機 

本 

体 

かかり具合及び 
異音 

• 




• 



② 

② 



低速及び加速の 
状態 

• 




• 


• 

② 



※ 

排気の状態 



• 

• 


• 

• 





エアクリ ーナ 

ーエレメント 

の状態 


〇 

♦ 

命 


♦ 

♦ 





弁すき間 







〇 




自動調整式は 
点検不要 

潤 r 

油漏れ 



• 

• 


• 

• 





滑装 
置 

油の量 

• 




• 



② 

② 

② 

※ 



点検整備 
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定期点検勤蓆方式 


点検整備項0 

点検整備時期 

周知方法 

備考 

自家用乘用 

自動車等 

自家用貨物 

自動車等 

検 

判 

定 

基 

準 

整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


点検個所 

点検項0 

日 

常 

卢 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

24 

ヶ 

月 

毎 

円 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

の 

方 

法 

原 

動 

機 

i 装 
料置 

燃料漏れ 



〇 

• 



• 





冷 

却 

装 

置 

水量 

• 




• 



② 

② 

② 

※ 

フアンベルト 

の緩み及び損傷 











※ 

水漏れ 



• 

• 



• 





ば 

い 

煙 

悪 

臭 

の 

あ 

る 

ガ 

ス 

有 

害 

な 

ガ 

ス 

等 

の 

発 

散 

防 

止 

装 

置 

ブガ 

ロス 

丨還 

バ元 

ィ装 

置 

メターリング 
バルブの状態 




• 



• 





配管の損傷 




• 



• 





料排 

兹出 

葵 W 

ガ止 

ス装 

置 

配管等の損傷 




• 



# 





チヤコールキヤ 
ニスターの詰ま 

り及び損傷 




• 



• 





チェックバル 

ブの機能 




• 



• 





酸 

化 

炭 

素 

等 

発 

散 

防 

iL 

装 

置 

触媒反応方式等 
排出ガス減少装 
置の取付けの緩 
み及び損傷 




# 



• 





二次空気供給 

装置の機能 




• 



• 





排気ガス再循環 

装匱の機能 




# 



• 





減速時排気ガス 
減少装置の機能 




• 



• 





配管の損傷及び 
取付け状態 




• 



• 
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定期点検勤蒲方式 


点検整備項目 


点検個所 


灯 

火 

装 

置 

及 

び 


方 

向 

指 

示 

器 


警 

音 

巧デ 

窓フ 
ふ口 
ぎス 

' I 

洗及、 

浄2 
液® 
噹錠 
射装 
装匱 
置 


キ、プ 
、{及 
1び 
スマ 
トフ 

パ？ 


車卞 
枠2 
及体 

び 


I 


そ 

の 

他 


運 

行 

に 

お 

い 

て 


認 

め 

ら 

れ 


ta た 
5箇 

為所 


点検項0 


点滅具合、 
汚れ、損傷 


作用 


点検整備時期 


自家用乘用 
自動車等 


争 


ワイパーの 

払拭状態 


ウインドウオッ 
シヤー液量 
及び噴射状態 


取付けの緩み及 
び損傷 


マフラーの 機能 


緩み及び損傷 


座席ベルトの 
状態 


シャシ各部 
給油脂の状態 


当該箇所に異常 
がないこと 




參 


12 

ケ 

月 

毎 


24 

ケ 

月 

毎 






自家用貨物 
自動車等 


春 




6 

ケ 

月 

毎 


12 

ケ 

月 

毎 


# 




周知方法 


② 


♦ 








判 

定 

基 

準 


整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


② 


備考 



点検整備 
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定期点検割蒲方式 


点検整備項目 

点検整備時期 

周知方法 

備考 

自家用乘用 
自動車等 

自家用貨物 

自動車等 

点 

検 

の 

方 

法 

判 

定 

基 

準 

整 

備 

の 

実 

施 

方 

法 


点検個所 

点検項目 

日 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

24 

ヶ 

月 

毎 

R 

常 

点 

検 

6 

ヶ 

月 

毎 

12 

ヶ 

月 

毎 

C 

N 

G 

専 

用 

部 

品 

ガ固 
ろ定 
容装 
器置 

取付け部の緩み 
変形及び損傷 




〇 







初回のみ 1 年 

容 

器 

元 

弁 

開閉確認 

〇 











容器元弁からの 
ガス漏れ 



〇 









配 

S 燃 
及料 
び S 
填 
□ 

接合部からのガ 
ス漏れ 

〇 


〇 









配管等の損傷 



〇 









ゴムホースの取 
付けの緩み及び 

損傷 



〇 









レ 

ギ 

ュ 

レ ^ 

1 減 
夕圧 
弁 

本体のガス漏れ 



〇 









取付け部の緩み 



〇 









ゴムホースの取 
付けの緩み及び 
損傷 



〇 









レギユ レーター 

タンク内のオイ 
ノレ 




0 







オイルの除去 

繁へ 
急主 
遮止 
断弁 
弁 w 

取付けの緩み及 
び作動状態 



〇 









C 容 

g 1 

損傷及び腐食、 

ガス漏れ 




• 







下記の 

注）参照 

燃 p 
圧ズ 

トレ 
01 一 

作動状態 

〇 












注）高圧ガス保安法により、 CNG 容器は再検査が必要です。 

(初回は、容器合格日の刻印日付の前日から4年以内、以後2年1ヶ月以内に実施） 
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定期点検蒲鱗値 


2定期点検整備基準値 


2-1 かじ取り装置 


かじ取り車輪 ホイールアライメント 


トーィン 0 ::>m 
キャンバー 0°15，土 45' ※し※之 

0° 00' 土 45' ※3 

キャスター 3° 12' ±1° ※l 

5° 00' 土 1° ※之 

5° 06 , 土 I 0 ※3 


※じ 

トラック系 
※之： 

カーゴ系 
アト レー 
標準系 


※3 : 

アト レー 
エアロ 

ダウン系 


2-2制動装置 


ブレーキペダル 

遊び及び踏み込んだ時の床板 
との隙間 

遊び 0.5 〜 2 mm 

床板との隙間 

92く102〉 mm 以上（トラック系） 

61 mm 以上（カーゴ、アトレー系） 

92 mm 以上（パネルバン系） 

(踏力 294 N {30 kgf } 時） 

◊は ABS 

装着車 

ブレーキのきき具合 

制動力 

後輪和 ：軸重の10%以上 

各輪左右差:軸重の8%以下 

総和 ：検杳時車両重量の 

50%以上 

注）前輪の全ての車輪がロックし、計測 

困難な場合は、その状態で総和に 

対し適合するとみなす。 


駐車ブレーキ機構 

レバー（ペダル）の引きしろ（踏 

みしろ） 

ハンド式：操作力 196 N {20 kgf } の時 

引きしろ 6〜10 ノッチ 

金ストローク19 ノッチ 

足踏式：操作力 294 N {30 kgf } の時 

踏みしろ 5〜7 ノッチ 

全ストローク16 ノッチ 


ブレーキのきき具合 

制動力 

検査時車両重量の20%以上 


リザーバータンク 

液量 

液面レベル 

MAX 〜 MIN 間にあること 


ブレーキドラム及 

びブレーキシュー 

シューの摺動部分及び 

ライニングの摩耗 

標準厚さ後輪 4 mm 

使用限度後輪 1 mm 

ディスク 

ブレーキは 

点検イヾ要 

ドラムの摩耗及び損傷 

標準径 後輪180 mm 

使用限度後輪 181 mm 

ブレーキディスク 

及びパッド 

パッドの摩耗 

標準厚さ骱輪 10 mm 

使用限度肋輪 1 mm 

ドラム 

ブレーキは 

点検イヾ要 

<>はベンチ 
レー テッ ドデ 

ィスクを示す 

ディ スクの 摩耗及び損傷 

標準厚さ的輪 14<18 >mm 

使用限度肋輪 13<17 >mm 
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定期点検劃蒲纖直 


2-3 走行装置 


ホイール 

タイヤの空気圧 

タイヤサイズ：空気圧 kPa{kgf/cm 2 } 

145R12-6PR 

トラック系前輪： 200{2.0} (軽積） 

240(2.4} (定積） 

後輪： 24012.4} (軽積) 

300{3.0| (定積） 

カーゴ系 前輪： 200{2.0} (軽積） 

200{2.0} (定積） 

後輪： 220{2.2} (軽積) 

35013.5} (定積） 

アトレー 前輪： 200{2.0} (軽積） 

200(2.0} (定積） 

後輪： 30013.0} (軽積） 

35013.5} (定積) 

145R13-6PR 

トラック系肖 U 輪： 180{1.8} (軽積) 

220(2.2} (定積） 

後輪： 240(2.4} (軽積) 

32513.25} (定積） 

165/70R13 

アトレー 肋輪： 18011.8} 

後輪： 260(2.6} 

アト レー ワゴン 

_ : 210(2.1} 

後輪： 230(2.3} 

165/65R14 

アトレーワゴン 

_ : 21012.1} 

後輪： 230{2.3} 


タイヤの溝の深さ 

残り溝 1.6mm まで 


ホイールナット及び 

ホイールナットの締付トルク 


ホイールボルトの緩み 

103.0 土 14.7N_m {1050 土 150 kgf-cm } 


フロントホイール 

アクスル中心部における軸方向の遊び 


ベアリングのがた 

0.05 mm 以下 


リヤホイールベアリングの 

アクスル中心部における軸方向の遊び 


がた 

0.8mm 以下 


2-4動力伝達装置 


クラッチ 

ペダルの遊び及び切れた時の 
床板との隙間 

遊び： 15 〜 25 mm 

切れたときの 

ペダルサポートストッパーとの隙間 

35mm 以上（トラック、パネルバン） 

28mm 以上 

(力ーゴ、アトレーのターボ以外） 

25mm 以上（アトレーターボ） 

トランスミッション 

及びトランスファー 

油漏れ及び油量 

フイラープラグ穴下面より〇〜 5mm 間にあること 
(A/T 車はレベルゲージの示す範囲） 

デファレンシャル 

油漏れ及び油量 

フイラープラグ穴下面より〇〜 5mm 間にあること 
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定期点検麵鮮値 


2-5 電気装置 


点火装罔 

点火プラグの状態 

プラグギャップ 1.0 〜 1.1 ※エ 

1.0 〜 1.1 ※2 

0.8 〜 0.9 ※3 

※： K 20 PR - U 11, BKR 6 E -11, 

RC 9 YC 4 

※之 K 20 PR - U 11, BKR 6 E -11 

※3 K 20 TNR - S 9, BKUR 6 EK -9 

白金プラグ 

及びイリジウムブ 
ラグ車は点検イヾ要 

(但し CNG 車を除 

ぐ） 

《1 EF-SE 

※2 EF-VE 

※3 

EF-DET 

点火時期 

B . T . D.C 

5土 2° /900 rpm 

無調整式車は点検 

ィ:要 

バッテリー 

液量 

上限、下限の基準線内にあること 



2-6 原動機 


本体 

低速及び加速の状態 

アイドリング回転数 

ハ八ハ + 100 

900- 50 rpm 

潤滑装置 

油の汚れ及び量 

レベル ゲージの F 〜 L 間にあること 

冷却装置 

水量 

リザーブタンクの FULL 〜 LOW 間にあること 

ファンベルトの緩み及び損傷 

ベルトの中火部を約 98 N {10 kgO の力で 

押した時のたわみ 

新品交換時： 4〜 5 mm 

通常点検時： 6〜 7 mm 
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メーカー J 旨定項目 


3 メーカー指定項目 


定期交換部品項 S 

交換時期 

周知方法 

備考 

年毎交換 

単位：年 

走行キロ毎交換 

単位：千 km 

交換 

時期 

交換 

方法 

ブレーキホース 

4 


② 


レンタカー 

(乗用車 • 軽貨物車） 

ブレーキ液 

2 [3] 


② 



マスターシリンダーのカップ及びブーツ等 

のゴム部品 

4 


② 


レンタカー 

(乗用車 • 軽貨物車） 

ホイールシリンダーのカップ及びブーツ等 

のゴム部品 

4 


② 


レンタカー 

(乗用車 • 軽貨物車） 

ディスクキャリパーのシール及びブーツ等 

のゴム部品 

4 


② 


レンタカー 

(乗用車 • 軽貨物車） 

トランスミッションオイル 

およびトランスファーオイル 


100 

② 



デファレンシャルオイル 

2 [3] 

30 

② 



オートマチックトランスミッションオイル 


100 

② 



エアークリーナーエレメント 


40「20」 

② 



エンジンオイル 

1 

10「5」 

② 


使用オイル SG 以上 

オイルクリーナー（オイルフィルター ） 


10「5」 

② 


使用オイル SG 以上 

冷却水 ( LLC ) 

2 [3] 


② 



タイミングベルト 


100 

② 


タイミングペルト付車のみ 

フューエルフィルター 


100 

② 


EFI 車 

点火プラグ（白金プラグ•イリジウムプラグ） 


100 

② 


CNG 車は除く 

CNG 車 

専用部品 

0リング（減圧弁のレギユレーター 
タンク取付部） 

2 




CNG 車レギュレーター 
タンクのオイル点検時 

CNG 容器 

15 

(CNG 容器 
検杳後） 




CNG 車 


注）1.交換時期は年または走行キロどちらか争い方にて交換する。 

2. [] 印は乗用車初回、「」印はシビアコンディション時での交換時期を示す。 

3. 備考欄に記載のない項 S は「自家用乘用•自家用貨物」「レンタカー」共に同じ交換時期であることを示す。 

4. ①は取扱説明書に、②はメンテナンスノー トに記載している項 S を示す。 
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C . エンジン 


I ■■■国 


1 エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) [c-l_ 

1-1 システム概要 . I C — 1: 

1-2 エンジンコントロールシステム点検- 1 C -5 
1-3 故障診断 . Hc ^ e " 

1- 4 単体点検 . 「 C -65 

2 エミッションコントロール ( EF — VE ).[ C -73 I 

2- 1 排出ガス浄化装置一覧表 .[ C 3 ^] 

2-2 排出ガス浄化システム図&位置図—— | C -74 

2—3 準備品 . C — 76 

2-4 空燃比制御装置 .[ C -76 

2-5 点、火時期制御装置 . fC^TG 


2-6 減速時制御装置 .1 C 一 76] 

2—7燃料蒸発ガス排出抑止装置 . rc ^ 
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エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


1 エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 

1-1 システム概要 
1-1-1 システム配線図 

(1) カーゴ、アトレー、トラック（ラジェーターファン1段制御) 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 

(2) トラック（ラジェーターファン2段制御） 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


1-1-2 エンジンコントロールコンピューター端子配列 



28 

27 

26 

25 124 

/ 

23 

XI 22121 

61 

/|60 5 

丨9 58157 

56 

55154153152151 

82 

/ 1/7 

く /！ 81 

X 

801791/1/1/ 


2〇|19 | l 8 | l 7 

161 X 1 15 

14 

13112 

11 

1〇| 9 

8 

5〇|/149|48|47|46 45144 

43 

42141 

40 

39138 

37 

/ル X ノ 

/|77レ6|75 

74 

73172 

X 

71170 

69 


nf 


7 

6 

X 

5 1 4 

3 

2 

1 

36 

35 

34 

33| 32 

31 

30 

29 

68 

67 

66 

65| 64 

X 

*63 

62 



上記の端子番号はサブハーネス、 EFI コンピューターチェックにあわせています 


S16E 7003 W48 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


1-1-3 構成部品位置図 




ンジン 
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エンジンコントローノレシステム (EF — VE ) 


1-2 エンジンコントロールシステム点検 
1-2-1 準備品 


\ 

形 状 

品番、极名 

用 途 

CD 

CO 

◎ 

09842 -97203-000 

サブハーネス， EFI コンピュータチェ 

ック 

エンジンコントロールシステム点検 


09268 — 41047-000 

(09268—41045 — 000 使用可） 

ツールセット，インジェクションメジ 
ャリング 

燃圧点検 

尊 

09842-30070-000 

ワイヤー, EFI インスぺクション 

インジェクター点検 

◎ 

09991 -87404-000 

ワイヤー，エンジンコントロールシス 
テムインスぺクション 

チェック端子短絡 

VF 端子短絡 

エンジン回転数測定 

/ 

09991 - 87402 — 000 

ワイヤー，タコパルスピックアップ 

エンジン回転数測定 

VF 端子測定 


09991 — 87403-000 

ワイヤー，ダイアグノーシスチェック 

T 端子短絡 

計器 


TB 707 

ゲージ, EFI フューエルプレッシャ 

(株)バンザイ 

燃圧点検 

サウンドスコープ、コンブレッシヨンゲージ、エレクトリカルテスタ 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


1-3 故障診断 

1-3-1 故障診断の進め方 

エンジンコントロールシステムには、不具合箇所を診断するダイアグノーシス機能を備えており、故障診 
断を行う場合の重要な手掛かりとなります。 

また、本システムのダイアグノーシスにはバッテリーバックアップ ( IG スイッチを 「 OFF 」 してもダイアグ 
ノー シス記憶用電源が供給される機能)が装備されています。 



1-3-2 問診 

不具合が発生した車両についてその原因を取り除こうとしても、実際にその不具合現象を確認せ ずには 原因 
を追求することはできず、いくら作業を行っても車両が正常状態に戻らないということになるかも知れません。 
問診は不具合現象を確認する前に行うお客様からの情報収集で、不具合現象の再現を図るうえで特に重要な手 
掛かりとなります。 

また、問診から得られた情報はトラブル シュー テイング の 参考となるため、ただ問診をする のでは なく、 その 
不具合に関連した事項を重点的に聞き出すということも必要になります。 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


1 -3-3 ダイアグノ ーシスコードの確認、記録、消去 

ダイアグノーシスの異常コードが表示されている場合、そのシステムの不具合が過去に発生したものなのか、 
現在も継続しているものなのかを確認し、再現された不具合との関係を確かめる必要があります。そのために 
は、現象確認の前後で2度、ダイアグノー シスコードを表示させなければなりません。 

(1) ダイアグノー シスコード確認 
①エンジンチェックランプによる表示 

ダイアグノー シスの確認は、 IG スイッチ 「 ON 」 の状態でチェックコネクター端子 T 〜 E 間を SST を使用して 
短絡し、コンビネーションメーター内のエンジンチェックランプを点滅させることで行います。 

[SST] 09991 -87404-000 


09991 -87403-000 

nra • 今回一部の車両で t 端子位置を変更しているので t 端子短絡時は注意すること。 

EF — VE エンジン搭載のカーゴ、アトレーバンは今回チェックコネクター B タイプに変更。 
トラックは2001年10月にチェックコネクター A タイプから B タイプに変更予定。 
その他の車両はチェックコネクター A タイプです。 

• 短絡位置を間違えると故障の原因となるので絶対に間違えないこと。 



T 端子 0FF 

エンジンチェック 
ランプ 


麵 


0.25 秒 


125秒 


正常時 


(1) A タイプ 


IG REV 



E VF 


T 端子 


ON 
OFF — 


エンジンチェック 
ランプ 



点灯 

消灯 


異常時（コード21の場合) 


S17E3020W20 


〔参考〕. SST (エンジンコントロールシステムインスペクション)を使用しない場合は、ダイアグノーシ 
スチェックコネクターをブラケットより取りはずして作業を行い、作業後はブラケットに確実に 
固定する。 

(2) ダイアグノーシス コー ド消去方法 
①ヒューズによる消去 

記憶されているコードは IG スイッチを 「 OFF 」 にし、 EFI ヒューズ (15 A ) を30秒間以上外すことで消去できま 
す 

〔参考〕. EFI ヒューズはエンジンルーム内（リレーボックス内)にあります。 

目安として、約30秒程度で消去できますが場合によってはそれ以上かかることがあります。 

また、バッテリー電源、ヒュージブルリンクなどのバックアップ回路の接続を切った場合も消去 
されますが消未に要する時間が長くなることがあります。 

[ Wm \ • バッテリー端子を外す場合は、あらかじめラジオのチャンネルを記録しておき、作業後、元どおり 
にセットしておく。 

念の為ソ\ックアップヒューズを取り外す場合は他のシステムのダイアグノーシスコードを出 
力し確認すること。 



















































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


②ダイアグノーシス診断内容 


コード No . 

ウオーニング表示 

診断項目 

診断内容 

点滅 

组 

正常 

正常 

13 

有 

エンジン回転センサー信 
号系統 

エンジン回転センサーからの信号に異常が発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

14 

有 

カム角センサー信号系統 

カム角センサーからの信号に異常が発牛したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

16 

有 

点火1次信号系統 

点火信号に異常が発牛したとき 

• 信号系統の断線など 

18 

有 

ノックセンサー信号系統 

ノックセンサーからの信号に異常が発牛したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

21 

有 

0 2 センサー信号系統 

0 2 センサーからの信号に異常が2回連続して発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

23 

有 

0 2 センサーヒーター信 
号系統 

0 2 センサーヒーター信号に異常が発生したとき 

•〇2センサーヒーター系統の断線、短絡など 

25 

有 

燃料系統（リーン異常） 

燃料系統の異常で空燃比が2回連続してリーン側にずれているとき 

•燃圧異常、インジェクター、0 2 センサー異常など 

26 

有 

燃料系統（リッチ異常） 

燃料系統の異常で空燃比が2回連続してリッチ側にずれているとき 

•燃圧異常、インジェクター、0 2 センサー異常など 

31 

有 

吸気管圧カセンサー信号 

系統 

吸気管圧カセンサーからの信号に異常が発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

41 

有 

スロットルセンサー信 

号系統 

スロットルセンサーからの信号に異常が発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

42 

有 

水温センサー信号系統 

水温センサーからの信号に異常が発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

43 

有 

吸気温センサー信号系統 

吸気温センサーからの信号に異常が発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

44 


エアコンエバポレータ 

一温度センサー信号系統 

エバポレーター温度センサーからの信号に異常が発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 

51 

脏 

スイッチ信号系統 

T 端子短絡状態で 

1. AC スイッチが 「 ON 」 の時 

2. A / T 車で〇[3[2]または0レンジにシフトしたとき 

3. アクセルペダルを踏んでいる時 

52 

有 

車速センサー信号系統 

車速センサーからの信号に異常が発生したとき 

•センサーの故障、信号系統の断線、短絡など 
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エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


54 

有 

スターター信号系統 

スターターからの信号に異常が発牛したとき 

•信号系統の断線、短絡など 

71 

有 

ISC バルブ系統 

ISC バルブ検出信号に異常が発生したとき 

•信号系統の断線、短絡など 

73 

有 

可変バルブタイミング制 
御系統① 

(進角、遅角フェイル） 

バルブタイミング制御に異常が2回連続して発牛したとき 

• OCV 異常、オイル通路の異物侵入 

74 

有 

オイルコント ロール バル 

ブ制御系統 

オイルコントロールバルブ制御用電圧に異常が発牛したとき 

75 

有 

可変バルブタイミング制 
御系統② 

(タイミングフェイル） 

バルブタイミング制御に異常が2回連続して発牛したとき 

• カムシャフトドライブおよびドリブンギヤのずれ 

76 

有 

ェバポパージ VSV 制御 

系統 

エバポパージ VS V 検出信号に異常が発牛したとき 

•信号系統の断線、短絡など 

81 

姐 

キーフリーシステム通 

信系統① 

キーフリーシステムコンピューターとの通信エラー時またはコ 
ード照合においてイ、•一致となったとき 

83 

脏 

キーフリーシステム通 

信系統② 

キーフリーシステムコンピューターとの通信における照合コー 
ドの照合が、エンジンコントロールコンピューター内部装罔の故 
障で、できなくなったとき 


1-3-4 現象確認 


トラブルシューティングを行う場合、作業者が実際にその現象を確認しなくては原因を追求することはでき 
ません。そのためには問診で得た情報をもとに、不具合の発生状況と類似した条件、環境を作り出して不具合現 
象を再現させる事が不可欠です。 

再現性の乏しい現象については、問診で得られた情報をもとに不具合発生時の走行条件(路面状態、気象条件、 
運転条件)に近づけた状態を作りだすことも必要です。そのためには、振動(ワイヤハーネスやリレーを手で動 
かす)、熱(温風を当てる)、水(湿度を与える)などの外的要因を加えて根気良く再現させることが最も重要です。 

更に、不具合の要因となる部位(部品)を推測し、テスター等を接続して現象確認をすれば部位(部品)の良否判 
定も同時に行えます。 

(1) ダイアグノ ーシスコード再点検 

不具合現象の確認後のダイアグノーシスコードを点検することにより、確認前に表示されていたコードの 
システムが現在は正常か否かを判断します。 

• ダイアグ ノー シス コード 他.21,22,25,26,73,75については、フュー ズ、バッテリー 外し 等でコー 
ドの消去を行なった場合は 、 IG ON 与エンジン運転今 IG OFF =>再度 IG ON =>エンジン運 
転にてダイアグ ノー シスコードの確認をすること。 必ず エンジン運転後一度 IGOFF にして 
から、再度エンジンを始動、運転をしないと異常コードを検出しません。 

1. 確認時に不具合が発生し、確認後も異常コードを表示している場合はコード別のトラブルシューティング 
を行います。 

2. 不具合が発生していたが確認後は正常コードが表示された場合、ダイアグノーシス系統以外の不具合が考 
えられるので、現象別のトラブルシューティングを行います。 

3. 不具合が発生せずに確認後は正常コードが表示された場合、過去にハーネス、コネクター部に接触不良等 
の異常が起きたが、現在は正常であると考えられので、現象確認前に表示されていたコードの系統につい 
てハーネス、コネクターを点検します。 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


(2) 基本点検 


基本点検を行うことで不具合箇所を絞り込むことができます。 


1. バッテリー電圧測定 

エンジン停止状態でのバッテリー電圧を測定する。 


I 基準1 12〜 14 V 

2. インジェクター作動点検 

サウンドスコープまたはロングドライバーを使用し、イ 
ンジヱクターの作動音を点検する。 

3. 燃圧点検(簡易） 

エンジンを始動し、フューエルホースを指でつまみ、燃圧 
(脈動)が感じられることを確認する。 



4. 火花点検 

• 火花の発生あり。周囲の可燃物に注意。 

(1) スパーク プラグを外し、イグ ニッシヨン コイルに取り 
付けてプラグをアースする。 

(2) クランキング時、スパークプラグに火花が飛んでいる 
かを点検する。 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


1-3-5 系統別トラブルシューティング 

(1) エンジン回転センサー系統点検(ダイア グノーシス コード No . 13出力) 
①エンジン回転センサー系統システム図 


ECU 



エンジン回転センサー接続 
車両 ハーネス 側 コネクター 
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___ S16E8016W33 

② ダイアグノーシスコード N0.13 出力条件 

クランキングを数秒間続けている間に回転信号が•度も入力されなかった時 

• 圧カセンサー系にも 異常が ある場合はコード No . 13 は出力されません。 

③ 点検ポイント 

1. エンジン回転センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. エンジン回転センサ- ECU 間のハーネスは正常か 

3. エンジン回転センサーの出力は正しいか 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


④点検方法 



S16E8017W35 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


(2) カム角センサー系統点検(ダイアグノーシスコード No . 14出力) 
①カム角センサー系統システム図 
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S16E 8018 W33 


② ダイアグノーシスコード No . 14出力条件 

始動後、1秒以上カム角センサーからの信号が入力されない時 

③ 点検ポイント 

1. カム角センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. カム角センサー〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. カム角センサーの出力は正しいか 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


④点検方法 


く ECU 人力信り点検〉 

1.SST (サブハーネス）を接続する 
2. クランキング時 SST ㉑〜㉛ 
(N1+〜N1-) 間の電圧を測定する 
基準値： 3 〜 6V (AC レンジ） 


NG 


0K 


<カム角センサー- ^ECU 間ハーネス点検〉 
センサー側コネクター① 

〜 ECU 側コネクター㉑ 
センサー側コネクター② 

〜 ECU 側コネクター© 


NG 


ECU 回転点検 


【参考】 

カム角センサー出力 
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オシロスコープを使川すると、カム ft センサーの u りは 
L: 図のようになる (_J、 组ぽは数によって犸なる) 


0K 


ハーネス、 
コネクター修理 


<カム角センサー坩体点検> 


NG 


0K 


カム角センサー交換 


各部コネクター接続 
状態点検 


S16E8019W35 
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El #30 #20 #10 



ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 


_ S16E7046W33 


② ダイアグノーシスコード N 0.16出力条件 

点火信号が連続してないとき 

③ 点検ポイント 

1. IG コイルの電源電圧は正常か 

2. IG コイル〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. コイルの火花は良好か 


EFI (15 A ) 


(3) 点火系統点検(ダイアグノーシスコード No .1 6出力） 
①点火系統システム 


ECU 



ィ ンジェクタ ー 接続 
車両ハーネス側コネクター 


メインリレー接続 
リレーボックス側 
コネクター 


エンジンコント ロール システム ( EF - VE ) 


バッテリ— 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


④点検方法 




S16E8047W48 
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ノックセンサー接続 
車両 ハー ネス側 コネクター 
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② ダイアグノーシスコード No . 18出力条件 

次の条件が成立時にノックセンサーからの信号が、エンジン回転数に応じて設定した電圧値を‘定時間以 
上連続して超えたとき 

1. エンジン回転数が2000 rpm 以上で吸気管圧力が•定以上 

③ 点検ポイント 

1. ノックセンサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. ノックセンサ- ECU 間のハーネスは正常か 

3. ノックセンサーの出力は正しいか 


エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


(4) ノックセンサー系統点検(ダイアグノーシスコード No . 18出力) 
①ノックセンサー系統システム図 


ノック センサ— 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


④点検方法 




T04E7171W35 
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0X1 

ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 

___ S16E8022W33 

② ダイアグノーシスコード N0.21 出力条件 

エンジン暖機後、回転数3,000 rpm 以上かつ設定値以上のパワー増量補正が続いた状態で、〇2センサーから 
の信号が一度もリッチとならない時 

③ ダイアグノーシスコード N0.23 出力条件 

〇 2 センサーヒーター系統に断線、短絡がある時 

④ 点検ポイント 

• このコードが他のコードと同時に出力された場合は、他のコードから先に点検する。 

1. 0 2 センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. 0 2 センサー〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. 〇 2 センサーの出力は正しいか ( A / F がリーン(排気ガス中の〇 2 濃度が高い）となり続ける原因が無い場合、 
0 2 センサー不良と判断する） 

4. 0 2 センサーヒーター系統に断線、短絡はないか 


エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


(5) 0 2 センサー系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.21出力) 
①〇 2 センサー系統システム図 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 

⑤点検方法(信号系統） 



/ 





i 




\ 

1 





i 











、E 


VF 


1.エンジンを暖機する 
2 .SST (インスペクションワイヤ）を 
セットし、 T 端了•を短絡する,， 

3. [• •廉数を3,000 rpm で4分間保持し、 

〇 2 センサーを暖機する。 

4. 1,200 rpm 以 I :に保持した状態で 
VF 〜アース間の電圧を測定する,, 
基準値: 0 = 5 V 
(10 秒間に8回程度変化する) 


NG 


OK 


1. 〇 2 センサーを暖機する。 

2. 〇 2 センサーのコネクターを外し 
レージンク時の出カ電)1;:を測足する,， 
センサー側コネクター③〜④間 

丛準値：レーシング時約 0.6 V 以 J : 
バルブ急閉時約 0.4 V 以ド 


OK 


〇 2 センサー系統常 


NG 



〇 2 センサー接続側コネクター③ 
〜 ECU 接続刪コネクター ㉕ |出 
センサー接続側コネクター④ 
〜 ECU 接続側コネクター⑰間 
ハーネス点検、修翊 



〇 2 センサー交換 



S16E8023W48 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 

⑥点検方法（ヒーター系統） 


〇2センサーヒーター M 路抵抗点検 

① 02センサーのコネクターを取り外す 

② 02センサー端/② (+ B 1.+ B 2) 

〜① (0 XH 1) 間の抵抗を測定する 
基準: 14.6 〜 18.3 Q (20°〇 


NG 


〇2センサー交換 


0 K 


〇2センサ ー- ^ ECU |! H ハーネス点検 

〇2センサー側コネクター ② (+ B 1.+ B 2) 〜 ECU 側コネクター ⑦ (+ B 1) 
02センサー側コネクター ② (+ B 1.+ B 2) 〜 ECU 側コネクター ㉟ （+ B 2) 
〇2センサー側コネクター① （0 XH 1) 〜 ECU 側コネクター⑳ （0 XH 1) 


NG 


0 K 


ハーネス、コネクター修理 


ECU 電源系点検 


S16E8110W35 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


⑹燃料系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.25, N 0.26出力) 
①燃料系統システム 
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② ダイアグノーシスコード No . 25出力条件 

空燃比フィードバック時に補正係数が片方に(空燃比リーン状態で)、はりついてしまっているとき 

③ ダイアグノーシスコード N 0.26出力条件 

空燃比フィードバック時に補正係数が片方に(空燃比リッチ状態で)、はりついてしまっているとき 

④ 点検ポイント 


1. 燃圧は正常か 

2. インジェクターは正常か 

3. 0 2 センサーは正常か 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


⑤点検方法 



J04E 7118 W48 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


(7) 圧カセンサー系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.31出力) 
①圧カセンサー系統システム図 
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② ダイアグノーシスコード No . 31 出力条件 

圧カセンサーからの信号が一定時間以上連続して 4.9 V 以上または 0.7 V 以下 

③ 点検ポイント 

1. 圧カセンサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. 圧カセンサー〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. 圧カセンサー電源電圧は正常か 

4. 圧カセンサーの出力は正しいか 



C — 24 



























































































































エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


④点検方法 



S16E8027W44 


C-25 


































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


⑻スロットルセンサー系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.41出力） 
①スロットルセンサー系統システム図 
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② ダイアグノーシスコード N 0.41出力条件 

始動後、スロットルセンサーからの信号が•定時間以上連続して 4.8 V 以上または 0.2 V 以下 

③ 点検ポイント 

1. スロットルセンサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. スロットルセンサ- ECU 間のハーネスは正常か 

3. スロットルセンサー電源電圧は正常か 

4. スロットルセンサーの出力は正しいか 


C-26 




















































































































エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


④点検方法 
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エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 




⑼水温センサー系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.42出力) 
①水温センサー系統システム図 
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② ダイアグノーシスコード N 0.42出力条件 

始動後、水温センサーからの信号が-定時間以上連続して 4.85 V 以上または 0.15 V 以下 

③ 点検ポイント 

1. 水温センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. 水温センサー- - ECU 間のハーネスは正常か 

3. 水温センサーの出力は正しいか 



C-28 


































































































エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


④点検方法 



S16E8031W44 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 




( 10 ) 吸気温センサー系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.43出力) 
①吸気温センサー系統システム図 
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② ダイアグノーシス コー ■ ド No. 43 出力条件 

始動後、吸気温センサーからの信号が•定時間以上連続して 4.85 V 以上または0.15 V 以下 

③ 点検ポイント 

1. 吸気温センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. 吸気温センサー〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. 吸気温センサーの出力は正しいか 


C-30 










































































































エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


④点検方法 



J 04 E 7033 W 44 


C — 31 



























エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


(id エアコンエバポレータ温度センサー系統点検(ダイアグノーシスコード 
N 0.44出力） 

①エアコンエバポレータ温度センサー系統システム図 


ECU 



E1 


E21 


] 

n 

1 

2 

3 

4 1 5 

X 

6 

7 

29 

30 

31 

32133 

34 

35 

36 

62 

63 

X 

64 165 

66 

67 

68 


n 

1 - 1 r 

8 

9 |l0 

11 

12113 

37138139 

40 

41142 

69170171 

x 

]2 73 


43 


74 


15 16 


44145 


46 


47 


18 


48 


19 


20 


49 /[50 


75176177 [86 X 78 f 7 ]/ 


q 

\ 

n 

21|22 X 

23 

/|24 25 

26 27 

28 

51152153154155 

56157158 

59 

6 〇 |/ 

61 

82 

/l/l/|79|80 

A レ 


、/ K 


ACEV 

ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 
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② ダイアグノーシスコード N 0.44出力条件 

始動後、エアコンスイッチ 「 ON 」 の状態でエアコンエバポレータ温度センサーからの信号が.定時間以上 
連続して 4.85 V 以上または 0.1 V 以下 

③ 点検ポイント 

1. エアコンエバポレータ温度センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. エアコンエバポレータ温度センサー〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. エアコンエバポレータ温度センサーの出力は正しいか 


C-32 





















































































































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


④点検方法 



S 16 E 8035 W 44 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


(12) スイッチ信号系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.51出力） 
①スイッチ信号系統システム図 
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S16E8036W33 


② ダイアグノーシスコード No . 51出力条件 

T 端子 「 ON 」 時にアイドルスイッチ 「 OFF 」 またはエアコンスイッチ 「 ON 」 または A / T のシフトレバーが園 
[3[2]か IH レンジとなったとき 

• コード N 0.51は、 T 端子 「0 N 」 時のみ診断し、記憶しません。 

T 端子 「0 N 」 の状態で、アイドルスイッチの 「 OFF 」 によリコード No . 51の出力によってスロットル 
センサー系統の良否を判定できます。 

T 端子 「0 N 」 の状態で、エアコンスイッチの 「0 N 」 によリコード No . 51の出力によってエアコン 
スイッチ系統の良否を判定できます。 

T 端子 「0 NJ の状態で A / T のシフトレバーを [0 [3 12または 1 H レンジにシフトすることによリコ 
ード No . 51の出力によってシフトポジションスイッチ系統の良否を判定出来ます。 

③ 点検ポイント 

1. エアコンスイッチ、シフトポジションスイッチからの信号が ECU に入力されているか 

2. エアコンスイッチ、シフトポジションスイッチ〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. エアコンスイッチ、シフトポジションスイッチはそれぞれ正常か 


C -34 




































































































































































エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


④点検方法 


<ECU 人力信号 系> 


1 .SST (サブハーネス）をセットする。 

2. IG スイッチ 「 ON 」 時、 SST ⑯〜⑰ （ VC 〜 E 2) 、⑭〜⑰ ( VTH 〜 E 2) 間、 

㉚ 〜 ㉓ （ ACSW 〜 E 1) 間、⑪〜 ㉓ （ A / T 〜 E 1) 間の祖ばを測定する,， 

卿 M : • VC 〜 E 2 

4.5 〜 5.5 V 

• VTH 〜 E 2 

スロットルレバーを金閉から全開にしたとき〇〜 4.8 V 


の間を比較的に増加すること 

• ACSW 〜 E 1 

バッテリー 1压 （エアコンスイッチ 「 ONJ 時） 


〇〜 0.5 V ( bid 以外） 

• A/T 〜 E 1 

〇〜 0.5 V ( P . N レンジ） 


約 10 V ( 1:記 以外） 


( VC . VTH 〜 E 2 : NG ) 


( A / T 〜 E 1 : NG ) 


( ACSW 〜 E 1 : NG ) 


0 K 


<エアコンスイッチ〜 ECU 問ハーネス点検> 
スイッチ側コネクター④ ( ACSW ) 〜 ECU 側コネクター 


ECUI " I 路点検 


NG 


0 K 


ハーネス、コネクター修卯 


<エアコンスイッチ取休点検> 


NG 


エアコンスイッチ交換 


0 K 

各コネクター接続 
状態 A 検 


くシフトポジションスイッチ〜 ECUI 出ハーネス点検> 

スイッチ側コネクター A / T 琪④ （ P レンジ）〜 ECU 側コネクター⑪ 
スイッチ側コネクターん TM 1 ⑤ （ N レンジ）〜 ECU 側コネクター⑪ 


<スロットルセンサー〜 ECU 間ハーネス点検〉 

センサー側コネクター② ( E 2) 〜 ECU 側コネクター⑰ ( E 2) 
センサー側コネクター① ( VC ) 〜 ECU 側コネクター⑯ ( VC ) 
センサー側コネクター③ ( VTH ) 〜 ECU 側コネクター⑭ ( VTH ) 


NG 


NG 


0 K 


0 K 


ハーネス、コネクター修理 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 



(13) 車速センサー系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.52出力) 
①車速センサー系統システム図 
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② ダイアグノーシスコード N 0.52出力条件 

減速時フューエルカット中に、エンジン回転数が設定値以下で車速が0 km / h となった状態が•定時間続い 
たとき 

③ 点検ポイント 

1. 車速センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. 車速センサー〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. 車速センサーの出力は正しいか 


C -36 




















































































































エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


④点検方法 



S16E8039W44 
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② ダイアグノーシスコード N 0.54出力条件 

車速 Okm/h の状態でエンジン回転が設定値以上になるまでスターター 「 ON 」 信号がないとき 

③ 点検ポイント 

1. スターター〜 ECU 間の ハーネスは 正常 か 


エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


(14) スターター信号系統(ダイアグノーシスコード N 0.54出力) 
①スターター信号系統システム図 


シフトポジシヨンスイツチ 
( A / T 車のみ) 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 

④点検方法 



N11E7129W48 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


(15) ISC 系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.71出力) 
① ISC 系統システム図(アイドル制御系統） 


ECU 



ISCV 接続 メインリレー接続 IG スイッチ接続 
車両 ハーネス 側 リレーボックス側 車両 ハーネス 側 
コネ々夕— コネクター コネクター 


E 1 



ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 

I__ _ S 16 E 8060 W 33 

② ダイアグノーシスコード N 0.71出力条件 

始動後、 ISC バルブ検出信号で•度も ON ， OFF していないとき 

③ 点検ポイント 

1 .ISC バルブ〜 ECU 間の ハーネスは 正常 か (ダイア グノーシスコード N 0.71出力時） 

2. ISC バルブ電源電圧は正常か 

3. ISC バルブ制御信号が ECU より正しく出力されているか 

4. 各 センサー および スイ ツチ〜 ECU 間の ハーネスは 正常 か 

5. ISC バルブが正しく作動しているか 


C -40 

































































































































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


④点検方法(アイドル制御系統) 


冷間時、エンジン回転数が高く、暖機が進むにつれて 
エンジン回転数が下がり、アイドル阿1ム数を維持するか 
基準： 900 rpm 



NG 


OK 







< ECU 出力信号点検〉 

1 .SST (サブハーネス）を接続する 

2. SST ®) ( ISC ) 〜 ㉓ （ Ei ) の 

電压を測定する 

基準:ある電圧値で一定 

(電1王値は特定できない） 

( ISC 系統は卍常 

NG 





く ECU 〜 ISCV 間 ハーネス 点検〉 

ECU 側コネクター ㉞ ( ISC ) 〜啦 I 山 i 側コネクター① 
< 車肉側 ハーネス 点検> 

車闷側 コネクター ③〜ボデ ーアース 問 
<ISCV 電源点検〉 

1. ISCV コネクターを外す 
2. IG 「 ON 」 時ワイヤハーネス側コネクター②〜 
ボデーアース 間の電圧を測定す る 
基準：バッテリー電压 


OK NG 
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IG スイッチ接続 
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※ラジェーターファン系統については1段制御の場合を不す 
2段制御 (80-1 

ノアノリ レ—ラジェー ター 



OE1 




ISC 


罪 

+B 

ISCV 接続 
車両ハーネ 
コネクター 


ラジエーター 


ECU 


FAN 1 < 



ISCO 



rE 


シフトポジション. 


pstO 




P / S オイルプレッシャ- 
stpq ストップランフ 



メインリレー接続 
ス側リレーボックス側 
コネクター 


ACSW 

/门 




AC スイッチ接続 
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X 

72173 


20 W 、100-120 W ) については 
ファン系統を参照 
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ファン (30 A ) 

メインリレー 

P EFI (15 A ) 
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3I~4I 5l6| 



ACSW H/L BLW PST 

ECU 接続車両ハーネス側コネクタ_ 


ISC 


S 16 E 7052 W 40 


⑥点検ポイント 

1. ISC バルブ〜 ECU 間の ハーネスは 正常か 

2. ISC バルブ電源電圧は正常か 

3. ISC バルブ制御信号が ECU より正しく出力されているか 

4. 各 センサー および スイツチ〜 ECU 間の ハーネスは 正常 か 

5. ISC バルブが正しく作動しているか 


エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 

⑤ isc 系統システム図(アイドルアップ制御系統） 


tOA) 

ーテ a 


it. 


T 夕一照明 


クリアランスランプ 


IG; 
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エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 

⑦点検方法(アイドルアップ制御系統） 


1. エンジンを暖機する 

2. 各スイッチをそれぞれ 「ON」 にした時もしくはなった時に、アイドル四転数が以ドのようになること 
(デフ ォッ ガー、テールランプ、ヒータースイ ッチ、 ラジエーターフアン、 

パワステオイルプレッシヤスイッチ） 

基準値： 900rpm 著しい低ドがないこと 

※ M/T はニュートラル A/T は P レンジ 

3. エアコンスイッチ （A/C) を 「ON」 した時、アイドルアップ kJl 転数であること 

基準値： 

M/T ニュートラル 1200、1500 rpm 

A/T P レンジ 1200〜1500 rpm 


NG 





< ECU 出力信哇点倹> 

1.サブハーネスを接続する 

2.1G スイツチを 「ONJ する 

3. SST@ (H/L) 〜㉓ （EI) 問の道ぼを測定する 


基準•値：テールランプ SW 

「ON」 

バッテリー•証 


TOFFj 

〇〜 0.5V 

4.SST ⑩ (STP) 〜㉓ （E1) 間の電圧を測定する 


基準値：ストップランプ SW 

「ONj 

バッテリー電 Lti 


「OFF」 

〇〜 0.5V 

5.SST ⑩ (DEF) 〜㉓ （E1) 間の電〗1•:を測定する 


基準値：デフォッガー SW 

「ON」 

バッテリー電 It 


「OFF」 

〇〜 0.5V 

6.SST ㉚ (BLW) 〜㉓ （E1) 間の報;圧を測定する 


基準侦： ヒーター SW 

「ON」 

〇〜0.5 V 


fOFFj 

バッテリー電 Hi 

7.SST ⑪ (A/T) 〜㉓ （E1) 問の電圧を_定する 


基维値： PN レンジ 

「0NJ 

0〜約 0.5V 


「OFF」 

約 10V 

8.エンジンを始動する 

9.SST ㉚ （ACSW) 〜㉓ （E1) 間の電圧を測定する 


基氓値： AC スイッチ 

「OFF」 

〇〜 0.5 V 

AC スイッチ 

fONj 

バッテリー電 Hi 

10.SST® (PST) 〜㉓ （E1) 間の電 n: •を測定する 


基準値：オイルプレッシャスイッチ 「ON」 


(すえ切り時） 


0-0.5V 

オイルプレッシャスイッチ 「OFF」 


(ニュートラル時） 


バッテリー電压 


OK 


ISC 系統は正常 



NG OK 
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ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 




進角作動時 


遅角作動時 
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② ダイアグノーシスコード N 0.73出力条件 

可変バルブタイミングの進角フェイル、遅角フェイルが検出されたとき 

③ ダイアグノーシスコード No _75 出力条件 

可変バルブタイミングのバルブタイミングフェイルが検出されたとき 


エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


(16) 可変バルブタイミング制御系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.73, N 0.75 
出力） 

①可変バルブタイミング制御系統システム図 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 

④点検ポイント 

1. 可変バルブタイミングコントローラーは正常に作動しているか。 

2. カムシャフトドライブギヤとカムシャフトドリブンギヤのタイミングにずれはないか。 
(合わせマークは合致しているか。） 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


⑤点検方法 



@D> 火花発生ぁり、周囲に" f 燃物のないこと。 
{ jm ) エンジン運転中の作業であることから 
安全に注意しておこなうこと,， 

1 . OCV のコネクターをはずす,， 

2. エンジンを始動してアイドルムをおこなう,， 

3. OCV コネクターに バッ テリー電 Hi をかける„ Q 
※極性は占図参照 

dil) 椒性をまちがえないこと。 

作菜時の短絡に注意する,， 

(念の為㊉側にヒューズを介しておく） 
通電時間は1分以内のこと,, 

4. エンジンのアイドル状態を確認する,， 


基準：ラフアイドルあるいはエンジンストールが発1:.すること„ 





S16E8041W48 


C -46 































































ocv- 


オイル コントロール バルブ 
接続車両 ハーネス 側コネクター 
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② ダイアグノーシスコード N 0.74出力条件 

バッテリー電圧が 12 V 以上ある状態で次の条件のどちらかが•定時間以上連続したとき 

1. 出カデューティー比が99%以上のときにオイルコントロールバルブの電圧が判定基準値以下 

2. 出カデューティー比が0%のときにオイルコントロールバルブの電圧が判定基準値以上 

③ 点検ポイント 

1. オイル コン ト ロール バルブ制御信号が ECU より正しく出力されているか 

2. オイル コントロールバルブ〜 ECU 間の ハーネスは 正常 か 


エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


(17) オイルコント ロール バルブ制御系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.74出 

力） 

①オイル コン ト ロール バルブ制御系統システム図 


オイル コントロ I ル 
バルブ 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


④点検方法 


く SST ⑰〜⑯ （ OCV ㊉ 〜 OCVQ ) 問の;(検〉 
1 .SST (サブハーネス）をセツトする。 


2. IG スイッチ 「ON」 時、 SST© 〜⑯ （OCV© 〜 OCV©) 
の電压を測定する。 

基準値: 〇〜 0.5 V 

3. エンジンを始動し、暖機する。 
4.211〇12000「11^での定速止行を行いその時の55丁(§)〜@ 

(ocv©-ocv©) 問の vnn: を測足する,， 

卿値:約 5.5 V 



5. 2 nd 2000 rmp での定速 a !2 行から 

① 全開/ JII 速 UOOOrmp まで） 

② スロットル企閉（減速） 

を、それぞれ行ったときの 

SST ⑳〜 ㉛ （ OCV ㊉ 〜 OCVG )) I ⑴の道 II •:を測足する。 

卿:値: 

①全開加速時 ②スロットル令 m 時 

(瞬問）……バッテリー遒)£ 約 5.5 V 

it 

約 5.5 V m \\\) ……約 0 V 

時間 mw \ (Min) 

• X 趟条件により1:記電[1:変化よりも小さくなります。①あるいは 
②の確認のどちらかで定速； li 行の;切 I •:から変化（瞬時）があれば OK 。 



OK 


NG 



く OCV 〜 ECU 間ハーネス点検〉 

1. エンジン停止 

2. OCVfK _ ハーネス側①〜 ECU 側コネクター ㉙ ( OCV +) 
OCV 叫 lij ハーネス側②〜 ECU 側コネクター ㉛ ( OCV -) 


OK 


NG 



ECUM 路点検 
ンジン Mfc センサー系統 
カム内センサー系統 
n •:カセンサー系統 
スロツ トルセンサー系統 
水温センサー系統 



く OCV 単体点検〉 


( ハーネス、コネクター修理1 


OK 


OCV 制御系は異常なし 


NG 


OCV 交換 
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ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 


エバポパー ジ用 
VSV 


メインリレー 




エバポパージ用 VSV 接続 
車両 ハーネス 側コネクター 
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② ダイアグノーシスコード No . 76出力条件 

始動後、エバポパージ VSV 検出信号で•度も 「 ON 」，「 OFF 」 していないとき 

③ 点検ポイント 

1. エバポパージ VSV 〜 ECU 間のハーネスは正常か(ダイアグノーシスコード N 0.76出力時) 

2. エバポパージ VSV 制御信号が ECU より正しく出力されているか 

3. エバポパージ VSV が正しく作動しているか 


エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


(18) エバポパージ VSV 系統点検(ダイアグノーシスコード N 0.76出力) 
①エバポパージ VSV 系統システム図 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


④点検方法 




く ECU 出力信号点検〉 

1 .SST (サブハーネス）を接続する，， 

2. アイドル(冷間)時の SST ㉙ 〜 ㉜ （ PRG 〜 E 01) 

間の電圧を測定する《 

技準値：バッテリー電厂卜: 

3. 暖機後(ラジエーターフアンが‘回以ヒ回鞍した後) 

アクセルを踏んだ状態（アイドル〇 FF ) での SST ㉙ 〜 ㉜ （ PRG 〜 E 01) 
間の電圧を2分間以 I :測定する,, 

M 準値： 〇〜 IV になること 

B3 (1 ) 空燃比フィードバック中でないと vsv は作動しません,， 

VF モニターでフィードバック中であることを確認してドさい u 
( 2 ) VSV が作動中でも^!動的に ECU 側で約80秒間 VSV を OFF します 
(くり返し） 。 この為2分間以 i •.電ぽを測定して〇〜 IV になる 
ことを確認して下さい,， 


NG 


OK 


ECU 回路点検 


CVSV 電源点検> 

1. VSV 側コネクターを外す,， 

2. IG 「 ON 」 時、ハーネス側コネクター② 
〜ボデーアース問の嫩圧を测边する,， 

描準値：バッテリー助[卜: 


OK 


< ECU 〜 VSV 問ハーネス点検> 
ECU 側コネクター⑲ ( PRG ) 

〜 VSV 側コネクター① 


NG 


バッテリー〜 VSV 間のハーネスリレーの 
点検、修理 


OK 


NG 


く VSV 単体点検〉 


<ハーネス、コネクター修理 



NG OK 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


(19) キーフリ ー ECU 通信系統(ダイアグノーシスコード No .81,83 出力）（キーフリ 
ーシステム付車のみ） 

①キーフリー ECU 通信系統システム図 
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エンジンコトロール ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 
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キーフリーシステム ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 


L16E7068W33 


② ダイアグノーシスコード No . 81出力条件 

キーフリーコンピューターとの通信エラーまたはコード照合にて不•致となつたとき 

③ 点検ポイント 

1. エンジンコントロールコンピューター〜キーフリーコンピューター間のハーネスは 正常か 


2. コネクター部の接触不良はないか 

3. キーフリーコンピューターは正しいものが装着されているか 
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エンジンコントロールシステム (EF — VE ) 


④点検方法 


く EFI コンピュータ'—^キーフリーシステムコンピューターハーネス点検〉 

1 .EFI コンピューターおよびキーフリーシステムコンピューターのコネクターをはずして 
端子間の導通を確認する,， 

基準：導通があること。 

_コネクター部の接触不良、コネクター接続イヾ良にも注意する。 



0 K 

NG 





次の妈常等が考えられます。 

① EFI コンピューターの異常 

② キーフリーシステムコンピューターの與常 

③ EFI コンピューター、キーフリーシステムコンピューターが 

コード登録時から妈なっている,， 

(照合コード不一致） 

④ キーフリーシステム使用状況が不適、 1 1 

• ノイズによる作動不良 

•エリア外でのカード操作 

〔ハ-ネス修理 






EFI コンピューター、キーフリーシステムコンピューター ' 
点検、交換 

<参考 > キーフリーシステム故障診断マニュアル 

キーフリーシステムダイアグコード No .41 点検/;•沈参! K ! 
\ fm \ コンピューターの交換はコード登鉍畤 
のものにする以外は必ず新品の 

^ コンピューターに交換すること。 ノ 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 

⑤ ダイアグノーシスコード N 0.83出力条件 

キーフリーコンピューターとの通信における照合コードに関して、エンジンコントロールコンピュータ 
一内部装置の故障により照合ができなくなったとき 

⑥ 処置方法(ダイアグノー シスコード N 0.83が出力されたとき） 

エンジンコントロールコンピューターを新品のものに交換する。 

(20) ECU 電源系統点検 
① ECU 電源系統 システム 図 


ECU 



コネクター 


BAT 


+ B 1 + B 2 


E 1 


|\| 1 ^~~ 1 

In 

1 

2 

3 

4 | 5IX 

6 

7 / 

29 

30 

31 


|33[34 

35 

36 

62 

63 

X 

64 

165166 

67 

68 


d ^ lr 

8 | 9 |10 

11 

12113 

37138139 

40 

41 |42 

69170171 

X 

72173 


n 1 1 n 

14 

15 IX 16 

17 

1819 20 

43 

74 

441451461471481491/| 50 

75176177|8( 


: 78|/|/" 


n 

1 /== ] 

n 

21 

22 XI 23 / 

24 25 

26 27 

28 

51152153154155156 

57158 

59 

'6 〇 1/ 

61 

/1/|/|79|80X 

811/ 


:4/ 

82 


ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 


S16E8048W33 


②点検ポイント 

IG スイッチ 「 ON 」 時、またはダイアグノーシス表示時などにエンジンチェックランプが点灯しない場合、 
ECU に電源が供給されていないことも考えられます。 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


③点検方法 




S16E8049W48 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


(21) フューエルポンプ系統点検 
①フューエルポンプ系統システム図 
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ECU 接続車両 ハーネス 側 コネクター 


S16E7044W33 


②点検ポイント 

1. フューエルポンプリレー電源電圧が正常か 

2. フューエルポンプリレーが正しく作動しているか 

3. フューエルポンプ電源電圧は正常か 

4. フューエルポンプが正しく作動しているか 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


③点検方法 



T04E7051W48 
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エンジンコントローノレシステム ( EF — VE ) 


(22) インジェクター系統点検 
①インジェクター系統システム図 
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ECU 接続車両 ハー ネス側 コネクター 


S16E7046W33 


②点検ポイント 

1. インジェクター制御信号が ECU より正しく出力されているか 

2. インジェクター電源電圧は正常か 

3. インジ ェ クター〜 ECU 間の ハーネスは 正常か 

4. インジェクターの噴射は良好か 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


③点検方法 



OK NG 




T04E7203W48 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


(23) ラジェーターファン系統点検 
①ラジエーター ファン系統システム図 


(1 段制御） 


it 


ラジエーター 
フアンリレー 

11 11 

ECU IG 
(10A) 

IG スイッチ 

(IG2) 

41 \2 _ 

- 

ラジエーター 

- 

RAD 

(30A) 



水 a センサー 



(2 段制御80〜 120W) 


ラジエーター 
フアンリレー N0.1 



ECU IG 
(10A) 


水 a センサー 


IG スイッチ 

(IG2) 

—<r-^o— 


RAD 

(30A) 


3 



(2 段制御100〜 120W) 


ラジェー ター 
フアンリ レー N0.1 





水暹センサー 


ECU IG 
(10A) 


IG スイツチ 

(IG2) 

― < 3 ^ 0 — 


RAD 

(30A) 




FAN1 


E2 


El 


ラジエーターフアンリレー 
N0.1,N0.2,N0.3接統コネクター 


ラジエーターフアンモーター接統 
車両ハーネス側コネクター 


n 

2 

3 1 ) 

4 

5 

6 


E2 THV 


IG スイツチ接統 
車両ハーネス側コネクター 


水温センサー接絞 
車両ハーネス側コネクター 


门 1 亡 1 

n 

1 

2 

3 

4 1 5 

X 

6 

7 

29 

30 

31 

32133 

34 

35 

36 

62 


X 

64165 

66 

67 

68 


n 


n 1 i-V-J 1 r 

8 

9 |101 

1 12|l'3 

14 

15IXh 6117118 |19 一 

37 

38139 4 

0 41142 

43 

441451461471481491 /| 50 

69 

70171 ) 

<imn 

74 

75 17^|77 1/153 781/1/ 


『21 122 M 2317124 f^l 261271 


281 


FA ィ 2 tHW 

ECU 接綾車両ハーネス側コネクター 


田函印田田田33田 


17171 /I ^D<W7TXl/l71 821 


車两仕 » 

モーター 

モーター 

2段 IHHtl 

トラック 

EFVE 

M/T 

エアコンなし 

〇 


エアコン付 


0100 -120W 

Ml 



O80-120W 

カーゴ 
ァトレー 

EFVE 

m 


〇 


A/T 


〇 


EFDET 

M/T 


〇 


A/T 



Q80-120W 


S16E7048W33 


②点検ポイント 

1. 水温センサーからの信号が ECU に入力されているか 

2. 水温センサー〜 ECU 間のハーネスは正常か 

3. 水温センサーの出力は正常か 

4. ラジエーターファンリレー〜 ECU 間の ハーネスは 正常 か 

5. ラジェーターファンモーターは正常か 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


③点検方法 


<ラジ エーターファ ン作動点検> 

1. エンジンを暖機した時、冷問時はファンが作動せず、 
暖機後ファンが作動するか,， 

2. エアコンを 「 ON 」 した時、フアンが作動するか。 


0 K 


常時かりっぱなし 


システムは正常 


暖機後 M らず 


觀 ン 時 


<ダイアグノーシス点検〉 

1 .SST (インスペクションハーネス） を 
セットし、 T 端了-を短絡する。 

2. IG スイッチ 「 ON 」 時、正常コードが 
出力されるか,, 


0 K 


コード4 2山力 


<エアコン制御系統点検> 


0 K 


NG 


修卯、交換 


<水温センサー系統点検> 


くラジエーターフアンリレー No . 1 〜 ECU 問ハーネス 如 絡 点検〉 
リ レー 側コネクタ ー③〜 ECU 側コネクター⑬ 


0 K 


くラジエーターフアンリレー No . 1 取体点検〉 


0 K 


修理、交換 


ECU 回路点検 


リレー交換 


く ECU 出力信4点検〉 

• SST (サブハーネス）をセットする,， 
.エンジン始動後、エアコンを 「 ON 」 した時の 
SST ⑬〜 ㉓ （ FAN 1 〜 E 1) 間の雉/!•:を 
測定する。 

mnu - マグネットクラッチ 「 on 」 時 
IV 以ド 

• マグネットクラッチ 「 OFF 」 時 
バッテリー'仙卜： 


0 K 


NG 


<リレースイッチ側铅源雉 H •:点検> 

1 G スイッチ 「 ON 」 時の No . l , No .2, No .3 
リレー側コネクター②〜ボデーアース間の 
組圧を測定する,, 

Ji 準値バッテリー電圧 


0 K 
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くラジェーターファンリレー〜 ECU 問ハーネス点検〉 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 

1-3-6 不具合現象別トラブルシューティング 
⑴概要 

ここではダイアグノーシスの異常コード表示がなく、車両に不具合が発生している場合の点検方法について 
記載しています。 

不具合現象別トラブルシューティングは、まず問診内容、基本点検、 ECU 回路点検結果を整理し、不具合 
現象別推定原因一覧表と照らし合わせて推定原因の絞り込みおよび点検の優先順位を決定して進めます。その 
上で-覧表の指示に従って系統別、部品別に順次トラブルシューティングします。 

• 各構成部品の点検を行う際にはその部品とつながっているハーネス、コネクターの点検も必ず行 
5こと。 

〔参考〕 • 不具合現象が再現しているにもかかわらず、ダイアグノーシスで異常が検出されない理由として、 
ダイアグノーシスのコード出力条件範囲以外で不具合が発生している場合と、ダイアグノーシス 
系統以外で不具合が発生している場合とが考えられます。 


(2) 不具合現象別推定原因一覧表 
①始動性不良 


不具合現象 

推定原因 

点検方法記載項’ 



系統 

構成部品 

故障モード’ 


初爆がない 


電源系統 

ECU 電源回路 

断線、短絡 

C . l -3-5-(21) 




IG スイッチ 

ON せず 

— 




メインリレー 


C .1-4-19 



燃料系統 

フューエルポンプリレ- 

ON せず 

C .1-4- 19 




フューエルライン、フュー、エルフイル 

ター 

詰まり 

— 




インジェクター 

噴射せず、常時噴射 

C .1 — 4 — 15 




フューエルポンプ 

作動せず 

C . l -3-5-(22) 



点火系統 

IG コイル 

火花飛ばず 

C . l -3-5 — (3) 




スパークプラグ 


C . l — 4 一 14 




点火時期 

ずれ 

— 



制御系統 

エンジン回転センサー 

NE 信号出力せず 

C.l 一 3-5-（1) 

初爆はあるが 

燃料系統 

フューエルボンプリレー 

ON せず 

C .1-4- 19 

完爆はしない 


フューエルライン、フューエルフイル 

詰まり 

一 




夕一 






インジェクター 

漏れ、噴射せず、常時噴射 

C .1-4-15 




フューエルポンプ 

作動せず 

C . l -3-5-(22) 



点火系統 

スパークプラグ 

失火 

C .1-4-14 



吸気系統 

エアーホース類 

漏れ 

— 



制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C .1 一3 — 5 —（8) 




水温センサー 


C . l -3-5-(10) 




カム角センサー 

出力信号ィヾ良 

C .1-3—5 —(2) 




オイルコントロールバルブ 

作動ィヾ良 

0 3-5-(18) 

始動しにく 

冷 

吸気系統 

スロットルボデー 

開き个‘良、開かず 

— 

い 

間 

制御系統 

水温センサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C . l -3-5-(10) 


温 

燃料系統 

インジェクター 

漏れ 

C .1-4-15 


間 

吸気系統 

ISCV 

開き不良、開かず 

C . l -3-5-(16) 


常 

燃料系統 

フューエルポンプリレー 

ON せず 

C .1-4-19 


時 


フューエルライン、フューエルフイル 

ター 

詰まり 

— 




インジェクター 

漏れ 

C .1-4-15 



点火系統 

スパークプラグ 

くすぶり 

C .1-4- 14 



吸気系統 

ISCV 

開き不良 

C . l -3-5-(16) 


C 一 61 

























































エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


②アイドル不調 


イヾ具合現象 

推定原因 

点検方法記載項 


系統 

構成部品 

故障モード 


ファーストア 

吸気系統 

ISCV 

開き不良、開かず 

C . l -3-5-(16) 

イドル効かず 

制御系統 

水温センサー 

断線、短絡 

C .1 — 3-5-（10) 

ァイドル回転 

吸気系統 

エアーホース類 

漏れ 

— 

数高い 


スロットルボデー 

Rfl じ不良 

— 



ISCV 

常時開 

C .1-3 — 5 —(16) 


制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C . 1 — 3 — 5 - (8) 



水温センサー 


C .1 一3 - 5— (10) 



スロットルセンサー 

特性ずれ 

C .1— 3 — 5 — (9) 



エアコンスイッチ 

常時 「ONJ 

C .1 — 3 — 5 —(16) 



デフォッガースイッチ 


C ‘_ 1 一3 - 5 - （ ] 6) 



テールランプスイッチ 


C .1 — 3 — 5 -(16) 



ヒーターブロアスイッチ 


C .1 一3 - 5 —(16) 



オイルプレッシャスイッチ 


C .1 — 3 - 5 —(16) 

ァイドル回転 

吸気系統 

エアーホース類 

詰まり 

一 

数低い 


スロットルボデー 


— 


制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ 

C . 1 一3 — 5 — （8) 



水温センサー 


C .1 一 3 - 5 — (10) 



デフォッガースイッチ 

ON せず 

C .1 - 3 — 5 — (16) 



テールランプスイッチ 


C .1 一 3 — 5 — (16) 



ヒーターブロアスイッチ 


C .1 — 3 — 5 — (16) 



オイルプレッシャスイッチ 


C . 1 — 3 — 5 — (16) 

ァイドル時ハ 

吸気系統 

エアーホース類 

漏れ 

一 

ンチング 


スロットルボデー 


— 



ISCV 

常時開 

C .1 一3 - 5- (16) 


制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ 

C . 1 — 3 — 5 — (8) 



カム角センサー 

出力信号个良 

C . 1 — 3 — 5 - (2) 



オイルコントロールバルブ 

作動ィ、'良 

C . l -3-5-(18) 

ァイドル不安 

燃料系統 

インジェクター 

漏れ、噴射せず 

C . 1 — 4一 15 

定 


フューエルポンプ 

作動小'良 

C .1 一3 — 5 - (22) 


吸気系統 

スロットルボデー 

吸い込み 

— 


点火系統 

IG コイル 

接触ィヾ良 

C .1 一3 - 5 — (3) 



スパークプラグ 

失火 

C .1-4- 14 


制御系統 

圧カセンサー 

作動ィ' : 良、接触ィヾ良 

C . 1 — 3 — 5 — (8) 



0 2 センサー 

作動不良、接触个'良 

C . l -3-5-(5) 



C -62 


























































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


③エンスト 


不具合現象 

推定原因 

点検方法記載項 

系統 

構成部品 

故障モード 

始動後しばら 
くするとエン 

スト 

燃料系統 

フューエルボンプリレー 

「 ON 」 せず 

C .1-4-19 

フューエルライン、フューエルフイル 

ター 

詰まり 

一 

フューエルポンプ 

作動せず 

C .1-3 - 5-(22) 

制御系統 

水温センサー 

特性ずれ 

C . l -3-5-(10) 

カム角センサー 

出力信号不良 

C .1-3 —5-(2) 

オイルコントロールバルブ 

作動不良 

C .1-3-5 - （18) 

アクセルを踏 

むとエンスト 

制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ 

C .1 一 3-5 — (8) 

水温センサー 

C .1 一 3 - 5-(10) 

カム角センサー 

出力信号ィヾ良 

C .1 一3-5 —（2) 

オイルコントロールバルブ 

作動不良 

C . l -3-5-(18) 

アクセルを離 
すとエンスト 

吸気系統 

スロットルボデー 

作動ィヾ良 

— 

制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ 

C . 1 — 3 - 5 - （8) 

ェアコン 「 ON 」 
でエンスト 

吸気系統 

I S C V 

常時閉 

C .1-3-5 — （16) 

エンストする 

が再始動可能 

電源系統 

ECU 電源回路 

接触不良 

C .1 一 3-5 - (21) 

IG スイツチ 

一 

メインリレー 

C .1-4-19 

吸気系統 

I S C V 

常時閉 

C .1 — 3 — 5 — (16) 

点火系統 

IG コイル 

接触小‘良 

C .1— 3 — 5 - （3) 

制御系統 

圧カセンサー 

接触不良 

C .1-3 -5 - (8) 

エンジン回転センサー 

C .1 一 3-5 - （1) 

車速センサー 

断線、短絡 

C . l -3-5-(14) 


C -63 



































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 




④走行不良 


不具合現象 

推定原因 

点検方法記載項 

系統 

構成部品 

故障モード 


加速時息つき 

燃料系統 

フューエルライン、フューエルフイ 

ルタ 

詰まり 

— 

インジェクター 

流量低下 

C . 1 一4一 15 

フューエルポンプ 


C.l 3 — 5(22) 

点火系統 

IG コイル 

点火拔け 

C .1 一3-5 — (3) 

スパークプラグ 

失火 

C .1-4-14 

点火時期 

ずれ 

— 

制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C . 1 一 3 - 5- ⑻ 

水温センサー 

C .1 一 3 - 5 —(10) 

スロットルセンサー 

C . 1 一3 5 — (9) 

ノックセンサー 

断線、短絡 

C . l -3-5-(4) 

バックファイ 

ヤー 

アフターファ 

ィァー 

燃料系統 

インジェクター 

流量低下 

C .1-4-15 

点火系統 

IG コイル 

接触小‘良 

C .1 一 3 — 5 - (3) 

スパークプラグ 

失火 

C .1-4-14 

点火時期 

ずれ 

— 

制御系統 

圧カセンサー 

作動ィ、'良 

C . 1 一3 — 5 — （8) 

水温センサー 

特性ずれ 

C . 1 — 3 — 5 — (10) 

カム角センサー 

出力信号不良 

C . l -3-5-(2) 

オイルコントロールバルブ 

作動不良 

C . 1 - 3 — 5 — (18) 

出力不足 

燃料系統 

フューエルライン、フューエルフイ 

ルタ 

燃圧上がらず 

一 

インジェクター 

流量低下 

C .1-4-15 

フューエルポンプ 

燃圧上がらず 

C . l -3-5-(22) 

点火系統 

スパークプラグ 

失火 

C .1-4- 14 

制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C . 1 — 3 - 5 — (8) 

水温センサー 

C . 1 — 3 — 5 — (10) 

スロットルセンサー 

特性ずれ 

C .1 一 3 — 5 —(9) 

カム角センサー 

出力信号小'良 

C .1 — 3-5 —（2) 

オイルコントロールバルブ 

作動小良 

C . l -3-5-(18) 

黒煙をはく 

燃料系統 

インジェクター 

常時噴射 

C .1— 4— 15 

制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C . 1 一3 — 5 — （8) 

水温センサー 

特性ずれ 

C . l -3-5-(10) 

スロットルセンサー 

C .1— 3 — 5 — (9) 

走行中ハンチ 
ング 

燃料系統 

フューエルライン、フューエルフイ 

ルタ 

詰まり 

— 

インジェクター 

作動斗 : 良 

C .1— 4— 15 


点火系統 

IG コイル 

接触不良 

C . l -3-5-(3) 

制御系統 

スロットルセンサー 

特性ずれ 

C . l -3-5-(9) 


車速センサー 

誤作動(信号過多） 

C . 1 — 3 — 5 — (14) 


カム角センサー 

出力信号不良 

C . l -3-5-(2) 


オイルコントロールバルブ 

作動ィヾ良 

C . l -3 —5-(18) 

異常ノッキン 
グ 

制御系統 

圧カセンサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C . l -3-5-(8) 


スロットルセンサー 

特性ずれ 

C . l -3-5-(9) 


ノックセンサー 

特性ずれ、断線、短絡 

C . l -3-5-(4) 



C — 64 






































































小^吸気管圧力-^"大 

W11E3025T10 


E 2 PM 




1-4 単体点検 
1-4-1燃圧点検 

• 作業中は火気厳禁。 

•燃料が飛散しないよう、ウェス等を置くこと。 

1.SST を取り付ける。 

[ SSI ] 09842-97203-000 

2. フューェルデリバリパイプ入り口のフューェルホースを外し、3ウェイを介して燃圧計を取り付ける。 

3. イグニッシヨンスイッチを 「ON」 にする。 

4. キーフリーシステム のない車両は SST ②〜㉓ (FC1 〜 E1)S 尚子間を、 キーフリーシステム 付の車両は 
SST ㉚〜㉓ (FC2 〜 E1) 端子間を短絡して フュー ェル ポンプを 駆動させ、この時の燃圧を測定する。 

[ mm \ 294 土 5 kPa {3.0 土 0.05 kgf / cm 2 } 

大きな変動がないこと 
1-4-2 フューェル ポンプ 
* 作業中は火気厳禁。 

1. イグニッシヨンスイッチを 「ON」 にする。 

2. SST を使用して、チェック コネクターの T 〜 E 端子間を短絡し、この時の フューェル ポンプの作動音を確 
認する。 

rssTl 09991 -87404-000 
09991 -87403-000 

3. イグニッシヨンスイッチを 「OFF」 にする。 

4. フュー ェルタンク上のポンプコネクターを抜き、 フュー 
ェルポンプの端子間抵抗を測定する。 

{mWi 0.2 〜 3.0Q 


1-4-3 圧カセンサー 

1.SST を取り付ける。 
rssTl 09842 -97203-000 

2. イグニシヨンスイッチを 「ON」 にする。 

3. この時の SST ⑱〜⑰ (VCPM 〜 E2PM) の電圧を測定する。 

[WM 4.5〜5.5 V 

4. センサーを取り外し、大気開放状態で SST ⑮〜⑰ (PIM 〜 E2PM) 間の電圧を測定する。 

[WM 3.2 〜 4.1V 

5. フューエルポンプリレーを外してクランキングを行い、 

SST ⑮〜⑰ (PIM 〜 E2PM) 間の電圧を測定する。 

[ rn~m 電圧値が変動すること 



エンジンコントローノレシステム ( EF — VE ) 


大 t 出力電圧-►小 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 



1-4-4 エンジン回転センサー 


1. SST を取り付ける。 

fSSTl 09842-97203 -000 

2. クランキング状態で、エンジン回転センサー端子間の出 
力電圧をオシロスコープを使用して測定する。 


エンジン回転センサー出力 



L11E 7061110 


3. エンジン回転センサー本体の端子間抵抗値(ピックアッ 
プコイル)を測定する。 

I 基準1 1,100 ±150 Q (20° C ) 




1-4-5 カム角センサー 

1. SST を取り付ける。 

[ SST ! 09842 -97203 -000 

2. クランキング状態で、カム角センサー端子間の出力電圧を 
オシロスコープを使用して測定する。 



L11E 7096110 


3. 


カム角センサー本体の端子間抵抗値(ピックアップコイ 
ル)を測定する。 

I 基準1 1,100 ±150 Q (20° C ) 


L11E 7097110 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


SHE 7066110 






1 - 4-6 車速センサー 

1. コンビネーションメーターを取り外す。 

2. ドライバーを使用してスピードメーターの駆動軸を回転 
させたときの®⑧間の導通を点検する。 

[ mm \ 1回転回す間に4回 「0 NJ 、「 OFF 」 を繰り返 

すこと 


1-4-7 水温センサー 

1. 端子間の抵抗値を測定する。 


温 

度 oc ) 

-20 

20 

80 

110 

抵 

抗 ( kQ ) 

15.06 

2.44 

0.32 

0.14 


1-4-8 吸気温センサー 

1. 端子間の抵抗値を測定する。 


吸気温センサー 

) 内は 

:参考値を示す。 

温 度 （° c ) 

-30 

一20 

20 

80 

120 

抵 抗 ( kQ ) 

(28.6) 

(16.2) 

2.45 

0.33 

0.117 


1-4-9 ノックセンサー 

1. ノックセンサー本体と端子間に導通が無いことを確認す 
る。 

2. SST を取り付ける。 

rssTl 09842 - 97203—000 

3. SST ( g ) 〜 ㉓ (KNK 〜 E 1) 間の出力をオシロスコープで確 
認する。 



C -67 










































































































































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 



4. エンジンを始動し、アイドリングおよびレーシング状態で 
波形が出ていることを確認する。 



1 -4-10スロットルセンサー 

1. VC 〜 E 2 間の抵抗値を測定する。 

iWM 2.5 〜 6.0kQ 

2. VTH 〜 E2 間の抵抗値の変化を測定する。 

IKM スロットルレバー開度に比例し、抵抗値 

が増加すること。 

〔参考〕 •スロットルレバー全閉時の抵抗値は約 0.4kQ 
• スロットルレバー全開時の抵抗値は約 3.4kQ 




1-4-11 ISCV 


1. SST を取り付ける。 

fSSTl 09842 —97203-000 

2. SST ⑭〜 ㉓ ( ISC 〜 El ) 間の出力をオシロスコープで確認する。 


3. 電気負荷を与えた状態で右図のような波形が出ているこ 
とを確認する。 



■ 作動点検 

1. エンジンを完全暖気する。 

2. アイドリング状態のエンジン回転数を確認する。 

• エアコン、電気負荷等ない状態で行う 
正規のアイドリング回転数にあること 
〔参考〕* アイドリング回転数 900 rpm 
1注意1 • ISCV は 1 C 回路を内蔵しており、 ECU からの DUTY 
信号を駆動回路に変換しているため、コイル抵抗 
および単体での作動点検は困難です。 

ISCV の ISC 端子©および E 1 端子®へバッテリー 
電源の接続はしないで下さい。内蔵の回路が故障 
する恐れがあります。 



L11E 7072110 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 


1 -4-12エアコンエバポレータ温度センサー 

1. コネクタ端子間の抵抗を測定する。 

2. コネクタを接続してエアコンを ON し、5分間放置する。 

3. エアコンを OFF し、コネクタ端子間の抵抗値を測定する。 

[ mm \ エアコン作動前後で抵抗値が変化するこ 

と 

〔参考〕， 温度が低下するほど抵抗値が上がります。 



LITE 7078110 


1-4-13 シフトポジションスイッチ 

1 ■子間の導通を点検する。_⑽:導通ぁり 



E 

R 

RB 

P 

N 

D 

2 

L 


〇 



-〇 





回 


〇 

-〇 






回 

〇 




で 




回 

〇 





-〇 



囡 

〇 






で 


0 

〇 







<3 


R11K 6110110 



卜4-14スパークプラグ 

• スパーク プラグは熱いのでヤケドをしないよう 
注意して取り扱うこと。 

1. スパークプラグのくすぶり、焼けすぎがないか点検する。 

2. プラグギャップゲージを用いてプラグギャップを点検 
する。 

\Wm\ 




1 一4-15インジェクター 
• 作業中は火気厳禁 

•燃料が飛散しないよう、ウェス等を置くこと。 

1. 点検するインジェクターを取り外す。 

• 取り外した後には代わりのインジェクターを取り付ける。 

2. フューエルインレットパイプ〜フューエルパイプ間のフューエルホースを取り外す。 


C -69 
























































エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 



3. 点検するインジェクターを SST (サブハーネス，メジャリ 
ングツール， EFI インスペクションワイヤー）を用いて外 
した フュー エル ホースに セツトする。 

1 SST 1 09842 —97203-000 

09268-41045-000(®) 

09842 — 30070 -000( d )) 

4. キーフリーシステムのない車両は SST ②〜 ㉓ ( FC 1 〜 
E 1) 端子間を、キーフリーシステム付の車両は SST © 〜 
㉓ ( FC 2 〜 E 1) 端子間を短絡し、 IG スイツチを 「 ON 」 してフ 
ユーエル ポンプを駆動する。 



5. インジェクターに15秒間バッテリー電圧を加えたときの 
噴射量を測定する。 

I 基準1 33〜 45 cc 

[^~ m \ •「 ON 」、「 OFF 」 はバッテリー側で行うこと。 

6. 噴射量点検の状態からバッテリーを外し、1分間にインジ 
ェクターからの漏れる量を測定する。 

[KM 1滴以下 

7. インジヱクター端子間の抵抗値を測定する。 

12.5 Q (20° C ) 

1-4-16オイルコントロールバルブ 

1. オイル コント ロール バルブ コネクター 端子間にバッテ 
リー電圧をかけた時のバルブの作動を、目視で確認する。 

バッテリー電圧をかけたときバルブが作動するこ 
と。 

• 極性(+，一)は 右 図で示すとおりに接続する。 
バッテリー電圧をかける時間は1分以内のこと。 




1-4-17 エバポパージ用 VSV 

1. ポート間の通気チェックをおこなう。 

[ m ~ m \ 通気がないこと 

2. VSV コネクター端子間に電圧をかけた時のポート間の通 
気チェックをおこなう。 

通気があること 

3. 端子間の抵抗値を測定する。 

I 基準 I 約 32 Q (20° C ) 
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エンジンコントロールシステム ( EF - VE ) 


1-4-18オイルブレッシャスイッチ(パワース 
テアリング用） 

1. エンジンを始動し、ステアリングを操作した時にオイル 
プレッシャスイッチが導通することを確認する。 

^^1 導通あリ（ステアリング操作時） 



1 -4-19 メインリレー ( EFI )、 フューェルポンプ 
リレー (FUEL PUMP )、 ラジェーターファ 
ンリレー ( RAD ) 

1. IG スイッチを 「 ON 」 にしたとき、リレーが作動しているか 
を、音、振動により点検する。 

• 作動中にリレーが高温になることがあるので、手 
を触れないこと。 

2. 端子①〜③間の抵抗を測定する。 

\ WW \ 86-148 Q (0 〜 40° C ) 

S 3] • リレー内部の温度が周囲温度(〇〜 40 °c) と同じ状 



態になった後測定すること 


(リレーを 「 OFFJ の状態で〇〜 40° C の雰囲気中に1 
時間以上放置した後測定する） 

3. 端子①〜③間以外の各端子間に導通がないことを確認す 


る。 

4. 端子①〜③間にバッテリー電圧をかけたときに端子②〜 


④間に導通があることを点検する。 

1-4-20 ラジェーターフアンリレ ー No .2- No .3 

1. 端子①〜③間の抵抗を測定する。 

[ Wm \ 80-100 Q 

2. 端子①〜③間以外の各端子間に導通がないことを確認す 


る。 



3. 端子①〜③間にバッテリー電圧をかけたときに端子②〜 
©間に導通があることを点検する。 
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エンジンコントロールシステム ( EF — VE ) 




1-4-21 エンジンコントロールコンピューター入出力信号基準値 


点火系統 

端子 

測定条件 

基準値 

電源系 

⑦ (+ B 1) 〜 ㉓ ( E 1) 

IGrON 」 時 

バッテリ電圧 

㉖ ( + B 2) 〜 ㉓ ( E 1) 

IGrON 」 時 


① ( BAT ) 〜 ㉓ ( E 1) 

常時 


圧カセンサー系 

⑱ ( VCPM ) 〜⑰ ( E 2 PM ) 

IGrON 」 時 

4.5〜5.5 V 

©( PIM ) 〜® ( E 2 PM ) 

センサー大気開放 

2.2 〜 3 . IV 

エンジン始動後 

アクセル開度に応じて変化 

スロットルセンサー 

系 

⑱ ( VC ) 〜⑰ ( E 2) 

IGrON 」 時 

4.5〜5.5 V 

⑭ ( VTH ) 〜⑰ ( E 2) 

スロットルバルブ全閉 

0.4 〜 0.8 V 

スロットルバルブ全開 

3.2 〜 5.0 V 

水温センサー系 

⑯ ( THW ) 〜⑰ ( E 2) 

暖気時(水温60〜 120° C ) 

0.2 〜 1.0 V 

吸気温センサー系 

®( THA ) 〜⑰ ( E 2) 

暖気時 

0.1〜4.8 V 

車速センサー系 

㉛ ( SPD ) 〜 ㉓ ( E 1) 

駆動輪をゆつくり回転させる 

O ' -5 V 

ノックセンサー系 

⑬ ( KNK ) 〜 ㉓ ( E 1) 

アイドリング時•レーシング時 

パルス発生 

エンジン回転センサー 

㉒ ( N 2十)〜®( N 2 —) 

アイドリング時 

パルス発生 

カム角センサー系 

㉑ ( N 1 + )〜®( N 1-) 

アイドリング時 

パルス発生 

0,センサー系 

⑬ (0 X 1) 〜 ㉓ ( E 1) 

3000 rpm で4分間保持後 

0.2 〜 1.0 V 

インジェクター系 

(©(#10)〜 ㉓ ( E 1) 

IGrONj 時 

クランキング時 

バッテリー電圧 

パルス発生 

( g )(#20) 〜 ㉓ ( E 1) 

@(#30)〜 ㉓ ( E 1) 

点火系 

@( IG 1) 〜 ㉓ ( E 1) 

IGrON 」 時 

クランキング時 

〇〜 0.11 V 

パルス発生 

( S )( IG 2) 〜 ㉓ ( E 1) 

@( IG 3) 〜 ㉓ ( E 1) 

ISC 駆動信号系 

®( ISC ) 〜 ㉓ ( E 1) 

アイドル回転時 

パルス発生 

⑱ ( PST ) 〜 ㉓ ( E 1) 

オイルプレッシャースイッチ「 ON 」 

〇〜 0.5 V 

オイルプレッシャースイッチ 「 OFF 」 

バッテリー電圧 

フューエルポンプ系 

キーフリーシステムなし 

② ( FC 1) 〜 ㉓ ( E 1) 

キーフリーシステム有 

⑳ ( FC 2) 〜 ㉓ ( E 1) 

フューエルポンプ停止状態 

バッテリー電圧 

アイドル回転時（またはクランキング時） 

2 V 以下 

VF モニター系 

㉞ ( VF ) 〜 ㉓ ( E 1) 

3000 rpm で4分間保持後 ( T 端子短絡） 

0- 名 V (パルス） 

EHN ] レンジ信号検出 

系 

⑪ ( A / T ) 〜 ㉓ ( E 1) 

E 圆レンジ 

〇〜 0.5 V 

BEI レンジ以外 

約 10 V 以上 

エバ温センサー系 

⑲ ( ACEV ) 〜 ㉓ ( E 1) 

エアコン 「 ON 」 時 

0.15〜 4.8 V 

エアコン入力信号系 

㉚ ( ACSW ) 〜 ㉓ ( E 1) 

エアコン作動時 

バッテリー電圧 

エアコン非作動時 

〇〜 0.5 V 

テールランプ系 

⑪ ( H / L ) 〜 ㉓ ( E 1) 

テールランプ点灯 

バッテリー電圧 

テールランプ消灯 

〇〜 0.5 V 

ストップランプ系 

㉚ ( STP ) 〜 ㉓ ( E 1) 

ストッブランプ点灯 

バッテリー電圧 

ストップランプ消灯 

〇〜 0.5 V 

デフォッガー系 

⑩ ( DEF ) 〜 ㉓ ( E 1) 

デフォッガースイッチ 「 ON 」 時 

バッテリー電圧 

デフォッガースイッチ 「 OFF 」 時 

〇〜 0.5 V 

ブロア系 

⑳ ( BLW ) 〜 ㉓ ( E 1) 

ヒーターブロアースイッチ 「 ON 」 時 

〇〜 0.5 V 

ヒーターブロアースイッチ 「 OFF 」 時 

バッテリー電圧 

ラジエーターフアン 

制御系 

⑬ ( FAN 1) 〜 ㉓ ( E 1) 

マグネットクラッチ 「 ON 」 時 

IV 以下 

マグネットクラッチ 「 OFF 」 時かつ水温 

90° C 以下時 

バッテリー電圧 


⑫ ( FAN 2) 〜 ㉓ ( E 1) 

水温 95° C 以下時 

バッテリー電圧 

可変バルブタイミング 

⑳ (0 CV 十）〜® (0 CV -) 

アイドリング時 

1.5 V 付近 

エンジン回転出力系 

㉛ ( REV ) 〜妫 ( E 1) 

アイドリング時 

パルス発生 

アース系 

C 23 XE 1) ⑰ ( E 2) 

常時 

導通あり 



C-72 










































































ェミッションコントローノ U ( EF — VE ) 


2エミッションコントロール ( EF — VE ) 


2-1 排出ガス浄化装- 

置一覧表 

装置名 

装置の方式 

構成部品 

0的•機能 

触媒装置 

三元触媒方式 

①モノリス触媒 

0.47 i 

COHONOx の低減 

空燃比制御装置 

電子制御 

燃料噴射方式 

©インジェクター 

②〇 2 センサー（ヒーター付） 

©制御用コンピューター 

④作動制御デバイス 

スロットルセンサー、圧カセ 

ンサー、水温センサー、吸気温 
センサー、エンジン回転センサ 
一、カム角センサー 

C 0. HC . N 0 x の低減 

燃焼宇に吸入される混合気の 
空燃比を理論空燃比付近に制 
御して、三元触媒が最も良く浄 
化性を発揮できるようにする 

点火時期制御装置 

電子制御方式 

① 制御用コンピュータ 

② 作動制御デバイス 

圧カセンサー、水温センサー、 

スロットルセンサー、エンジ 

ン回転センサー、カム角センサ 
一、ノックセンサー 

NOx の低減 

迷転状態に応じた適正な点火 

時期制御を行う 

減速時制御装置 


① インジェクター 

② 制御用コンピューター 

©作動制御デバイス 

エンジン回転センサー、スロッ 
トルセンサー 

減速時の COHC の低減 

燃费向上 

触媒加熱防止 

制御デバイスにより減速時フ 
ューエルカットする 

燃料蒸発ガス排出抑止装置 

キヤニスター方式 

① チヤコールキヤニスター 

0 M 

② 燃料蒸発ガスパージ用 VSV 

燃料蒸発ガスの排出抑止 

ブローバイガス還元装置 

クローズド式 

① ペンチレーシヨンホース 

② 絞り 

COHC の低減 

ブローバイガスを再燃焼させ 
COHC の排出を防止する 

可変バルブタイミング装置 


① オイルコントロールバル 
ブ 

② 可変バルブタイミングコ 
ントローラー 

©制御用コンピューター 

④作動制御デバイス 

エンジン回転センサー、カム角 
センサー、圧カセンサー、スロ 

ットルセンサー、水温センサ 
一、車速センサー 

NOx の低減 

吸気バルブの開閉を連転条件 
に適したタイミングに制御す 
ることにより NOx を低減する 

車載式故障診断装置 

* ガソリン自動車の一酸化炭 
素等発散防止装置に係る車載 
式故障診断装置に関する保安 

基準に適合 


エンジンコントロールコンビ 

ューター、スロットルセンサ 

一、圧カセンサー、水温センサ 

一、吸気温センサー、エンジン 
回転センサー、0 2 センサー、 

0 2 センサーヒーター回路、才 
イルコントロー ルバルブ、イグ 
ニッシヨンコイル、燃料供給装 
置、ウォーニングランプ 、 VF 

モニター 

排出ガス浄化装罔の故障の検 

知 


C — 73 






















エミッションコントローノ l/(EF VE ) 




シフトポジション 
スイッチ 


チェック端子 一 ► 


車速センサ- - 


チヤコールキヤニスタ- 


S16E 7082 W35 


2-2排出ガス浄化システム図&位置図 
2 - 2-1 排出ガス浄化システム図 
(1)E F 一 VE 


エンジンコントロ I ルコンピユ I 夕1 


C 一 74 




















































































































ェミッションコントローノ U ( EF — VE ) 


2-2-2 排出ガス浄化装置位置図 
(1 )E F -VE 
①力ーゴ、アトレー 



S16E7084W23 


②トラック、パネルバン 



C 一 75 


















































エミッションコントローノ KEF - VE ) 


計器 


2-4 


2-5 

<電子制御方式> 

2-5-1 機能点検 

( C .1-3-5 項および C .1 — 4項参照） 

2-6 減速時制御装置 

<フューエルカット装置> 

2-6-1 機能点検 

1 . SST を使用して REV (⑧)端子にエンジン回転計を取り付 
ける。 

[ SST ! 09991 -87404-000 ® 

09991 一87402—000 ® 

• SST (エンジンコント ロール システムインスべ 
クシヨン)を使用しない場合は、ダイアグノーシス 
チェック コネクターをブラケットよリ取リはず 
して作業を行い、また、作業後はブラケットに確 
実に固定する。 

2. エンジンを暖機する。 



準備品 


形 状 

品 &• 、 a 口 名 

用 途 

◎ 

09991 — 87404-000 

ワイヤー，エンジンコントロールシス 

テムインスぺクシヨン 

チェック端子回路 

VF 端子測定 

エンジン回転数測定 


09991 -87402-000 

ワイヤー，タコパルスピックアップ 

エンジン回転数測定 


09991— 87403 - 000 

ワイヤー，ダイアグノーシスチェック 

T 端子短絡による作動確認用 

エンジン回転計、エレクトリカルテスター、タイミングライト、サウンドスコープ 


空燃比制御装置 

( C .1-3-5 項および C .1 — 4 項参照) 

点火時期制御装置 




3 

2 - 


S S T 


C -76 





















































エミッションコントローノ U ( EF - VE ) 


3. サウンドスコープまたはドライバでインジェクターの作 
動音を確認する。 

4. エンジン回転を3,000 rpm に上げる。 

5. スロット ルレバーを戻したとき、インジェクターの作動 
音が一瞬止まり、その後再び作動音がすることを確認する。 



2-7 燃料蒸発ガス排出抑止装置 

<キヤニスタ方式> 

2-7-1 システム図 
(1 )E F -VE 


サージ 


dd 



S17E 3040 W16 


2- 7-2 単体点検 

(1) チヤ コール キヤニス ター 

1. チヤコールキヤニスターにへこみ等の損傷がないか点検 
する。 

2. 各ポートにマイティバックを接続し、チェックバルブの 
通気点検を行う。 



タンク ポー ト 


T04E3042T16 


(2) エバポパージ用 VSV 

( C .1 一4一 17項参照） 
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1 車速感応型電動パワーステアリング ( EPS )- E -1 


■1 システム概要 . E -1 


1-2 準備品 . 

1-3 作業上の注意. 
1 一 4故障診断 . 


E -2 


-5 単体点検- 


2ブレーキ • 


2—1 ブレーキ 点検、調整 .. 

2-2 ブレーキブースター作動点検 .. 

2-3 P バルブ作動点検 .. 

2-4 P バルブ取り外し、取り付け（トラック 
系） 

3アンチロックブレーキシステム ( ABS ). 


E -3 


E — 4 


E -22 


E -24 


E -24 


E -28 


E -31 


E -34 


E — 35 


5 —1 システム概要 . E — 35 


3-2 点検……- 
3—3 故障診断- 
3-4 単体点検- 


E -39 


E -40 


E — 66 



















































車 JE 感応型騮 i パワーステアリング ( EPS ) 


AMF/L IG スイッチ ECU IG 



(2)GND 


± 


コラム Ay 


S17C1004W23 



1車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 
1-1 システム概要 
1-1-1 構成部品位置図 



1- 1-2 システム配線図 


EPS F/L 


(pBAT 




-ルクセンサ— 


V9V3E2TSTM 


〔ワ I ステアリングコンピユ I 夕 I 


B 


W 

s D 
p P 
E S 


RECU 


S 

<§>- 0 






















































































車速感応型パワーステアリング ( EPS ) 

1-1-3 パワーステアリングコンピューター端子配列 






⑧ © 

コンピューター側コネクター 


rn_ 


1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 


JTL 


9 

10 

11 

12 


13 

14 

15 

16 

17 


® 車両 


⑧ モーター 


©トルクセンサー 


ハーネス側コネクター 


L15C 5001 W23 


端子番号 

端子記号 

端子名称 

端子番号 

端子記号 

端子名称 

1 

BAT 

バツテリ ー 電源 

9 

MR 

モ ー タ ー 出力 

2 

GND 

アース 

10 

MB 

モ ー タ ー 出力 

3 

SIO 

故障診断装置通信 

11 

— 

— 

4 

ECU T 

T 端子(ダイアグ起動)入力 

12 

— 

一 

5 

EPS W 

EPS ウオーニングランプ出力 

13 

V9 

トルクセンサー 9.5V 電源 

6 

REV 

エンジン回転信号入力 

14 

V3 

トルクセンサー 3.3V 電源 

7 

SPD 

車速センサー入力 

15 

E2 

トルクセンサーアース 

8 

+ B 

IG スイツチ入力 

16 

TS 

サブトルクセンサー入力 

一 

— 

— 

17 

TM 

メイントルクセンサー入力 


1-2 準備品 



s 

s 

T 


形 状 

品番、品名 

用 途 


09991 -87404 - 000 

ワイヤ、エンジンコント ロール 

システムインスペクション 

ダイアグノーシス起動 


09991 —87403-000 

ワイヤ、ダイアグノーシスチェック 

ダイアグノーシス消去 


E -2 


























































































車速感応型賴パワーステアリング ( EPS ) 


1-3 作業上の注意 

1-3-1 パワーステアリングコンピューター（ステアリングコラム Ay に内蔵)回路点 
検 

系統点検中のパワーステアリングコンピューター回路点検は次の要領で行う。不良ならば各回路、コネク 
ターを修理し、正常であればパワーステアリングコンピューター Ay を交換する。 

(1) パワーステアリングコンピューターのコネクター部目視、接触圧点検 

1. パワーステアリングコンピューター Ay のコネクターを点検する。 


車両 



パワーステアリングコンピューター 



L15C 5016 W16 


〔参考〕. パワーステアリングコンピューター Ay を点検する際、コネクターを外すことによって端子の接 
触状態が変わり、“異常なし”となる場合もあります。したがって、パワーステアリングコン 
ピューター回路点検の結果、パワーステアリングコンピューター Ay が不良と考えられる場合は 
再度コネクターを接続して不具合発生の有無を確認した後、パワーステアリングコンピュータ 
一 Ay が正常か不良かを判断してください。 

1-3-2 パワーステアリングシステム取り扱いの注意 

1. 各センサー類は精密部品です。脱着時などに大きなショックを与えないこと。大きなショックを与えた(床 
へ落下した場合など)部品は使用しないこと。 

2. ステアリングコラム Ay 、 特にモーター部およびトルクセンサー部に強い衝撃を与えた(床へ落下した、 
モーター部のへこみ、塗膜のはがれができている)場合は使用しないこと。 

3. 雨天時の点検や洗車時(特に室内洗車時)には水の浸入に注意し、ステアリングコラム Ay 、 各センサー類に 
水がかからないように注意すること。 

4. コネクターの接続、取り外しはバッテリーのマイナス端子を外してから行うこと。 

5. パワーステアリングコンピューター異常と判断し、パワーステアリングコンピューター Ay を交換する 
ことによって車両が正常になった場合は、再度交換した(不良と判断した）パワーステアリングコンピュ 
一夕一 Ay を取り付け、最初の不具合が再現することを確認してから最終的にパワーステアリングコンビ 
ューター異常と判断すること。 

6. ステアリングコラム Ay はパワーステアリングコンピューター Ay を取り外す以外分解しないこと。 

7. ステアリングコラム Ay を持ち運ぶ時は、ハーネスを引っ張らないようにすること。 

8. ステアリングコラム Ay を取り付けた後は、各ボルトが確実に取り付けられ、コネクターが確実に接続さ 
れていることを確認すること。 

9. 無線機を搭載する場合は以下の事項に注意すること。 

(1) アンテナはパワーステアリングコンピューター Ay からできるだけ離すこと。 

(2) アンテナのフィーダーはステアリングコラム Ay およびワイヤハーネスからできるだけ離して(最小距 
離 30 cm ) 配索すること。また、平行して長く引き回すことは避けること。 

(3) アンテナはマッチングを良くすること。 

(4) 大出力の無線機は搭載しないこと。 


E -3 

























































車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


1-4 故障診断 

1-4-1 故障診断の進め方 

本システムには、不具合箇所を自己診断するダイアグノーシス機能を備えており、故障診断を行う場合の重 
要な手がかりとなります。 • 

また、本システムのダイアグノーシスには EEPROM (不揮発性 ROM ) を使用したバックアップが装備されて 
おり、電源が絶たれた状態でもダイアグノーシスコードを記憶しています。 



L11C5125W40 


E 一 4 

































































車速感応型觀 A パワーステアリング ( EPS ) 


1-4-2 問診 

不具合が発生した車両についてその原因を取り除こうとしても、実際にその不具合現象を確認せずには原因 
を追求することはできず、いくら作業を行っても車両が正常状態に戻らないということになるかもしれません。 
問診は、不具合現象を確認する前に行うお客様からの情報収集で、不具合現象の再現を図るうえで特に重要な 
手掛かりとなります。 

また、問診から得られた情報はトラブルシューティングの参考となるため、ただ問診をするのではなく、 
その不具合に関連した事項を重点的に聞き出すということも必要になります。 

また、お客様の苦情の中には EPS 付き車特有の現象がある場合も考えられますので、問診の際には十分注意 
が必要です。 

1-4-3 ダイアグノーシスコードの確認、記録、消去 

ダイアグノー シスの 異常コードが表示されている場合、その システムの 不具合が過去に発生したものなのか、 
現在も継続しているものかを確認し、再現された不具合現象との関係を確かめる必要があります。そのために 
は、現象確認の前後で2度、ダイアグノー シス コードを表示させなければなりません。 

(1) EPS ウオーニングランプ点検 
IG スイッチを ON にすると、 EPS ウオーニングランプが点 
灯し、エンジンを始動すると消灯することを確認する。 

〔参考）. EPS ウオーニングランプが点灯しない場合、ワイ 
ヤ ハーネスの 断線、 ヒューズ 切れ、バルブ切れ、 

パワーステアリングコンピューターの故障が考 
えられる。 


EPS 


(2) ダイアグノーシスコード出力表示方法 
① EPS ウオーニングランプによる表示 

1. 車両が停止した状態で IG スイッチを 「 ON 」 し 0.5 秒以上経過してから SST を使用してチェックコネクター 
内の ECU T 端子と E 端子を1秒以上接続(短絡)する。 
rssfl 09991 -87404 -000 
09991 一87403-000 


E -5 







車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


2. その後コンビネーションメーター内の EPS ウオーニングランプが点滅し、故障コードが表示される。 



佳意1 • コネクターの接続位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違えないこと。 

〔参考〕 • 正常な場合は、0.25秒間隔で点滅します。 

• 異常コードが1つの場合は4秒の間隔をおいて、同‘コードを出力し、複数のコードを出力する 
場合は、異なるコードを 2.5 秒間隔で出力し、•巡すると4秒間隔をおいて再度出力します。 

• 複数のコードを出力する場合は、コード番号の小さいものから順に出力します。 


E -6 













































































車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


(3) ダイアグノーシス診断内容 

ダイアグノーシスコードー覧 


コード 

No . 

ウオーニング 

表示 

診断項 S 

診断内容 

11 

有 

メイントルクセンサー系統 

•メイントルクセンサー系統の断線、短絡、センサー特性不良 

12 

有 

サブトルクセンサー系統 

•サブトルクセンサー系統の断線、短絡、センサー特性不良 

13 

有 

トルクセンサー信号系統 

•メインセンサー出力値とサブセンサー出力値の弟過大 

14 

有 

トルクセンサー電源系統 

•センサー 9 V 電源低電圧 

21 

有 

モーター系統(過電流） 

•モーター電流過大 

23 

有 

モーター 系統(電流偏篇） 

•モーター電流指示値と実測値の偏某異常 

24 

有 

モーター 系統 (電圧） 

•モーター両端子過電圧 

•モーター両端子低電圧 

32 

有(※り 

EPS コンピューター系統 

• EPS コンピューター内部回路異常 

42ぼ2) 

有 

車速センサー系統(走行中） 

•車速信号の喪失、車速センサー系統の断線または短絡、車速セ 
ンサー本体異常 

44ぼ3) 

有 

エンジン回転信号系統 

•エンジン回転 ( RE V ) 信号の喪失、エンジン回転信号系統の断線ま 
たは短絡 

47ぼ4) 

有 

車速センサー系統(停車中） 

•車速センサー系統の断線または短絡、車速センサー本体異常 

52 

有 

パワー系電源系統 

•パワー系電源電圧過大 

•パワー系電源電圧低下 

54 

有 

EPS コンピューター系統（リレー） 

•電源リレー接点溶着 

•電源リレー断線 

59(糸5) 

钿 

EPS コンピューター系統(モータ 
一過熱記録） 

•モーター過熱保護を実施 
(故障ではない） 


EPS 制御に直接異常をきたさないような故障の場合、コード No .32 を記憶してもウォーニングランプが点灯しないこと 
があります。 

※よ車速 35 km / h 以上で走行中に急減速をした場合に記憶されることがあります。 

※よ①エンジンを始動せずにギヤをニュートラルにして走行した場合 

②エンジンストール後30秒以上 IG スイッチを OFF せずにエンジンを再始動しない埸合 
上記®、②の場台に記憶されることがあります。 

※屯走行せずにエンジン無負荷昇降（レーシング）を5分以上行った場合に記憶されることがあります。 

※ら：長時間の据え切りなどによってモーターが過熱した埸台、モーター保護のためモーター電流を減少させる制御を行いま 
す。このコードはモーター過熱保護を実施した履歴を残すもので、出力されても故障ではありません。 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


(4) ダイアグノーシスコード消去方法 

本システムのダイアグノーシスには EEPROM (不揮発性 ROM ) を使用したバックアップが装備されており、 
電源が絶たれた状態でもダイアグノーシスコードを記憶しています。従って、下記に記した方法以外ではダ 
イアグノーシスコードを消去することができません。 

①チェックコネクターによる消去 

1. 車両を停止状態にする。 

2. ダイアグノーシス出力表示方法でダイアグノーシスコードを EPS ウオーニングランプに表示させる。 



3. 下記のパターンでダイアグノーシスチェックコネクター内の ECU T 端子と E 端子の接続(短絡)、開放を 
行うとダイアグノーシスコードが消去され、テストモードに移行し EPS ウォーニングランプが速い点 
滅に変わる。 


短絡 

ECUT 

開放 


モード 


3.5 秒以上保持 






3.0±0.5^!3.0±0.5^'!3.0±0.5«?!3.0±0.5^ 

1 

1 

1 


" T T T ! 


1111 

①② ③④⑤ 

I 


1秒 


ダイアグノーシスコード表示モード 亍ストモード 





fSSTl 09991 -87404 -000 
09991 一87403-000 

〔参考〕 • ダイアグノーシスコードを消去すると、 EPS ウオーニングランプはテストモードコードを出 
力して自動的にテストモードに移行されます。ここで ECUT 端子と E 端子の接続(短絡)を解除し、 
•度 IG スイツチを 「 OFF 」 してから車両を走行させて各センサーの機能点検を行って下さい。 

• 故障が継続している場合にはダイアグノーシスコードは消去することはできません。 
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車速感応型顧 i パワーステアリング ( EPS ) 


1-4-4 テストモード 

(1) 概要 

テストモードは①チェックコネクターによる故障コード消去直後、②新品のエレクトリックパワース 
テアリングコラム Ay を取り付けてから初めて IG スイッチを 「 ON 」 した時のいずれかの場合に実行され、テス 
トモードコードが記憶されます。 

テストモードでは車両を走行させることにより車速センサー信号系統およびエンジン回転信号系統の点検 
を行います。両項目を正常と判断した場合にはウォーニングランプが点滅から消灯に変わり、自動的にテス 
トモードコードが消去されます。従って、走行しても点滅表示が消えない(テストモードコードが記憶さ 
れている)場合は車速センサー信号系統およびエンジン回転信号系統の修理を行い、該当する故障系統の点検 
修理を行ってください。 

⑵テストモード実施方法 

1. ダイアグノーシスチェックコネクター内の ECU T 端子と E 端子の接続(短絡)を解除し、 IG スイッチを 
「 ON 」 にした時に EPS ウォーニングランプが約1秒間点灯後、0.15秒周期で点滅することを確認する。 

〔参考〕 • ここで EPS ウォーニングランプが常灯している場合はシステムの異常が考えられます。ダイアグ 
ノーシスコードを確認し、修理を行ってください。 

2. エンジンを始動する。 

3. 約 20 km / h 以上で2秒間以上走行する。 

4. 全ての点検項目が正常の場合は EPS ウォーニングランプは消灯するので、この状態で車両を停止させる。 

5. 走行を続けても EPS ウオーニングランプが消灯しない場合は車速センサー信号系統およびエンジン回転 
信号系統に異常が考えられるのでこれらの系統について点検を行う。 



ON 
IG SW 
OFF - 

短絡 

ECUT 

開放- 


1 秒 


ウオーニング 
ランプ 
消灯一 " 


‘0.1 5秒 


‘0.1 5 秒 


<テストモード時> 


L 16 C 1008 W 22 


(3) テストモードコードー覧表 


コード No . 

点検項目 

解除条件 

71 

車速センサー系統 

車速 20 km / h 以上で2秒以上走行 

73 

エンジン回転信号系統 

エンジン回転数 464 rpm 以上を2秒以上継続 
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車 iE 感応型パワーステアリング ( EPS ) 


1-4-5 基本点検 
(1) エンジン始動点検 

1. エンジンが始動できるか、また、アイドリング状態で著しい回転低下および変動がないか確認します。 

⑵バッテリー電圧測定 

1. エンジン停止状態でのバッテリー電圧を測定します。 

[ WWi 10.5〜 14 V (アイドル回転時） 

(3) スピードメーター指示点検 

1. 走行状態でスピードメーターの指示が適切か、また、スピードメーターケーブルの抜け、損傷等がな 
いか確認します。 

(4) タイヤ空気圧点検 

車両を軽積状態で平坦なアスファルトあるいはコンクリート路面上に置き、ステアリングを直進状態にして 
測定します。 


^^1 


車両 

タイヤ 

サイズ 

前輪 

[k Pa { kgf / cm 2 }] 

後輪 

[k Pa { kgf / cm 2 }] 

トラック系 

145 R 12 

200(2.0} (軽稂時) 

240{2.4}(軽稍時) 

1451113 

180{1.8}(軽積時) 

240{2.4}(軽積時) 

(5) ステアリングお 

1舵力点検 


1. エンジンを始動する。 


2. 1名乗車およびアイドリング状態で、ステアリングを直進 
状態から左右1回転させた位置でステアリングにパネば 
かりを掛け、接線方向に引いた時の操舵力を左右それぞれ 
測定する。 



パワーステアリング 

作動時 

パワーステアリング 

非作動時 

操舵力 

50 N {5 kgf } 以下 

150 N {15 kgf } 以下 

左右差 

lONUkgf } 以下 

lONUkgf ) 以下 



SI 1 C 5080110 


(6) EPS ウオーニングランプ点検 

1. IG スイッチを 「 ON 」 にしたとき、 EPS ウオーニングラン 
プが点灯し、エンジン始動後約1秒後に消灯することを確 
認する。 


EPS 


L 15 C 5002110 


(7) 電源回路点検 

1. EPS コンピューターコネクターを取り付けた状態で、 IG スイッチ 「 ON 」 にて以下のハーネス側コネクター 
端子〜ボデーアース間の電圧値を測定する。 

(1) コネクター端子① （ BAT ) 〜コネクター端子② （ GND ) 間 

9 V 〜 17.5 V 

(2) コネクター端子⑧ （+ B ) 〜コネクター端子② （ GND ) 間 
[WWi 9 V 〜17.5 V 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


(8) アース回路 点検 

1. EPS コンピューターコネクターを取り付けた状態で、 IG スイッチ 「 OFF 」 にて以下のハーネス側コネクタ 
一端子〜ボデーアース間の抵抗値を測定する。 

(1) コネクター端子② （ GND ) 〜ボデー アース 間 
[ m ~ m \ 0.1 q 以下 

(2) コネクター端子⑮ （ E 2) 〜ボデー アース 間 
[ mm \ 0.1 q 以下 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


1-4 -6フェイルセーフ機能 

システムの入出力信号系統に異常が発生した場合でもステアリング操作性をなるべく損なわないように制 
御する機能です。 

フェイルセーフ作動中は、コンビネーションメーター内の EPS ウオーニングランプを点灯させて運転者 
に異常を知らせるとともに、下表のような制御を行います。 

なお、一度異常を検出した後、正常状態に戻りフェイルセーフ機能が解除され正常アシスト状態に戻った 
場合でも、ダイアグノーシスコードの記憶は残ります。 

フェイルセーフ 制御一覧_ 


コード 

番号 

診断内容 

フェイルセーフ制御内容 

フェイルセーフ制御解除条件 

11 

メイントルクセンサー信号異常 

•モーターへの出力停止 

•電源リレー OFF 

正常復帰後、 IG スイッチを一度 OFF から 

ON にすれば解除(正規アシスト復帰） 

12 

サブトルクセンサー信号異常 

13 

センサーメイン•サブ滗過大 

14 

センサー電源電圧異常 

21 

モーター過電流異常 

23 

モーター電流偏差異常 

24 

モーター端子電圧異常 

32 

EPS コンピューター異常 

42 

車速センサー異常(走行中） 

危険回避可能な程度にアシスト継続 

正常復帰後、車速 5km/h 以上で解除(正規 
アシスト復帰） 

44 

エンジン回転信号異常 

危険回避可能な程度にアシスト継続 
(エンジンストールした埸合はエン 
ジン再始動すれば正規アシスト復帰） 

正常復帰後、エンジン回転数 464rpm 以上 
で解除(正規アシスト復帰） 

47 

車速センサー異常(停車中） 

危険回避可能な程度にアシスト継続 

正常復帰後、車速 5km/h 以上で解除(正規 
アシスト復帰） 

52 

パワー系電源電圧異常 

•モーターへの出力減少後停止 

正常復帰により解除(正規アシスト復 W ) 

54 

電源リレー異常 

.モーターへの出力停止 

•電源リレー OFF 

正常復帰後、 IG スイッチを一度 OFF から 

ON にすれば解除（正規アシスト復帰） 

59 

モーター過熱保護記録 

モーターに流れる最大電流を減少さ 

せる 

(この場合、ステアリングが矜干重く 
なるが故障ではない） 

モーターが冷めれば通常アシストカ回復 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


1-4-7 現象別トラブルシューティング 

(1) ダイアグノーシスコード表示なし、または表示が不安定でステアリングが重い時 



L 15 C 5005 W 16 

(2) 正常コードを出力するがステアリングが重い、左右で操舵力が異なる、操舵力に厶 
ラがある 



L15C 5006 W24 

※七 

( E . l -4-5(5) 項 （ E -10 ページ）参照） 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


(3) 走行中ステアリングがずっと軽い 


ダイアグノーシスコード No .42、 47表ポ時の 
トラブルシューテイングを行う 


L15C 5007 W10 

(4) ステアリングの戻りが悪い 



L15C5008W16 

※レ 

( E . l -4-5(4) 項 （ E -10 ページ）参照） 

※え 

(ハイゼットサービスマニュアル整備編 N 0.1 E .2 — 1項 (E — 3ページ)参照） 
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車速感応型顬 S パワーステアリング ( EPS ) 


1-4-8 系統別トラブルシューティング 

系統別トラブルシューティングは以下の表に基づいて、該当するトラブルシューティングを行って 下さい 。 


コード番 

号 

診断内容 

修理方法 

11 

メイントルクセンサー信号異常 

ステアリングコラム Ay 交換 

12 

サブトルクセンサー信号異常 

13 

センサーメイン•サブ差過大 

14 

センサー電源電圧異常 

21 

モーター過電流異常 

ステアリングコラム Ay 交換 

23 

モーター電流偏差異常 

24 

モーター端子電圧異常 

32 

EPS コンピューター異常 

パワーステアリングコンピューター Ay 交換 

42 

車速センサー異常(走行中） 

系統別トラブルシューティング N 0.42、47 

44 

エンジン回転信号異常 

系統別トラブルシューティング No .44 

47 

車速センサー異常(停車中） 

系統別トラブルシューティング N 0.42、47 

52 

パワー系電源電圧異常 

系統別トラブルシューティング No .52 

54 

電源リレー異常 

パワーステアリングコンピューター Ay 交換 

59 

モーター過熱保護記録 

モーターを冷まし様子を見る（異常ではないので点検の必要はない） 


E — 15 





























車速感応型賴パワーステアリング ( EPS ) 


(1) 車速センサー系統（ダイアグノーシスコード N 0.42、 47) 
①車速センサー系統システム図 



車速センサー 



SPD 



コンビネーション メーター 
ハー ネス側コネクター 



L15C5022W23 


② ダイアグノーシスコード N 0.42出力条件 

1.IG スイッチ 「ON」 かつ車速 20km/h 以上で3秒以上走行後、車速 35km/h 以上から急激に‘定 (15km/h) 以上 
低下し、車速 5km/h 未満の状態が30秒間継続した場合。 

〔参考〕 • 車速 35 km/h 以上から急ブレーキによりタイヤがロックした場合、上記の条件を満たしコード 
No.42 を出力する可能性があります。この場合は故障ではありませんので、しばらく様子を見て 
ください。 

③ タイアグノーシスコード No .4 7出力条件 

1. IG スイッチ 「0 N 」 かつエンジン回転数 464 rpm 以上で車速センサーからの信号入力なしの状態が5分経過 
かつエンジン回転数が 464rpm 以上2000 rpm 未満で車速センサーからの信号入力なしの状態が5秒経過し 
た後、エンジン回転数 >2500 rpm でなおかつ車速センサーからの信号入力なしの状態が30秒間継続した 
場合。 

〔参考〕 • 長時間エンジンの空ぶかしを行った場合、上記の条件を満たしコード No.47 を出力する可能性が 
あります。この場合は故障ではありませんので、しばらく様子を見てください。 

④ 点検ポイント 

1. 過去に急ブレーキ等により車輪がロックしていないか。 

2. 過去に長時間の空ぶかしを行っていないか。 

3. スピードメーターケーブルの抜け、損傷等がないか。 

4. 車速センサー本体は正常か。 

5. 車速センサーの出力がコンピューターに入力されているか。 

6. 車速センサー〜コンピューター間ハーネスが断線または短絡していないか。 

⑤ 関連点検項目 

1. 車速センサー単体点検 

(E.1-5-1 項 （E-22 ページ）参照） 
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車速感庇型電動パワーステアリング ( EPS ) 


⑥点検方法 



S16C 5014 W40 


(^ 1 ) 

( E .1-5-1 項 ( E -22 ページ）参照) 


E -17 































車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


(2) エンジン回転信号系統（ダイアグノーシスコード No . 44) 
①エンジン回転信号系統システム図 
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ハーネス側コネクター 



ハーネス側コネクター 


S16C5021W23 


② ダイアグノーシスコード N 0.44出力条件 

1. IG スイツチ 「 ON 」 かつエンジン回転数 2464 rpm 未検出の状態で、車速 5 km/h 以上が30秒間継続した場合。 
2. IG スイツチ 「 ON 」 かつエンジン回転数 2464 rpm 検出後、車速 20 km/h 以上かつエンジン回転数 285 rpm 未 
満が30秒間継続した場合。 

〔参考〕 • 下記の状況下ではコード No .44 を出力する可能性があります。この場合は故障ではありませんの 
で、しばらく様子を見てください。 



(i ) IG スイツチ 「 ON 」 の状態でエンジンを始動せずに30秒以上走行した場合(坂道を慣性で下った 
場合等） 


( ii ) エンジンストールし、 IG スイッチ 「 ON 」 のまま30秒以上エンジンを再始動しなかった場合 

③点検ポイント 


1. EFI コンピューター〜 ステアリングギヤ Ay 間のハーネスは正常か。 

2. 各接続コネクターは正常か。 

④関連点検項目 

1. EFI コンピューターエンジン回転センサー系統点検 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


⑤点検方法 



S16C 5013 W33 
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EPS コンピューター 
ハーネス側コネクター 


S16C 5020 W23 

② ダイアグノーシスコード N 0.52出力条件 

1. システム電源 「 ON 」 の状態で、バッテリー電圧 ( EPS コンピューター内リレー接点電圧) 17.5 V 以上が1秒以 
上継続した場合。 

2•リレー 「 ON 」 かつエンジン回転数 2464 rpm の状態で、バッテリー電圧 ( EPS コンピューター内リレー接点 
電圧) 9 V 未満が4秒以上継続した場合。 

③ 点検ポイント 

1. オプション類の取り付けによる過大な電気負荷がかかっていないか。 

2. EPS ヒューズが溶断していないか。 

3. バッテリー〜コンピューター間ハーネスが断線していないか。 


EPS F/L 


AM F/L 


IG スイツチ ECUIG 


車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


(3) パワー系電源系統（ダイアグノーシスコード N 0.52) 
①パワー系電源系統システム図 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


④点検方法 
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車速感応型電動パワーステアリング ( EPS ) 


1-5 単体点検 

1-5-1 車速センサー単体点検 


1. コンビネーション メーターを 取り外す。 

2. ブラスドライバーを使用して、スピードメーターの駆動 
軸を回転させた時の®〜⑥間の導通を確認する。 

[ S ~ g 1 駆動軸1回転で rONJ , 「 OFF 」 を4回繰り返す。 



1 -5-2ウォーニングランプ 

1. IG スイッチを 「 OFF 」 にし、ステアリングギヤ Ay のコネクターを切り離す。 

2. この状態で切り離したステアリングコラム Ay の車両側コネクター⑤ （ EPSW ) 端子をアースに接続し ， IG 
スイッチを 「 ON 」 した時に、 EPS ウォーニングランプが点灯することを確認する。 

1-5-3 ステアリングコラム Ay 単体点検 
(1) パワーステアリングコンピューター Ay 

1. 以下の点検はエンジンアイドリング時、全電気負荷を与えた状態で行う。 

(1) バッテリー電圧を点検する。 

lWm \ 10.5〜 14 V 

2. 以下の点検は IG スイッチ 「 OFF 」 状態で行う。 

(1) ② （ GND ) 端子とボデーアース間の導通を点検する 

Wm ] 導通あり(抵抗 0.1 q 以下） 


E -22 











車速韵 S 型電動パワーステアリング ( EPS ) 


(2) 入出力信号基準値 


点検系統 

項目 

測定条件 

基準値 


接続端子 

入出力名 



トルクセンサー 

信号系統 

⑰ ( TM ) 〜⑮ ( E 2) 

メイントルクセンサー 

入力 

ステアリング直進（ステアリング 
トルクフリー)時 

2.5 土 0.02 V 




ステアリング右据え切り時(※エ） 

4.045 V 以下 




ステアリング左据え切り時(※エ） 

0.955 V 以上 


⑯ ( TS ) 〜⑮ ( E 2) 

サブトルクセンサー入 

力 

ステアリング直進（ステアリング 
トルクフリー)時 

2.5 土 0.02 V 




ステアリング右据え切り時(※エ） 

0.955 V 以上 




ステアリング左据え切り時（※〇 

4.045 V 以下 


⑬ ( V 9) 〜⑱ ( E 2) 

トルクセンサー 9.5 V 電 

源 

— 

9.4 土 0.65 V 


⑭ ( V 3) 〜⑯ ( E 2) 

トルクセンサー 3.3 V 電 

源 

— 

3.3 V 

モーター駆動系統 

⑩ （ MB ) 

モーター駆動電流 

ステアリング直進（ステアリング 
トルクフリー)時 

0 A 




ステアリング右据え切り時(※わ 

30：；> 




ステアリング左据え切り時(※エ） 

22. 5 〜 27.5 A 


⑨ ( MR ) 〜⑩ ( MB ) 

モーター 抵抗 

— 

0.2 〜 20 Q 

車速センサー信号 

系統 

⑦ ( SPD ) 〜② ( GND ) 

車速信号入力 

スピードメーターケーブル1回 

転 

〇〜 5 V を4回繰り返す 

電源系統 

⑧ ( + B ) 〜② ( GND ) 

IG キー信号入力 

エンジンアイドル時、全電気負 

荷を与える 

9〜 14 V 


① ( BAT ) 〜② ( GND ) 

バッテリー電源入力 

エンジンアイドル時、全電気負 
荷を与える 

9 〜 14 V 

エンジン回転信号 

系統 

⑥ ( REV ) 〜② ( GND ) 

エンジン回転信号入力 

エンジンアイドル時 

12 V (パルス） 


※: I :ステアリングをロックエンドまで操作し、力をかけている状態とする。 
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ブレーキ 


2ブレーキ 

2-1 ブレーキ 点検、調整 

2-1-1 ブレーキペダル点検、調整 

(1) ペダル高さ点検 

1. ブレーキペダルのダッシュ面からの高さを測定する。 

[ Wm \ 221.3 ±5 mm (トラック系） 

208.8=mm ( カーゴ、アトレー系） 




p ， (2) ペダル高さ調整 

1. シフトロックスイッチ位置調整用ナット①および、ボルト②を取り外す。 （ A / T 車） 

2. ストップランプスイッチのコネクターを切り離し、ナット③をゆるめてスイッチを回してペダルを遊ば 
せる。 


3. ナット®をゆるめ、プッシュロッド⑤を回してペダルの高さを調整する。 

1締付1 12.8±3_01^171{130土301<9卜训}(標準ブレーキ車） 

25.5±5_1N -m{260 土 51kgf_cm}(ABS 装着車） 

4. ストップランプスイッチのねじ端部とペダルのクッションの隙を Omm にし、そこから 1.0 mm になる様 
スイッチ本体を回してナットをロックする。 

I 締付 I 11.8±2.0 N * m {120±20 kgf . cm } 

5. シフトロックスイッチ調整用ボルトとシフトロックスイッチの隙が 0.4 mm になる様ボルトを回して 
ナットをロックする。 （ A / T 車） 

I 締付 I 7.4 土 2.9N .m{75.5±30kgf.cm} 

じま 章 1 • ストップランプスイッチがペダルのクッションから離れないようにすること。 

6. ペダル高さ調整後、ペダル遊び、ストップランプの点灯を点検する。 
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ブレーキ 


(3) ペダル遊び点検 

1. エンジン停止後ペダルを数回強く踏み込み、ブレーキブ 
ースター内のバキュームがない状態にする。 

2. ペダルを指で軽く押し、遊びを点検する。 

I 基準 I 0.5 〜 2 .Omm 



(4) ペダル遊び調整 

1. ナット④をゆるめ、プッシュロッド⑤を回してペダル遊びを調整する。 

[WWi 12.8 土 3_0 N . m {130 土 30 kgf-cmH 標準 ブレーキ車） 

25.5 土 5.1 N . m {260 士 51 kgf . cm}(ABS 装着車) 

2. 調整後ペダル高さ、ストップランプの点灯を確認する。 

(5) ペダル踏み残りしろ点検 

1. アイドル回転時パーキングブレーキレバーを戻した状 
態で、ペダルを踏力 294 N {30 kgf } で踏み込んで止まった位 
置のダッシュ面からの高さを測定する。 



[mm\ 




トラック系 

標準ブレーキ車 

92 mm 以上 

ABS 装着車 

102 mm 以上 

カーゴ、アトレー系 

61 mm 以上 

61 mm 以上 
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ブレーキ 



(6) パーキングブレーキ引き代点検、調整 
①パーキングブレーキ引き代点検（レバー式） 

1. ブレーキペダルを数回ボンビングしてシューすきまを適 
正な状態にした後、パーキングブレーキレバーを完全に 
戻す。 

2. パーキングブレーキレバーをゆっくり引っ張り、 カ チッ、 
カチッという作動音を数える。 

I 基準 I 6〜10 ノッチ 

(操作力 196 N {20 kgf }) 


②パーキングブレーキ引き代調整（レバー式） 

[^1• パーキングブレーキレバー引き代を調整する前にブレーキペダルを数回操作してシューすき 
まを適正な状態にしておくこと。 



1. コンソールリヤボックス Ay を取り外す。 

2. 各レバー形状に応じて作業を行う。 

(1) セミカバー仕様 

① カバーを取り外す。 

② アジヤステイングナットを回し、基準値になるよう 
調整する。 



(2) フルカバー仕様 

①カバーを少し広げ、アジヤスティングナットを回し、 
基準値になるよう調整する。 




3. パーキングブレーキの引きずりのないことを点検する。 


③パーキングブレーキ引き代点検(足踏式） 

1. ブレーキペダルを数回ボンビングしてシューすきまを適 
正な状態にした後、パーキングブレーキペダルを完全に 
戻す。 

2. パーキングブレーキペダルをゆっくり踏み、カチツ、力 
チツという作動音を数える。 

〔参考〕，パーキングブレーキペダルを踏み込む時には途 
中でペダルを戻さないこと。 

{ m ~ m \ 5〜7 ノツチ 

(操作力 294 N {30 kgf )) 



④パーキングブレーキ引き代調整(足踏式） 

• パーキングブレーキペダル引き代を調整する前にブレーキペダルを数回操作してシューすき 


まを適正な状態にしておくこと。 
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ブレーキ 


1. パーキングブレーキペダルのアジヤスティングナット 
を回し、基準値になるよう調整する。 

2. パーキングブレーキの引きずりのないことを点検する。 
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ブレーキ 


2-2 プ レーキブースター 作動点検 


2 - 2-1 準備品 


\ 

形 状 

品备、茄名 

用 途 

S 

S 

T 


_ 

^1 

BBT -1 TB 

ポータブルブレーキブースターテ 

スター 

(株) バン ザィ扱い 

ブレーキ 液圧測定 

油脂 

アミックスブレーキフルード 


2-2-2 ブースター気密機能点検 

1. エンジンを始動させ、1〜2分間回して止め、通常ブレー 
キを使用する程度の踏力でブレーキペダルを踏んだとき 
の高さを点検する。 

[ mm ] 1 回目に踏んだときより 2 回、3回踏んだときのぺ 
ダル高さが高くなる。 

(1 回目と2回目、2回目と3回目の間隔は約5秒以 
上） 



2- 2-3 ブースタ _ 作動点検 

1. エンジンを停止したまま同じ程度の踏力で数回ブレーキ 
ペダルを踏んでペダル高さが変化しないことを点検する。 

2 . ブレーキペダルを踏んだままエンジンを始動してペダル 
高さの変化を点検する。 

[ KM ペダルを踏んだ状態でエンジン始動時ペダルが少 
し奥へ入る。 



2-2-4 ブースター負荷気密機能点検 

1. エンジン回転中ブレーキペダルを踏み、その状態でエン 
ジンを止め30秒間保持してペダル高さの変化を点検する。 

{ KM ペダル高さに変化がない。 
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ブレーキ 


2- 2-5 ポータブルブレーキブースターテスター による点検 
⑴点検 

1. ポータブルブレーキブースターテスターを図の ように接続し テスターのエア 抜きを 行う。 




(2) 気密機能点検 

1. エンジンを始動し、圧力計(負圧計)が 66.7 kPa {500 mmHg } になったらエンジンを止めて圧力(負圧)を測定 
する。 

{ wm エンジン停止後、15秒間圧力の低下がない 

2. エンジンを始動し、ブレーキペダルを踏力 196 N {20 kgf } で踏んで圧力計(負圧計)が 66.7 kPa {500 mmHg } 
になったらエンジンを止めて圧力(負圧)を測定する。 

[ WW ] エンジン停止後、 15 秒間の圧力の低下が 3.3 kPa {25 mmHg } 以内 
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プレーキ 


(3) 無倍力作動点検 

1 . エンジンを停止し、圧力計(負圧計)の値を大気圧にして踏力と油圧の関係を点検する。 


[mw\ 



S 200 P . S 210 P 

S 200 C , S 210 C 

S 200 V , S 210 V , S 220 V ， S 230 V 

S 220 G ， S 230 G 

踏力 [ N { kgf }] 

液圧 [ MPa { kgf た rri }] 


7インチ 

8インチ 

8インチ 

9インチ 


標準車 

ABS 装着車 

標準車 

ABS 装着車 

98(10} 

0.56(5.8) 

0.16 (1.7) 

0.50 {5.1} 

0.27{2. 8} 

294{30} 

3.25(33.1) 

2.50(25.5) 

3.06{31.2} 

2.21(22.5} 


2. エンジンを始動して、圧力計(負圧計)の値を 66.7 kPa {500 mmHg } にし、エンジン停止後マスターシリン 
ダーの油圧を各踏力で点検する。 




踏力 [ N { kgf }] 

S 200 P ， S 210 P 

S 200 C ， S 210 C 

S 200 V ， S 210 V ， S 220 V , S 230 V 

S 220 G , S 230 G 

液圧 [ MPa { kgf / cm }] 

7インチ 

8インチ 

8インチ 

9インチ 

標準車 

ABS 装着車 

標準車 

ABS 装着車 

49{5} 

2.06(21.0) 

2.19(22.4) 

2. 62{26.8} 

1.99120.3} 

98{10} 

4.41(45.0) 

4.81(49.1) 

5.18{52.9} 

5.06 {51.6} 

147{15} 

6.75(68.9) 

5.90(60.2) 

7.74(79.0} 

7.83{79.8} 

196(20} 

7.54(76.9) 

6.41(65.4) 

9.08(92.6} 

8.31184. 7} 
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プレーキ 


2-3 P バルブ作動点検 
2-3-1 準備品 


\ 

形 状 

品番、口 p 名 

用 途 

S 

S 

T 


■ 

BBT -1 TB 

ポータブルブレーキブースターテ 

スター 

(株) バン ザイ扱い 

ブレーキ 液圧測定 

油脂 

アミックスブレーキフルード 


2-3-2 点検 

1. 左後輪のブリーダープラグを取り外す。 

2 . プレッシャーゲージを取り付け、ゲージのエア抜きをする。 



3. ブレーキフルードの漏れがないことを点検する。 

4 . 前後輪の液圧を点検する。 

〔参考〕 • （前輪のブレーキ液圧) =( マスターシリンダーのブレーキ液圧) 
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ブレーキ 



入力（マスターシリンダー）液圧 [ MPa { kgf / cm 2 }] 


力ーコ系 


く ABS 車 > 


S15C5004W16 



入力（マスターシリンダー）液圧 [ MPa { kgf / cm 2 }j 


<標準 ブレーキ車> 



入力（マスターシリンダー）液圧 | MPa { kgf / cm 2 }j 



入力（マスターシリンダー）液圧 [ MPa { kgf / cm 2 }l 



<標準 ブレーキ車> 


<ABS 車 > 


トラック系 


S16C 5051 W16 


(2) カーゴ 


(1) トラック系 


【 {2ul o /Jg edl/\ll l±i 楔 (—h A rlA 泛 —v-lcA-rw-Rs 


t{2E3/igedI.l±! 涣 (—hAr-A* ミ — V 长 A-ro-Ra 


1 {2E3/&}ed l. 出楔 (—hA rl ふ f A-ro -Rfl 


KZE 3 /j 6 eed 21 出楔 (—hAr-c, f A-ro -RJP 
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ブレーキ 



入力（マスターシリンダー）液圧 [ MPa { kgf / cm 2 H 


く ABS 車〉 


S15C 5009 W16 

5. ゲージを取り外し、ブリーダープラグを取り付ける。 

6. ブレーキフルードをリザーバーの MAX の基準線まで補充する。 

7. ブレーキ系統にエアの混入がないことを確認する。もし、エア混入の疑いがある場合はエア抜きを行う。 



入力（マスターシリンダー）液圧 [ MPa { kgf / cm 2 H 
<標準 ブレーキ 車> 


(3) アトレー系 


【{E 3/J 6 >i}ed51 l±l 谀 (—^ArK, Jrlv 长 A-fl)-RB 


6 5 4 0 
.78..90. 

4 4 2 3 

【 {E 3 /iged 25 供 (lxr-<, ミ —V 长 A-r-) -Rfp 
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ブレーキ 


2-4 

2 - 4 - 

P バルブ取り外し、取り付け（トラック系） 

■1 準備品 

油脂 

アミックスブレーキフルード 


la . 意] • ブレーキチューブが正しく装着されていない場合、ブレーキ不良の原因となる。 
2- 4-2 取り外し前作業 

1. マスターシリンダーリザー バーの ブレーキフルードを抜き取る。 


1 注意1 • ブレーキフルードを抜き取る時、塗面に付着しないようにすること。 
2. 車両をジャッキアップする。 

2-4-3 取り外し、取り付け手順 



f 




<標準 ブレーキ 車> 

① ブレーキチューブ 

② バルブ Ay , プロポーシヨニング 

③ ブラケット,プロポーシヨニングバルブ 





ブレーキチューブ xp バルブ 


T :15.2±2.5{155±25} 


<ABS 車 > 


単位 : N • m {kgf • cm } 


S 16 C 5052 W 20 


2-4-4 取り付け後作業 

1. 車両をジャッキダウンする。 

2. ブレーキ系統のエア抜きを行う。 

G 主意 1 • ABS 装着車は、標準ブレーキ車に比べて エアの 抜ける時間が長いため、ブレーキ系統 エア 抜き後、 
再度 エアの 混入がないことを点検する。 

3. ブレーキフルードをリザーバーの MAX の基準線まで補充する。 

4. ブレーキの引きずりがないことを確認する。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3 アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 
3-1 システム概要 
3- 1-1 システム配線図 
■ トラック系 


ABS F/L 


IG スイツチ 〒野 1 ミ 


TAIL STOP 


IG1 

ストップランプ SW 
-K>^b - 




パッ亍リ¬ 


^^ブ 


〇ブレーキ JpKB 

Y フ ) V — K $スイゥ 

レベル _L 



S17C1026W23 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


■ カーゴ、アトレー系 


ABS F/L 


IG スイツチ 1 


TAIL STOP ストップランプ SW 


ABS ウ 


略 プ 


ハツ丁リー 


士 



S16C1009W23 





H 




A 


巳 S アクチユエ—夕 I ( スキッドコントロールコンピユ—夕 I ) 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3-1-2 ABS コンピューター ( ABS アクチュエーター）コネクター端子配列図 



コンピューター側コネクター 

门门 



N 

2 || 3 

H 

5 II 

6 II 


8 

9 


I 10 

HI 

1213 

h 

| l 5 

W 

24 

25 

17 

18 M 

) 20 

21 

22 

23 


~ □ し 

ハーネス側コネクター 

yl 

/ 

\ 

驗 

1 咏 @ 色)说问 (Ti) 



L11C5123W25 


1 

FL + 

骱左スピードセンサー （+ ) 入力 

14 

ECUT 

ダイアグ起動入力 

2 

FL - 

前左スピードセンサー（一）入力 

15 

GGND 

G センサーアースく※？） 

3 

PKB 

パーキングブレーキスイッチ入力 

(※り 

16 

WA 

ABS ウオーニングランプ出力 

4 

+ IG 

IG 2 電源 

17 

EX 0 

アイドルアップ要求出力 

5 

RL + 

後左スピードセンサー （+ ) 入力 

18 

STP 

ストップランプスイッチ入力 

6 

RL - 

後左スピードセンサー（一）入力 

19 

FR + 

則•右スピードセンサー （+ ) 入力 

7 

SIO 

故障診断テスター通信端子 

20 

FR - 

骱右スピードセンサー（一）入力 

8 

GND 1 

アース 

21 

BRL 

ブレーキウオーニングランプ 出力 

(※り 

9 

+ BS 

ソレノイドバルブ電源 

22 

RR - 

後右スピードセンサー（一）入力 

10 

— 

一 

23 

RR + 

後右スピードセンサー （+ ) 入力 

11 

— 

— 

24 

— 

— 

12 

— 

一 

25 

— 

— 

13 

GL 1 

G センサー入力 （※2) 

— 

一 

一 


※: L トラック系のみ 

※2: G センサー装着車（トラック系およびカーゴ、アトレー系の 4 WD 車)のみ 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3- 1-3 構成部品位置図 

■ トラック系 




ABS ウオーニングランプ 



フロントスピードセンサー&口ーター 


S11C1051W23 


■ カーゴ、アトレー系 


G センサー 



S16C1006W23 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3-2点検 
3-2-1 準備品 



形 状 

品番、品名 

用 途 

S 

S 

T 

◎ 

09991 -87404-000 

ワイヤ、エンジンコント ロール 

システムインスペクション 

ダイアグノーシス起動 


09991 — 87403- 000 

ワイヤ、ダイアグノー シスチェック 

ダイアグノーシス消去 


3- 2-2 ABS コンピューター ( ABS ァクチュエーターに内蔵)回路点検 

系統点検中の ABS コンピューター回路点検は次の要領で行います。不良ならば各回路、コネクターを修理し、 
正常であれば ABS アクチュエーターを交換します。 


(13] • ABS コンピューターのコネクターにテスターを 当てる場合や、ボ デーアースと 短絡させる場合は 
ダイアグノーシスチェックワイヤ ( SST ) を 使用す ると端子を損傷し にくい。 
rssTl 09991 -87403 -000 

3-2 - 3 ABS コンピューターのコネクター部目視、接触圧点検 

ABS アクチ ュ エー ターのコネクターを 点検す る。 

3-2-4 ABS コンピューターアース回路点検 

ABS ア クチ ュエー ターのコネクターを 外し、 各アース 端子とボデー アース 間の抵抗を測定す る。 

[ mm ioq 以下 

3-2-5 ABS コンピューター電源回路点検 

ABS アクチュ エー ターのコネクターを外し、各電源端子とボデー アース 間の電圧を測定する。 

バッテリー電圧 

(MS • ABS コンピューターを点検する際、コネクターを外すことによって端子の接触状態が変わり、"異 
常なし"となる場合もあります。従って、 ABS コンピューター回路点検の結果、 ABS コンピュータ 
一が不良かと考えられる場合は再度コネクターを接続して不具合発生の有無を確認した 後 、 ABS 
コンピューターが正常か不良かを判断してください。 

3- 2- 6アンチロックブレーキシステム取り扱いの注意 

1. ABS アクチュエーター、各センサー類は精密部品です。脱着時などに大きなショックを与えないこと。大 
きなショックを与えた(床へ落下した場合など)部品は使用しないこと。 

2. 雨天の点検や洗車時には水の浸入に注意し、 ABS アクチュエーター、各センサー類に水がかからないよう 
に注意すること。 

3. ABS コンピューター異常と判断し、 ABS アクチュエーターを交換することによって車両が正常になった場 
合は、再度交換した(不良と判断した) ABS アクチュエーターを取り付け、最初の不具合が再現することを 
確認してから最終的に ABS コンピューター異常と判断すること。 

4. ABS アクチュエーターを分解しないこと。 

5. 各ホイールのブレーキ関係部品が確実に取り付いているか確認する。 

6. 無線機を搭載する場合は以下の事項に注意すること。 

(1) アンテナはコンピューターユニットからできるだけ放すこと。 

(2) アンテナのフィーダーは ABS コンピューター およびワイヤ ハーネスから できるだけ離して(最小距離 
30 cm ) 配 索すること。また、平行して長く引き回すことは避けること。 

(3) アンテナはマッチングを良くすること。 

(4) 大出力の無線機は搭載しないこと。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3-3 故障診断 
3 - 3-1 故障診断の進め方 

本システムには、不具合箇所を自己診断するダイアグノーシス機能を備えており、故障診断を行う場合の重 
要な手がかりとなります。 

また、本システムのダイアグノーシスには EEPROM (不揮発性 ROM ) を使用したバックアップが装備されて 
おり、電源が絶たれた状態でもダイアグノーシスコードを記憶しています。 






L11C5125W40 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3-3-2 問診 

不具合が発生した車両についてその原因を取り除こうとしても、実際にその不具合現象を確認せずには原因 
を追求することはできず、いくら作業を行っても車両が正常状態に戻らないということになるかもしれません。 
問診は、不具合現象を確認する前に行うお客様からの情報収集で、不具合現象の再現を図るうえで特に重要な 
手掛かりとなります。 

また、問診から得られた情報はトラブルシューティングの参考となるため、ただ問診をするのではなく、 
その不具合に関連した事項を重点的に聞き出すということも必要になります。 

また、お客様の苦情の中には ABS 付き車特有の現象がある場合も考えられますので、問診の際には十分注意 
が必要です。 

一 •例として、巻末に A 4 サイズの問診シートを用意していますので複写してご使用ください 

3-3-3ダイアグノーシスコードの確認、記録、消去 

ダイアグノーシスの異常コードが表示されている場合、そのシステムの不具合が過去に発生したものなのか、 
現在も継続しているものかを確認し、再現された不具合現象との関係を確かめる必要があります。そのために 
は、現象確認の前後で2度、ダイアグノーシスコードを表示させなければなりません。 

(1) ABS ウオーニングランプ点検 

IG スイッチを ON にすると、約3秒間 ABS ウオーニングラ 
ンプが点灯し、消灯することを確認する。 

[ W ~ m \ • abs ウオーニングランプが点灯しない場合、ワイ 
ヤ ハーネスの 断線、ヒューズ切れ、バルブ切れが 
考えられる。 



S16C5061T10 


(2) ダイアグノーシスコード出力表示方法 
■ ABS ウォーニングランプによる表示 

1. 車両が停止した状態で SST を使用し、チェック コネクター 内の ECUT 端子と E 端子を短絡する。 

rssn 09991 -87404 -000 
09991-87403 — 000 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 



[a _gj • コネクターの接続位置を間違えると故障の原因になるため絶対に間違えないこと。 

〔参考〕*正常な場合は、 0.25 秒間隔で点滅する。 

•異常コードが1つの場合は4秒の間隔をおいて、同•コードを出力し、複数のコードを出力する 
場合は、異なるコードを 2.5 秒間隔で出力し、-巡すると4秒間隔をおいて再度出力する。 

• 複数のコードを出力する場合は、コード番号の小さいものから順に出力する。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(2) ダイアグノーシス診断内容 


ダイアグノーシスコードー覧 


コード番号 

診断項 S 

診断内容 

11 

ソレノイドリレー系統断線 

•ソレノイドバルブ電源系統断線、 ECU 内部故障 

12 

ソレノイドリレー系統ショート 

•ソレノイドバルブ電源系統ショート、 ECU 内部故障 

21 

ソレノイドバルブ前右系統異常 

• ABS アクチュエーターの異常 

(ソレノイドバルブ系統の断線、ショート） 

22 

ソレノイドバルブ前左系統異常 

23 

(トラック系） 

ソレノイドバルブ後系統異常 

(カーゴ、アトレー系） 

ソレノイドバルブ後右系統異常 

24げ1) 

ソレノイドバルブ後左系統異常 

25 

ABS アクチュエーター異常 

• ABS アクチュエーター内部異常、ソレノイドバルブ破損、詰まり 

31 

スピードセンサー的右系統異常 

•スピードセンサーの断線、ショート、センサー信号の異常 

32 

スピードセンサー前左系統異常 

33 

スピードセンサー後右系統異常 

34 

スピードセンサー後左系統異常 

41 

電源電圧異常 

•電圧低下 

43ぼ2) 

G センサー異常 

• G センサーの固着 

44(嶔2) 

G センサー系統断線ショート 

• G センサー系統の断線、ショート 

45ぼ2) 

G センサー出力異常 

• G センサーからの信号の異常 

49 

ストップランプスイッチ系統異常1 

•ストップランプスイッチ系統断線異常 

常灯 

ECU 異常 

• ECU 内部異常 


※エ:カーゴ、アトレー系のみ 

※え G センサー装着車（トラック系およびカーゴ、アトレー系の 4 WD 車)のみ 

(3) ダイアグノーシスコード消去方法 

本システムのダイアグノーシスには EEPROM (不揮発性 ROM ) を使用したバックアップが装備されており、 
電源が絶たれた状態でもダイアグノーシスコードを記憶しています。従って、下記に記した方法以外ではダ 
イアグノーシスコードを消去することができません。 

■ ブレーキペダル操作による消去 

1. 車両を停止状態にする。 

2. SST を使用して、チェック コネクターの ECUT 端子を E 端子と短絡し、 IG スイッチを 「 ON 」 にする。 



ECUT 



L11C1041W16 


「SST 109991 —87404-000 
09991-87403 — 000 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 




3. ブレーキペダルを踏み、5秒間に8回以上ストップラン 
プスイッチの 「 ON 」、「 OFF 」 を繰り返す。（消去できなか 
った場合は再度繰り返す。） 

4. チェック コネクターの ECUT 端子と E 端子を開放する。 

5. ABS ウオーニングランプが点滅していることを確認する。 

• ダイアグノーシスコードを消去すると、 ABS ウォ 
一ニングランプはテストモードコードを出力 
して自動的にセンサー点検機能(テストモード） 

が実行されます。ここで短絡を解除し、一度 IG ス 
イッチを 「OFF J してから車両を走行させて各セン 
サーの機能点検を行って下さい。 

3-3-4 センサー点検機能(テストモード） 

(1) 概要 

〔参考〕•テストモードについて 

テストモードは①故障コード消去直後、②新品の ABS アクチュエーターを取り付けてから初め 
て IG スイッチを 「 ON 」 した時のいずれかの場合に自動的に実行されます。 

通常モードからテストモードになると、まず全てのテストモードコードを ABS コンピューター 
が記憶します。車両を走行させることにより各センサーの点検を行い、 ABS コンピューターが正 
常と判断した項目のテストモードコードを記憶から消去します。したがって、走行しない場合 
やテストモード点検条件を満たさない走行を行った場合は、記憶したテストモードコードが消 
去されずに、異常のあるテストモードコードとして表示されます。 

(2) テストモードコード表示方法 

1. チェックコネクターの短絡を解除し、 IG スイッチを 「 ON 」 にした時に ABS ウォーニングランプが3秒間 
点灯後0.13秒周期で点滅することを確認する。 

• ここで、 ABS ウォーニングランプが常灯の場合は 
システムの異常が考えられます。ダイアグノーシ 
スコードを確認し、修理を行って下さい。 

2. エンジンを始動する。 

3. 約 45 km / h 以上で走行する。 

• 走行開始時および停止時は、ハンドルを直進状態 
にしてゆっくリ加減速を行う。（タイヤをスリップ 
させない。） 

〔参考〕 • 全ての点検項目が正常の場合は全てのコードが記 
憶から消去され ABS ウォーニングランプは消灯 
する。 

4. 車両を停止させる。 

5. SST を使用して、チェックコネクター内の ECUT 端子と 
アース端子を短絡し、 ABS ウォーニングランプの点滅回 
数を読み取る。 

〔参考〕 • 正常な場合は、 0.25 秒間隔で点滅する。 

• 異常コードが1つの場合は4秒の間隔をおいて同 
ーコードを出力し、複数のコードを出力する場合 
は、異なるコードを 2.5 秒間隔で出力し、•巡す 
ると4秒間隔をおいて再度出力する。 

• 複数のコードを出力する場合は、コード番号の小 
さいものから順に出力する。 

1 SSfl 09991 -87404-000 

09991 一87403 —000 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(3) テストモードコードー覧表 
点検項目 


コード No . 

点検項 0 

テストモードコード点検条件 

71 

前右スピードセンサー出力電圧異常 

約3〜 5 km / h 以上で直進走行する。 

72 

M 左スピードセンサー出力電圧異常 

73 

後右スピードセンサー出力電圧異常 

74 

後左スピードセンサー出力電圧異常 

75 

前右スピードセンサー出力周期異常 

約 20 km / h 以上で直進走行する。 

76 

肖( I 左スピードセンサー出力周期異常 

77 

後右スピードセンサー出力周期異常 

78 

後左スピードセンサー出力周期異常 

※フ❸ 

G センサー出力異常 

通常の制動を行う。 


※： G センサー装着車（トラック系およびカーゴ、アトレー系の 4 WD 車)のみ 

3-3-5 基本点検 

(1) バッテリー電圧測定 

1 . エンジン停止状態でのバッテリー電圧を測定します。 

1〇〜 14 V (エンジン停止時） 

(2) ブレーキフルード点検 

1. ブレーキフルードがマスターシリンダーリザー バー 内 
に規定量あるか、また、ブレーキ系統にフルード漏れがな 
いか点検する。 

2. パーキングブレーキ解除状態で IG スイッチを 「 ON 」 にし 
たとき、約3秒間ブレーキウォーニングランプが点灯し 
そのあと消灯することを確認する。 




(3) ブレーキのきき具合点検 

1. ブレーキ テスターを用いて制動力が規定値以上であるか点検する。 



制動力 

後 輪 和 

軸重の10%以上 

各輪左右盖 

軸重の8%以下 

総 和 

検査時車両重量の50%以上 
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アンチロック ブレーキ システム ( ABS ) 


(4) ウォーニングランプ点検 
① ABS ウォーニングランプ 

1. IG スイッチを 「 ON 」 にしたとき、約3秒間 ABS ウォーニン 
グランプが点灯し、そのあと消灯することを確認する。 



S16C 5061110 


②ブレーキウォーニングランプ（トラック系） 

1. パーキングブレーキ解除状態で IG スイッチを 「 ON 」 にし 
たとき、約3秒間ブレーキウォーニングランプが点灯し、 
そのあと消灯することを確認する。 

2. パーキングブレーキを かけた状態で ブレーキウォーニ 
ングランプが常灯することを確認する。 



(5) アース 回路点検 

1. ABS アクチ ユエー ターのコネクターを外し、車両側コネク 
ター端子⑧〜ボデーアース間の導通を点検する。 



3-3-6 フヱイルセーフ機能 
■ トラック系 


1. ABS コンピューターの信号系統に異常が発生した場合、 ABS ウォーニングランプとブレーキウォーニン 
グランプを同時に点灯させ異常を表示します。同時に、 ABS アクチュエーターに内蔵されているソレノ 
イドリレーを OFF にしてソレノイドへの制御信号を禁止します。 

2. ABS コンピューターに異常が発生した場合も、 ABS ウォーニングランプとブレーキウォーニングラン 
プを同時に点灯させ異常表示をするとともに、ソレノイドリレーを OFF にします。 

E 1]• ABS 故障時には通常のブレーキ性能を満足しなくなります。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


■力ーゴ、アトレー系 

1. ABS コンピューターの信号系統に異常が発生した場合、 ABS ウォーニングランプを点灯して異常を表示 
します。同時に、 ABS アクチュエーターに内蔵されているソレノイドリレーを OFF にしてソレノイドへ 
の制御信号を禁止し、通常のブレーキ機能に戻します。 

2. ABS コンピューターに異常が発生した場合も、 ABS ウォーニングランプを点灯して、異常表示をすると 
ともにソレノイドリレーを OFF にします。 

〔参考〕. ABS 故障時には通常のブレーキに準じた性能は確保されます。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 

3-3-7 現象別トラブルシューティング 

(1) IG スイッチ 「 ON 」 で ABS ウオーニングランプが常灯する。 

① 点検ポイント 

ABS ウオーニングランプが点灯したままとなるのは、ダイアグノーシス機能によって不具合箇所を検出し 
ている状態、 ABS ウオーニングランプ点灯回路の断線または ABS アクチュエーター異常が考えられます。 

② コネクター図 


+ IG 



9,8) 圏^)關印/ 

I 物 @ ㈣ ⑽ ( njjv 、 

ECUT 


ABS アクチ ユエ ーター ハーネス 側 コネクター 


ECUT 














1 





チェックコネクター 


S15C 5010 W16 


③点検方法 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 

(2) IG スイッチ 「 ON 」 でブレーキウォーニングランプが常灯する。（トラック系） 

① 点検ポイント 

1. ブレーキウォーニングランプが点灯したままとなるのは、下記の場合が考えられます。 

(1) パーキングブレーキをかけている場合 

(2) ブレーキ液量不足の場合 

(3) ダイアグノーシス機能によって不具合箇所を検出している状態 ( ABS ウォーニングランプと同時に点 
灯） 

(4) ブレーキフルードレベルスイッチの異常 

(5) パーキングブレーキスイッチの異常 

(6) ブレーキウォーニングランプ点灯回路の断線 

(7) ABS アクチュ エーターの異常 

2. 点検はパーキングブレーキを解除した状態で行います。 

② コネクター図 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


③点検方法 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(3) ABS ウオーニングランプが IG スイッチ 「 ON ] 後3秒間点灯しない。 

①点検ポイント 

ABS コンピューターは、 IG スイッチ 「 ON 」 となると、 ABS ウオーニング系統チェックのため ABS ウオーニン 
グランプを約3秒間点灯します。 

(2) コネクター図 
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③点検方法 
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アンテロックブレーキシステム ( ABS ) 

⑷ブレーキウォーニングランプが IG スイッチ 「 ON ] 後3秒間点灯しない。（トラック 

系） 

① 点検ポイント 

1. ABS コンピューターは、 IG スイッチ 「 ON 」 となると、ブレーキウォーニング系統チェックのためブレーキ 
ウォーニングランプを約3秒間点灯します。 

2. 点検はパーキングブレーキを解除した状態で行います。 

② コネクター図 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


③点検方法 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(5) ブレーキ作動上の不具合(片効き、効き不足、通常ブレーキで ABS 作動、 ABS 作動 
時ペダル振動)および走行中 ABS ウォーニングランプ点灯 
①点検ポイント 

走行条件および路面条件によって異なるので故障判定はしにくいですが、ダイアグノーシスコードが正常 
コードを表示する場合はフローチャートに従って点検を行って下さい。 

(1) コネクター図 
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ABS ア クチ ュ エー ターコネクター 
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③点検方法 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3-3-8 系統別トラブルシューティング 

系統別トラブルシューティングは以下の表に基づいて、該当するトラブルシュ ーティングを行って 下さい。 


コ-ド番号 

診断項 0 

診断内容 

11 

ソレノイドリレー系統断線 

•系統別トラブルシューテイング No.ll 

12 

ソレノイドリレー系統ショート 

• ABS アクチュエーター交換 

21 

ソレノイドバルブ前右系統異常 

• ABS アクチュエーター交換 

22 

ソレノイドバルブ前左系統異常 

23 

(トラック系） 

ソレノイドバルブ後系統異常 

(カーゴ、アトレー系） 

ソレノイドバルブ後右系統異常 

24^1) 

ソレノイドバルブ後左系統異常 

25 

ABS アクチュエーター異常 

• ABS アクチュエーター交換 

31 

スピードセンサー骱右系統異常 

•系統別トラブルシューテイング No . 31〜34 

32 

スピードセンサー前左系統異常 

33 

スピードセンサー後右系統異常 

34 

スピードセンサー後左系統異常 

41 

電源電圧低下異常 

•系統別トラブルシューテイング No .41 

43^2) 

G センサー固着異常 

•系統別トラブルシューテイング No .43 〜45 

44げ2) 

G センサー系統断線ショート 

45げ2) 

G センサー出力異常 

49 

ストップランプスイッチ系統断線 

•系統別トラブルシューテイング No .49 


※七カーゴ、アトレー系のみ 

※2: G センサー装着車 （ トラック系および力ーゴ、アトレー系の 4 WD 車)のみ 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(1) ソレノイドリレー系統（ダイアグノーシスコード No .11) 
①ソレノイドリレー系統システム図 
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② ダイアグノーシスコード No . 11出力条件 

ABS コンピューターはソレノイドリレー回路を常時モニターしています。コンピューターがソレノイドリ 
レーを 「 ON 」 してもソレノイドリレーが 「 OFF 」 の状態が続いたとき、ソレノイドリレー系統断線と判断して 
異常コードを出力します。 

③ 点検ポイント 

1. ABS ヒュージブルリンクは正常か。 

2. ABS ヒュージブルリンク〜 ABS アクチュエーター間のハーネスは正常か。 

3. 各接続コネクターは正常か。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


④点検方法 
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② ダイアグノーシスコード No_31 〜 No.34 出力条件 

スピードセンサー系統に断線または短絡が検出された場合にこの異常コードが出力されます。また、走行 
中にスピードセンサー信号が入力されない場合、信号が欠落した場合、信号にノイズが混ざった場合に異常 
コードが出力されます。このコードが出力された場合は、回路だけではなくセンサーの取り付け状態なども点、 
検が必要です。 

③ 点検ポイント 

1. スピードセンサー取り付け状態は正常か。（スピードセンサーの出力が不安定になる要因はないか。） 

2. スピードセンサーおよびセンサーローターは正常か。 

3. スピードセンサー〜 ABS アクチユエーター間のハーネスおよびコネクターは正常か。 


アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(2) スピードセンサー系統(ダイアグノーシスコード No .31 〜 No .34 出力) 
①スピードセンサー系統システム図 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


④点検方法 


<スピードセンサー単体点検> 
コード No.31 の場合：前右センサー 
コード No.32 の場合：前左センサー 
コード No.33 の場合：後右センサー 
コード No.34 の場合：後左センサー 
(E- 参照） 


0K 


<スピードセンサー〜 ABS アクチュエーター問ハーネス点検> 
該当するスピードセンサーおよび ABS コンピューターのコネクター 
を切離し、ハーネスを点検する。 

コー ド No.31 :スピードセンサー側コネクター①（一） 

〜アクチュエーター側コネクター⑳ （FR — ) IriJ 
コード No.31 :スピードセンサー側コネクター② （+) 

〜ア クチ ュエーター 側コネクター⑲ （FR+) 問 
コード No.32 :スピードセンサー側コネクター①（一） 

〜アクチュエーター側コネクター② （FL —）問 
コード No.32 :スピードセンサー側コネクター② （+) 

〜ア クチ ュエー ター側コネクター① （FL+) 問 
コード No.33 :スピードセンサー側コネクター①（一） 

〜アクチ ュエー ター側コネクター㉒ （RR —）問 
コード No.33: スピードセンサー側コネクター② （+) 

〜ア クチ ュエーター 側コネクター㉓ （RR+) 間 
コード No.34 :スピードセンサー側コネクター①（一） 

〜ア クチ ュエー ター側コネクター⑥ （RL —）問 
コード No.34 :スピードセンサー側コネクター② （+) 

〜ア クチ ュエーター 側コネクター⑤ （RL+) 問 

0K _ 


くスピードセンサー〜 ABS アクチュエーター間ハーネス点検> 
該当するスピードセンサーおよびスピードセンサー〜 ABS アクチ 
ュ エー ター間のハーネスを E1 視で点検し各ハーネスに拟傷がないか、 
コネクターに接触不良がないか点検する (） 


NG 


( スピードセンサーおよびセンサー 
ローターの調整、修理または交換 
アクスルベアリングのガタ点検 



NG 


0K 


ABS アクチュエーター 
交換 
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スピードセンサー〜 ABS アク 
チュェータ ー |〖lj ハーネスおよび 
コネクター修利！ 
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② ダイアグノーシスコード N 0.41出力条件 

ABS コンピューターは電源電圧をモニターしています。走行中 (3 km / h 以上)に ABS コンピューターの電源電 
圧が 9.5 V 以下の状態が10秒以上続いたとき、もしくは + IG の電圧が 9.5 V 以下で ABS コンピューターがソレ 
ノイドリレー断線とソレノイドバルブ異常を両方検出したときに電源電圧異常と判断して異常コードを出 
力します。 

③ 点検ポイント 

1. オルタ ネーターは 正常か。 

2. パ'ッテリーは正常か。 

3. バツテリ- ABS アクチユエーター間のハーネス および コネクターは 正常か。 


アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(3) ABS コンピューター電源系統(ダイアグノー シスコード N 0.41出力) 
① ABS コンピューター電源系統システム図 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


④点検方法 
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② ダイアグノーシスコード N0.43 出力条件 

G センサーからの出力値が変化しない状態が続いた場合にこのコードが出力されます。このコードが出力さ 
れた場合は G センサー本体以外にセンサーの取り付け状態等を点検する必要があります。 

③ ダイアグノーシスコード N0.44 出力条件 

G センサー系統に断線、または短絡が検出された場合にこの異常コードが出力されます。このコードが出力 
された場合は、回路だけではなくセンサーの取り付け状態なども点検が必要です。 

④ ダイアグノーシスコード N0.45 出力条件 

G センサーからの出力値から異常な加速度が60秒以上続けて検出された場合にこのコードが出力されます。 
このコードが出力された場合は G センサー本体以外にセンサーの取り付け状態等を点検する必要があります。 

⑤ 点検ポイント 

1. G センサー取り付け状態は正常か。 （ G センサーの出力が不安定になる要因はないか。） 

2. G センサ- ABS ア クチ ユエーター間のハーネス および コネクターは正常 か。 


アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


(4) G センサー系統(ダイアグノー シスコード No .43、 No .44、 No .45 出力) 
① G センサー系統システム囡 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


⑥点検方法 


く G センサー取り付け状態点検〉 
以下の項目について EJ 視点検を行う U 
•取り付け部のガタ、変形 
•ブラケットの変形 、 MU 
• 取り付け方向 
基準：異常がないこと 


0 K 


NG 


く G センサー出力値点検> 

IG スイッチ 「 OFF 」 にて、 ABS アクチ ュエー ターのコネクターを外し 
1. ABS アクチ ュエー ターハーネス側コネクター⑮ ( GGND ) をボデー 
アースと短絡する。 

2. IG スイッチ 「 ONJ 時の ABS アクチュエーターハーネス側コネク 
ター⑬ ( GL 1) の出力電圧を測定する。 

基準： 2.5±0.1 V 

3. IG スイッチを 「 OFF 」 し、 G センサーをハーネス付きで 4(1 山 j より 
取り出し、 G センサー上®の矢印がドをドを向くよう90°傾けて IG スイ 
ッチを 「 ON 」 した時の⑬ ( GL 1) の節£を測定する 
卿： 3.5±0.2 V 

参考： ABS アクチュ エー ター ハーネス 側コネクター端/ / •の短絡、点 
検を行う際は SST (09991-87403-000) を使用すると端/•を扪傷し 
にくい。 


/ •取り付け部の修 iK または 

I G センサーの交換 



0 K 


( ABS アクチ ュエーター 
交換 



NG 


< G センサ- ABS アクチ ユエーター 間 ハーネス 点検〉 

IG スイッチを 「 OFF 」 し、 G センサー〜 ABS アクチユエ 
ーター問ハーネスを点検する u 
G センサー側コネクター② ( GL 1) 

〜 ABS アクチユ エー ター側コネクター⑬ ( GL 1) \ 1 \\ 

G センサー側コネクター③ ( GGND ) 

〜 ABS アクチ ュエー ター側コネクター⑮ （ GGND ) 問 


OK NG 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


⑸ストップランプスイッチ系統(ダイアグノーシスコード No .49 出力) 
①ストップランプスイッチ系統システム図 
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② ダイアグノーシスコード No . 49 出力条件 

ABS 非作動状態で、ストップランプスイッチ系統の断線が 0.3 秒以上継続したとき。 

③ 点検ポイント 

1. ストップランプスイッチ単体およびその取り付け状態は正常か。 

2. ストップランプスイッチ〜 ABS アクチ ユエーター間のハーネス および コネクターは正常 か。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


④点検方法 
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( E .3-4-1 項 （ E -66 ページ）参照) 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 




3-4 単体点検 

3-4-1 ストップランプスイッチ 


1. コネクター端子間の導通を点検する。 

ブレーキペダルを踏み込んだとき . 導通あり 

ブレーキ ペダルを踏まないとき . 導通なし 

3-4-2 フロントスピードセンサー 
■ 測定•目視点検 

1. コネクター端子間の抵抗を測定する。 
ft W \ 1.60±0.20 kQ (20° C 時） 



L11C 5152110 


2. スピードセンサーの取り付け状態を点検する。 

[ S ~ m \ スピードセンサー取り付け面に浮きがないこと 

3. スピードセンサー取り付けボルトの締め付けを点検する。 
I 締付 I 8.4 士 1.4 Ntti {85 土 14 kgf ' cm } 

4. スピードセンサー先端部の状態を点検する。 

異物付着、 傷、 欠け、変形等がないこと。 



■ オシロスコープによる 点検 

1. オシロスコープを使用して、 20 km/h 以上で走行したとき 
のスピードセンサーコネクター端子の出力波形を点検 
する。 

接続端子： FL+OFL — 、 FR + OFR - 
iWM C は 0.5 V 以上 

B は A の70%以上 
D の発生なきこと 

〔参考〕 • C が基準より外れている場合はスピードセンサ 
一を 交換。 

• B が基準より外れている場合はスピードセンサ 
ーローターを交換。 

• D が発生の場合は、センサー先端部を点検。 

3 - 4-3 フロントスピードセンサーローター 

1. アクスルハブのスピードセンサーローターを点検する。 

基準 I スピードセンサーローターに傷、欠け、変形等の異常がないこと。 
g 準1スピードセンサーとセンサーローター間エアギャップ 
トラック系: 0.6: 匕 6 mm (参考値） 

カーゴ、アトレー系： (参考値） 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


3 - 4-4 リヤスピードセンサー 
■ 測定•目視点検 

1. コネクター端子間の抵抗を測定する。 

[ mm \ 1.60 土 0.20 kQ (20 °C 時） 

2. スピードセンサー取り付けボルトの締め付けを点検する。 
[ m ~ W \ 8.4 土 1.4 N ' m {85 土 14 kgf - cm } 

3. スピードセンサー先端部の状態を点検する。 

iwm \ 異物付着、傷、欠け、変形等がないこと。 



L11C 5152110 


■ オシロスコープ による点検 

1. オシロスコープを使用して、 20 km / h 以上で走行したとき 
のスピードセンサーコネクター端子の出力波形を点検 
する。 

接続端子： RL + ORL-、RR + ORR — 

[ m ~ m \ c は o .5 v 以上 

B は A の70%以上 
D の発生なきこと 

〔参考〕. C が基準より外れている場合はスピードセンサ 
一を交換。 

• B が基準より外れている場合はスピードセンサ 
ーローターを交換。 



• D が発生の場合は、センサー先端部を点検。 

3 - 4-5 リヤスピードセンサーローター 

1. リヤ ブレーキ ドラムを取り外し、スピードセンサーローターを点検する。 

スピードセンサーローターに傷、欠け、変形等の異常がないこと。 


[ m ~ W \ スピードセンサーとセンサーローター間エアギャップ： 0.65 土 0.23 mm (参考値） 
3-4-6 ウォーニングランプ 
(1 )ABS ウオーニングランプ 

1. IG スイッチを 「 OFF 」 にし、 ABS アクチユエーターのコネ 
クターを切り離す。 

2. この状態で IG スイッチを 「 ON 」 した時に、 ABS ウオーニン 
グランプが点灯することを確認する。 

3. 続いて、切り離した ABS アクチユエーターの車両側コネク 
ター⑯ ( WA ) 端子をアースに接続した時 CABS ウォーニン 
グランプが消灯することを確認する。 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 



( 2 )ブレーキ ウォーニングランプ（トラック系） 

1. IG スイッチを 「 OFF 」 にし、 ABS アクチュエーターの コネ 
クターを切り離す。 

2. パーキングブレーキを解除した状態で IG スイッチを 
「 ON 」 した時に、ブレーキウォーニングランプが点灯す 
ることを確認する。 

3. 続いて、切り離した ABS アクチ ュエー タ ー の車両側 コネ ク 
ター ㉑ （ BRK ) 端子を アースに 接続した時に ブレーキ ウォ 
一ニングランプが消灯することを確認する。 


3-4-7 G センサー 



ABS ウオーニングランプブレーキウォーニング 
ランプ 


S17C10 28116 


1. 系統別トラブルシューテイングの N 0.43、44、45 G センサー系統点検を行う。 
3-4-8 ABS コンピューター (ABS アクチ ュエー ター内蔵） 

1. 以下の点検はエンジン停止状態で行う。 

(1) バッテリー電圧を点検する。 

L 碁準1 10〜 14 V ( IG スイッチ 「 ON 」 時） 

(2) GND 端子とボデーアース間の導通を点検する 
IS 準 j 導通あり （ IG スイッチ 「 OFF 」 時） 
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アンチロックブレーキシステム ( ABS ) 


⑶ IG スィッチを 「 OFF 」 にして、アクチ ュエー ターコネクターを切り離し、車両側コネクターで各端子間 
またはボデーアース間の電圧、抵抗および導通を点検する。 



___ 勾 〆 

@@@@@@@ 

@ @ @ @㈣㊈ 向入 


ハーネス側コネクター 
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r\ u 〇 — 1 ^ 1— 1 穴 

接続 

条件 

基準 

基準以外の不具台個所 

1 

FL + 

2 

FL - 

IG スイツチ 「 OFF 」 

1.6 土 0.2 kQ 

左フロントスピードセンサー 

19 

FR + 

20 

FR - 

IG スイツチ 「0 FFJ 

1.6 土 0.2 kQ 

右フロントスピードセンサー 

5 

RL + 

6 

RL - 

IG スィッチ 「 OFF 」 

1.6±0.2 kQ 

左リヤスピードセンサー 

23 

RR + 

22 

RR - 

IG スイツチ 「0 FFJ 

1.6 土 0.2 kQ 

右リヤスピードセンサー 

9 

+ BS 

— 

ボデーアース 

IG スイツチ 「 OFF 」 

10〜 14 V 

ABS ヒュージブルリンク 

4 

+ IG 

— 

ボデーアース 

IG スイツチ 「 OFF 」 

10〜 14 V 

ECU IG ヒューズ 

18 

STP 

一 

ボデーアース 

ブレーキペダル踏み込み時 

10〜 14 V 

ストップランプスイッチ 

ブレーキペダル開攸時 

OV 

ストップランプスイッチ 

8 

GND 1 

一 

ボデーアース 

IG スィッチ 「0 FFJ 

導通あり 

ボデーアース 
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